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壱◆秘剣・燕返し




１


「……キス、しよっか。お兄ちゃん」
　暗がりの中、十じゆ兵うべ衛えの顔が間近に見下ろしている。
　いつもよりも青白く、冷たいほどに整って見えるその顔が、唇くちびるを微びし笑ようの形に開いた。
　ここは奥おく日につ光こうの、徳とく川がわ宗そう家け別べつ荘そうだ。宗むね朗あきらの寝しん所じよへとつぜん現われた十兵衛。
「十兵衛、いい、のか」
　畳たたみの上。十兵衛にのしかかられている宗朗がつぶやく。十兵衛が無む邪じや気きに小首をかしげた。
「うん。いいよ。キスも……もっといいことも。お兄ちゃんがしたいこと、なんでも十兵衛にしていいの」
「もっといいこと、って」
「ずっとずーっといいこと、だよ？　十兵衛を、『剣妃サムライブライド』にしてくれるくらい、ずーっといいこと。お兄ちゃんなら、してくれる、よね？」
「『剣妃サムライブライド』に、なりたい？　十兵衛、なに言ってるのかわかってるのか」
「わかってるよ。『剣妃サムライブライド』になったら、すごぉく強くなれるんだよね。十兵衛、うーんと強くなりたいんだぁ。誰だれにも負けないように」
「きみはもう強いじゃないか、『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんは……」
　宗朗は言いながら、どんどん違い和わ感かんが広がっていくのに気づいていた。
（『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんじゃない。いつもの十兵衛が、『剣妃サムライブライド』になりたいって、言ってるのか。待てよ、妹の十兵衛が『剣妃サムライブライド』になって、『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんより強くなったりしたら……どうなるんだ）
　そもそも妹・十兵衛と、「剣姫マスターサムライ」十兵衛は、ほんとうに異なる人格なのだろうか。ひとつの身体に入っていて、決して混じり合うことがないとすれば……。
「なに考えてるの、お兄ちゃん？　それより十兵衛といいことしようよ」
　屈かがみ込んだ十兵衛の顔が降おりてくる。ほとんど胸まで密着して、宗朗の上にのしかかっていた。
　暗くら闇やみの中でもそこだけが艶なまめいて見える十兵衛の唇。吸い込まれるように、宗朗の唇が触ふれ合あう……、
「ま、待て！　待って！　ちょっと……！」
　寸前、宗朗が声を上げた。
　十兵衛を押おし止とどめようと上げた手が、その胸の膨ふくらみをつかんでしまい、
「ぬぁ！　わわ、ごめん！　わざとじゃなくて……」
　あわてて離はなそうとする宗朗の手を、十兵衛がつかんでいた。逆にしっかりと、自分の胸に押しつける。
「いいよ。お兄ちゃんの手、気持ちいいの。もっとさわって」
「十兵衛……」
「だから、キス、しよ？　もっともっと、うーんと気持ちいいことも。十兵衛にもお兄ちゃんのいいもの、ちょうだい」
　吐と息いきまでが顔をなでてくる。五感が痺しびれてくるような、甘あまい香かおり。
「キス……そうだ。ぼくたちはキスして……」
「うん。そうしたらお兄ちゃんはぁ、十兵衛の……も、の」
　鼻の頭どうしがふれ合う、くすぐったい感かん触しよくがあった。そうしてとうとう、ふたりの唇が触れ合う……。
　ドガグシャ……!!　あらゆるものが壊こわれ、破れ、折れ、ひとかたまりになって吹ふき飛とぶような、そんな音と衝しよ撃うげきが襲おそった。
「な！　んだ……！」
　宗朗が言うと同時に、身を起こしていた。傍かたわらの刀をつかむ。
（あれ……身体が、軽い。というより）
　さっきまでの睡すい魔まと痺しびれが入り交じったようなだるさは、一いつ瞬しゆんで晴れていた。左手につかんだ刀を見る。
「これ、か」
　鬼おに切きりの太た刀ちだ。ひんやりとした鞘さやの冷気が伝わってくる。もやもやした暗雲をすっきりと払はらいのけるようだ。
（そうだ。十兵衛……）
　宗朗が辺りを見回す。が、たったいままでそこ……というより宗朗と密着していた十兵衛の姿がない。襖ふすまも、ぴったりと閉じたまま。
「まさか、夢を見たんじゃない、よな。さっきまでたしかに十兵衛は……いや、それよりあの音だ！」
　手にした鬼切の太刀を腰こしへたばさむと、宗朗は刀掛かけから大だい刀とうをつかんで障子戸を開け放ち、縁えん側がわへ躍おどり出でた。
「なにをしていますの！　遅おそいですわ！」
　とたん、降ってくる声。
　中庭の向こう、別べつ棟むねの縁側に立って得え物ものの大鎚づちをかまえる直なお江え兼かね続つぐだった。
　すでに何度も大鎚を振ふるったのか、あたりの柱や襖が壊れて、屋根が落ちている部分もある。さっきの破は壊かい音はこれだったのだ。
「兼続！　いったい……」
「いったい、じゃございませんわ！　あれを……！」
　兼続が視線で指す先、二重になった櫓やぐらの屋根の上、その者は立っていた。背せ丈たけよりもずっと長い刀を抜ぬいている。
「あれ、は……小こ次じ郎ろう、佐さ々さ木き小次郎じゃないか！」
　露ろ天てん風ぶ呂ろでの戦いで宗朗も目まの当あたりにしている。なによりその長い刀と、顔面を覆おおうアイマスクは忘れられない。
「佐々木巌がん流りゆう、おぼえていてくれはったんどすなぁ。おおきに礼を言いますぇ」
　露あらわになっている口もとが、ニヤリと笑った。
「小次郎だけじゃないわよ、宗朗、あそこに！」
　そう言うのは、すでに薙なぎ刀なたをかまえて庭に出ていた千せん姫ひめだ。そして千姫の言う方角。別の櫓の上には、
「由ゆ比いし正よう雪せつか！」
「向こうにもです。宗朗くん！」
　こっちも屋根の上に上のぼっている半はん蔵ぞうが叫さけぶ。ちょうど小次郎を中心に、正雪と反対側の大木の上にも人ひと影かげが。
「誰だ……」
「宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆんじゃな！　早くも又また兵べ衛えの仇かたき！　……いや、又兵衛は死んでなどおらぬが、ここで再び相まみえるは重ちよう畳じよう！　たっぷり借りを返してくれるわ！」
　大鉄扇を向けて口上とも思える言葉を吐はきかけるのは、真さな田だ幸ゆき村むらだ。
「又兵衛さんの仇だって？　じゃあ、あのコが」
　幸村以外には初めて見る天あま草くさ一党の「剣鬼ダークサムライ」。
　小さな身体に倍するほどの長なが鑓やりを背せ負おった、胤舜だった。小次郎のアイマスク同様、口もとをマスクで覆っている。
「囲まれてたっていうのか。この別べつ荘そうだって最小限の結界はある。なのにここまでの接近を許してしまうなんて」
　露天風呂のときもそうだった。すでに天草の「剣鬼ダークサムライ」たちは、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちの警けい戒かい網もうをやすやすと突とつ破ぱしてくる。
（能力が違ちがいすぎる、のか……!?）
　同時に、すでに徳川家ゆかりの地や建物までが、本来備わっている霊れい的てき結界のネットワークを喪そう失しつし、寸断され、天草一党の跳ちよう梁りようを許すに甘んじていることを物語っていた。
「先手を打って来おったか。奴やつらもどうやら、ゆっくりはしておれぬ事情があるようじゃな」
　宗朗の傍らで幸村が言う。その顔にも焦あせりの色は隠かくせなかった。
　東とう照しよ宮うぐうでの戦いで敗れ、おそらくは囚とらわれているであろう後ご藤とう又兵衛を救い出すための戦い。そのために明日朝から出立するつもりであったのが、よもや先手を取られるとは思わなかった。
「そんなことを言っている場合じゃございませんわ！　オデコチビも、希代の軍師と日ごろいばっているのでしたら、この場に策を授さずけろ、ですわ！」
　兼続の言うことはもっともだ。
　有効な策がなければ、露天風呂の戦いで終始圧あつ倒とうされたのの二にの舞まいだ。
（相手は三人。風ふ呂ろではふたりでも一いつ蹴しゆうされた。……武む蔵さしはいない。いや、どこかにいるのか？）
　宗朗が視界をめぐらす。その意図がわかったのか、小次郎が笑って口を開いた。
「武蔵はおへんえ。まあ、こないな弱い『剣姫マスターサムライ』がなんぼ束になったかて、うちひとりでじゅうぶん、お釣つりが来はるさかい。そこの胤舜も、そっちの……」
　正雪のほうへかすかに顔を向けるが、その名を口にはしない。小次郎は宗朗に顔を向け直して、
「どっちも手出しはしいひんさかい、安心よし。もっとも、うちの「物干竿ざお」から逃のがれられた者は、いままでひとりしかおらへんやけどなぁ」
　そのひとりが武蔵であることは疑いようがないだろう。
「おや。あのとぼけた娘むすめはどないしたん？　おらへんようやけど」
　小次郎が気づいて言う。あの娘とはもちろん、十兵衛のことだ。
　それにはもちろん、宗朗もわかっていた。
（十兵衛はどこなんだ。ぼくがさっき見た……いっしょにいた十兵衛は。やっぱり、夢だったのか。いや、まさか）
　宗朗のめぐらす視線に、幸村や千姫も首を振る。
「お猿さるさんもいませんわ。こんなとき、真っ先に気づいて騒さわいだりするはずですのに」
　佐さ助すけの行方ゆくえを気にしていたのは、兼続だ。
　だがその名に笑ったのは、意外にも正雪だった。
「あの猿なら……」
　自身のまとった赤いケープの前を開けて見せる。その内側に隠されて、
「佐助！」
　尻尾しつぽをつかまれた佐助が、ぐったりと逆さ吊づりになっていた。
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「お猿さん!!」
　思わず佐助に向かおうとする兼続を、正雪が向ける短たん銃じゆうが牽けん制せいする。
「おっと、動かぬことだ。ここの仕事は小次郎にあずけたが、まあ、猿の始末くらい、負けてやってもよい」
　フフン、と笑った。
「だいじょうぶだ。佐助は気を失ってるだけだよ。だからいまは、逸はやっちゃダメだ！」
　宗朗が兼続を抑おさえる。
「じゃが、妙みようじゃな。佐助はいちはやくヤツらの気配を察知して、人型になったりすると聞いたが」
　幸村が不思議がると、
「あ。それだったんだ。裏庭にいっぱい、バナナの皮が落ちてたけど」
　千姫が気づいたように言う。
「バナナ……」
　どうやら佐助は、大量のバナナに釣られて罠わなにかかったようだ。バナナの中に眠ねむり薬ぐすりが仕込まれていた、という古典的な罠である。
「やはり猿は猿さる知ぢ恵え、ということじゃの。案ずるでない！　あれなるも、わざわざ捕とらえたことに意味があるはず。すぐに殺しはせぬはずじゃ。……又兵衛の、ようにの」
　最後のひと言は、小さくつぶやくようになった。
　幸村のそんな言葉が聞こえたからでもないだろうが、正雪は視線を胤舜に向けると、
「ふん」
　つかんでいた佐助を、空中へ放ほうり投なげる。
「あ、お猿さん！」
　飛び出そうとする兼続を、
「よせ！　見るのじゃ！」
　幸村が言い、大鉄扇で指した先。胤舜がわずかに動き、その背後から叢むら雲くものように黒い影かげが湧わき出だした。
　空へいっせいに上がると、横よこ殴なぐりに佐助を襲う。と見えて、佐助の身体を包つつみ込み、そのまま消え去っていく。
「あれは……！」
「式が、佐助を運んで行ったか。おそらくは又兵衛もそうして運ばれたはず。これでますます、我らの身体が奴らにとって必要なのがわかったというものじゃ」
「ぼくの、『剣姫マスターサムライ』みんなが？」
　宗朗が言う。
「そうじゃ。我らを集め、その身体を使う秘事こそ、天草の究極の目的。それに……」
「あのなぁ、そろそろ黙だまってもらえへんやろか」
　屋根の上の小次郎が声を上げた。
「ひと太刀やふた太刀、あんたらに、打ち込ませてあげよ思たのに。いつまでもつまらんおしゃべりばかりやったら、うちから、行かせてもらいますえ……！」
　そう言うと小次郎が長大な剣けんを下段にかまえた。と見えた瞬しゆ間んかんには、
「な、んじゃと……！」
「消えた？」
「来ます！　各自、防ぼう御ぎよしてください！」
　最後の半蔵の声が合図というわけでもなかったろう。だがその言葉を裏付けるように、
「きゃぁあああっ！」
　兼続がまず、吹き飛ばされていた。
　かろうじて大鎚を手元に引き寄せ、かまえていたために両断は免まぬがれたものの、剣圧をまともに受けて中庭の端はし、別棟の縁側まで飛ばされる。途とち中ゆう、当たった中庭の灯とう籠ろうが粉々に粉ふん砕さいされていた。
「兼続！」
　飛び出そうとする宗朗より早く、
「ぐっちゃん！」
　兼続に駆かけ寄より、抱だき起おこしたのは、
「十兵衛……！　どこにいたんだ」
　宗朗も驚おどろく。十兵衛だった。それも、妹のほうの十兵衛なのは間ま違ちがいない。
（だったらさっきのは……さっきの十兵衛は、やっぱり夢だったっていうのか）
　だがいま、それを確かめている余よ裕ゆうなどない。
「小次郎は……!?」
「あそこよ！」
　千姫が薙刀の刃はで指すのは、もといた櫓の屋根の上だ。
「なんじゃ、確かにあそこから跳とんだはず！　動いておらぬわけがない、が」
　幸村も怪け訝げんな顔になる。広い額ひたいに汗あせが滲にじんでいた。
　相手の剣けん法ぽうが見えない。それがいちばん恐おそろしい。策の立てようがないからだ。
　正雪や胤舜がほんとうに手出ししないならば（それとて真に信用はできないが）、敵は小次郎ひとり。
　佐助がすでにやられたとしても、こちらには幸村、千姫、半蔵、兼続、それに十兵衛の、「剣姫マスターサムライ」と宗朗がいる。
　なのに少しも有利な気がしない。
（ダメだ！　これでは敵の思おもう壺つぼだ。戦いは、相手に呑のまれたほうが負ける。たとえ、敵に数倍する数があっても……！）
「そうか。燕返しじゃな！」
　幸村が声を上げていた。
「燕返し、だって」
　宗朗ももちろん、その言葉は知っている。
「佐々木小次郎の得とく意い技わざ、必ひつ殺さつ技です。けれど、歴史上その技を見た者はなく、口伝もありません。燕返しがどんな剣けん技ぎなのか、知る者はいないんです！」
　半蔵が説明する。それが聞こえたのか、屋根の上の小次郎が笑った。
「そうどすなぁ。うちの燕返し、見たもんで生きてるんは、武蔵くらいのもんどすから、なぁ」
　マスクの下の唇くちびるを、ペロッと舌がなめる。
「次は誰が、うちと遊んでくれはるん？」
　言うなり、小次郎の姿がかき消える。
「来る！」
　だがこんどは見えた。
　小次郎の燕つばめ返しは、目にも止まらぬ高速移動だ。が、瞬間移動や、次元空間を跳ちよ躍うやくしているわけではない。
　最初こそ幻げん惑わくされたが、動くとわかっていれば、サムライの目は小次郎の動きを追うことができる。
「くぅっ!!」
　かろうじて、剣けん先さきを幸村の大鉄扇が受け止める。が、受けることができただけ。
　物干竿と呼ばれる長ちよ剣うけんの切っ先は、軽く音速を超こえている。リーチも鑓やりなみに長い。幸村はたまらず、小さな身体ごと後ろへ飛ばされる。
「幸村……！」
　宗朗が助けに動こうとするのを、幸村はかろうじて身を立て直すと、叫んだ。
「大事ない！　それより」
「来るわよ！　次が……」
　見ると、すでに小次郎はまたも屋根の上へと戻もどっている。一気に襲うのではなく、ひとりひとり嬲なぶるように斬きりつけるのを、まるで楽しんでいるようだ。
「なぜなんです。ただの高速剣ではないと……」
　半蔵は装そう甲こうスカートの内張に仕込んだ小手しゆ裏り剣けんを放つタイミングを計っていたが、いっこうに小次郎の剣の軌き道どうが読めずにいた。
「このままじゃ、ひとりずつ嬲り殺しよ！　どうにかあいつをつかまえないと！　全員でいっせいにかかれば、なんとか、ならない……？」
　千姫が「剣姫マスターサムライ」たちに呼びかけるなか、幸村は下を向いてつぶやいていた。
「……目にも止まらぬ速さで斬りつけてくる。が、かろうじて受けても、そこにもうヤツはおらぬ。……そうじゃったか！」
　ハッと顔を上げる。全員に向かって叫んだ。
「わかったぞ！　燕返しとは、高速で移動し斬りつけるだけでなく、斬った次の瞬間、軌道を変えてもとへと戻る、その変化。『斬撃』と『返し』のことじゃったのじゃ！」
「なん、だって」
「では、必ず戻るのは……」
　さらに幸村が続けた。
「よいか、剣を振るうには必ず踏ふみ込まねばならぬ。刀を返しても、身体はそこに残る。居合とて、剣を返したのち、身体はそこに残っておろう。ゆえにこちらから反はん撃げきもできる。……じゃが斬撃のあと、瞬しゆ時んじに飛び退のき、戻るとしたらどうじゃ。それも、我ら『剣姫マスターサムライ』でさえ捉とらえるのが難しいほどの高速。反撃しようにも剣も鑓も届かぬ。いわば、一方的な攻こう撃げき剣けん。反撃を許さぬという意味では、無敵……！」
　無敵、と言われて、暗あん澹たんたる思いが全員の中に広がった。
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「反撃できない。そんな剣法があれば、確かに、無敵」
　剣法とは、鍔つば迫ぜり合あいも含ふくめて、つねに相手の出方と自身のタイミングによって切きり替かわるものだ。
　防御いっぽうでは攻こう撃げきはできず、攻撃すれば必ず隙すきが生まれる。
　が、一方的に斬撃を送り、しかも刀の返しとともにその身までが戻ってしまったら、反撃のしようがない。それも、常人には追つい跡せき不可能な速度で、だ。
「ふふん。ようやくわかったようやね。でも、わかったところで、どないかてならへんえ。うちの剣を破ったんは、武蔵の天才がただひとり。あんたらには、無理や」
　小次郎が笑った。
「どうしたらいい……。反撃しようにもそこに小次郎はいない。それじゃ、ただ小次郎の剣を受けるだけで……。攻撃したら、戻る……。攻撃したら……待て、よ」
　宗朗が小声でつぶやく隣となりで、幸村がうなずいていた。
「そうじゃ。勝機はそこにある」
「幸村。そう、か……！」
　そしてそれは、千姫や半蔵にも。
「なによ。なにかわかったのなら……ん、そういうこと」
「御お姫ひいさま、半蔵が楯たてになります！」
　ほぼ同じことを、同時に気づき、反応していた。
　幸村が感応力で送ったのではない。そこまでの会話的な能力はない。警告や敵、味方の位置を大まかに送信できるだけだ。
　いわば、同じ宗朗の「剣姫マスターサムライ」としての同一性。あたかも一いち卵らん性せいの姉妹のように、同じことを発想し、動く。
「ふん。どれほどやれるんか、見してもらいまひょか……！」
　小次郎が長刀・物干竿を地摺すり下段にかまえた。
「来るぞ！　みな、よいか！」
　幸村が叫ぶ。
　宗朗、千姫、半蔵、それに幸村自身がいっせいに、限界までいっきに飛とび退いた。同時に半蔵が、千姫をかばう位置につきながら、メイドスカートの手裏剣を放っていく。
「食くらってください！　服はつ部とり流忍にん法ぽう、流星小破斬！」
　無数とも思える手裏剣の小しよ片うへんが、扇おう形ぎがたの散布界を描えがいて放たれる。小次郎が飛び来る軌道をすっぽりと覆っているはずだ。
「そないなおもちゃが、当たるもんか！　なめたらあかんえ！」
　だが小次郎は、手裏剣が扇形に広がるよりも早く、ひと息に間を詰つめていた。
　扇形に広がるまえの状態では、手裏剣の飛び来る幅はばは半蔵のスカートの幅に等しい。ならば、わずかに身をかわすだけで足りる。
「は、早いっ！」
　半蔵にとって幸運だったのは、小次郎が軌道を変えたために斬撃が一いつし瞬ゆん遅おくれたことだ。
　背中の忍にん者じや刀を引ひき抜く時間ができた。
「くっ！　きゃぁあっ！」
　だがその忍者刀も、鎧がいし袖ゆう一いつ触しよく、粉々になってしまう。小次郎の物干竿がやすやすと砕くだいていた。
「委員長！」
「だ、だいじょうぶです。それより……！」
　小次郎の剣法に通常の二の太た刀ちはない。半蔵は得物を失いながらも、なんとか身を守ることはできた。
「いまじゃ！」
　幸村が叫ぶ。それは小次郎が一の太刀、つまり斬撃を放ったあとの、戻る軌道を指している。
「おおおお！」
「覚かく悟ごなさぁぁああい！」
「又兵衛の借りじゃ！　おぬしに返してもらうぞ！」
　宗朗、千姫、幸村が、なにもない空間に突とつ進しんし、刀、薙なぎ刀なた、大鉄扇をそれぞれ振ふるう。
　目にとらえるのが難しいほどの高速でも、軌道が予あらかじめわかっていればそこを叩たたけばいい。この場合、半蔵に斬撃を加えたのち、小次郎は飛び退いてもといた場所へ戻る。多少の誤差は、三人による攻撃の射程範はん囲いで吸収できる、はずだった。
「んっ！」
「な、に!?」
「これ、は……！」
　だが三人ともに、得物は空を斬る。小次郎を捉えることができない。
「多少は考えたようやけど、うちの燕返し、なにも必ずもとの場所へ戻るとは限らへん。飛ぶ燕のように自在なんえ。そやから燕返しちゅうのどす」
　一の太刀の斬撃を振るったあと、必ず高速で退く。
　ゆえに敵の反撃をいっさい受けない。それが小次郎の「燕返し」。
　そこまではいい。が、同じ軌道を折り返し、もとの場所へ戻るわけではないとしたら。
「御姫さま、お逃にげください！」
　半蔵が叫さけぶ。
　小次郎が変えた軌道の先、そこには、すでに薙刀を繰くり出し、宙を突ついたままの姿勢の千姫がいた。
「！」
　千姫も事態の急変はつかんでいた。
　薙刀を瞬時に捨てる。
　打うち掛かけを大きく翻ひるがえし、小次郎の刀の切っ先を包み込もうとした。
　布、紙といえど、鋭するどく激しい振りは大きな威いり力よくを持つ。横殴りに叩きつけられれば、刀ごと持って行かれる、取り落とすことさえある。
「お笑いやわ。そないなんで、うちの剣先が防げるとでも思うたん」
　小次郎の剣は止まらない。紙よりもたやすく、「物干竿」が打ち掛けを切り裂さいていく。
「千姫さま！」
「千っ！」
　宗朗と幸村が刃を向けるが、間に合わない。
「徳川の姫、もろたえ！」
　小次郎の切っ先が、千姫ののど笛に食い込む、切り裂く、と見えたその刹せつ那な。
「御姫さまから離はなれなさい！　下げ郎ろう！」
　半蔵の声が響ひびいた。同時に、
「!?」
　小次郎が動きを止める。いや、止められた。
「なん、やの。これ、は……」
　その腕うでの先、刀の鍔つばに鎖くさりが巻き付いていた。鎖は宙を伸のびて、半蔵の手元の忍者刀、その柄つかの頭に繋つながっている。
「油断しましたね、小次郎さん。いかに燕返しといえど、一の太刀を振るって反転するときには、一いつ瞬しゆんだけ速度はゼロになります」
　半蔵が言う。
　小次郎の一いち撃げきを受けて粉砕されたはずの忍者刀。確かに刀身は途中から砕けて、折れている。
　が、柄の中に鎖が隠かくされていたのだ。忍者刀の隠しからくりだ。
　小次郎の物干竿ざおは、刃を合わせた忍者刀の刀身を折り砕いた。が、それ以上刀を切り下げることなく戻し、燕返しの剣法のとおり、転進する。
[image: 画像]
　その、速度がゼロになった瞬間を狙ねらって、半蔵は仕込んだ鎖を放った。というより、
「最初から忍者刀は壊こわされるつもりでした。鎖を見破られるのを防ぐためです」
　このとき、さっきまでのように元の場所へ小次郎が戻ろうとしたなら、半蔵の試みは失敗していただろう。
　攻撃し、戻る、という一次元的な動きなら、ほぼ無意識にできる。
　だが小次郎は、新たに千姫を狙った。
　その分、身を返す動きに一瞬の遅おくれが生じる。注意力も薄うすれ、壊れた忍者刀の破は片へんに混じって飛んできた鎖が刀の柄に巻き付くのに気づかなかった。
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「でかした！　半蔵、おぬしの勝ちじゃ！」
　幸村が声を上げた。
「委員長！」
「半蔵、おまえ」
　千姫もまた、半ば呆あつ気けにとられて半蔵を見る。
　一方の小次郎は、
「なん、やて。うちの『物干竿』に、こないに無ぶ粋すいな、鎖やなんて」
　武器を封ふうじられたところへ、
「動かないことだ。刀を置いてもらう」
　ピタリとその首筋に刀身を当てたのは、宗朗だった。刀は、そのとき手にした鬼おに切きりの太刀だ。
「宗朗、おぬしもよい対応じゃ」
　こちらも手にした大鉄扇を素す早ばやく小次郎に向けて、いつでも放てるようにかまえる、幸村だった。
「どうせもう刀は使えぬ。さっさと捨てたらどうじゃ、小次郎」
　これに小次郎の口もとが笑って、
「そうやねえ。まあ、あんたはんがたにしたら、上出来やもしれへんねえ」
　言う。目元がマスクで見えない分、口だけが笑っていた。
「言われたとおり、武器を捨てるんだ！　みんなの命がかかってる。ぼくはためらったりしないよ！」
「まあ、怖こわい怖い。そないに気張ったら、身体に毒どすえ」
　小次郎は物干竿の柄から手を離した。
　ドスッ、とそのまま落ちて音を立てる「物干竿」は、長さよりもその重さを表しているようだ。
「宗朗……」
　千姫がつぶやき、
「たまにはいいことを言う。『将』としての肝きも、据すわってきたと見えるわ」
　とは幸村。千姫は半蔵にも向き直り、
「おまえもよ、半蔵。礼を言うわ。千を、守ってくれて」
「もったいないお言葉です。この半蔵、そのお言葉だけで一生分のネタ……い、いいえ！　一生お伴ともつかまつる所存でございますゆえ……！」
　声を掛けると、感かん極きわまった半蔵は目を潤うるませた。
「油断するでないぞ！　まだあやつらがおる！」
　幸村が視線をめぐらすのは、立木の上の胤舜と、別べつ棟むねの屋根の上に陣じん取どった正雪だ。ことに胤舜は、式神を自在に使うリーチの長さがある。
　その式神はというと、
「えい！　えい……もぉお、キリがないの！　ちょ……と、ぐっちゃんにくっつかないで！　離れてよぉ！」
　十兵衛がけんめいに戦っていた。
　小次郎の最初の斬撃で吹ふき飛ばされた兼続。
　意識を失ったその身体に、式神が次々と取り付き、付着していくのだ。
　このまま身体を完全に覆おおわれるまでになれば、佐助がそうだったように式神によって消し去られ、どこかへ運ばれてしまう。
　それを防ごうと、コウモリのように飛び回り、地虫のように這はい迫せまる式神の群れを、十兵衛が刀で切り裂き、踏みつぶしているのだ。
　その十兵衛にも、多くの式神が張り付き始めている。
「あの式を止めよ！　胤舜に命じるのじゃ！」
　幸村が小次郎に言う。が、
「無理やねえ。さっきも言うたけど、あのふたりは別にうちの部下やおまへんし、協力し合う仲間やてもへんのどす。そやから、うちが命じるとか、頼たのむとか言うんはできひんし、いまかて、うちに加勢してくれるわけでもあらへんのは、見たらわかるでしゃろ」
　小次郎の言うとおり、正雪や胤舜は、小次郎の危機にも指ひとつ動かさない。
　小次郎を人ひと質じちに、式神を退かせることなどもできないことだった。
「……」
「どう出るかな、小次郎」
　胤舜はそのマスクが物語るとおり、声を奪うばわれているゆえに沈ちん黙もくし、正雪のつぶやきは宗朗たちには届かない。
「ダメなのか！　せめて兼続が連れ去られないように、式神を……！」
　だがそのためには胤舜を倒たおさなくては、退かせなくてはならない。いまは傍ぼう観かんしている正雪も、いつその武器の短たん銃じゆうを発はつ砲ぽうして来ないとも限らない、とすれば……。
「小次郎を捕とらえても、まだまだ我らが有利とは言えぬようじゃな」
　時間はない。時間の経過は幸村たちにとっての不利にはたらく。
「……その太刀、まだ使い方がわからんようやね」
　不意に小次郎が言った。
「え……。これが、わかるのか」
　その太刀、とは宗朗の持つ鬼切の太刀だ。いま小次郎の首筋に突きつけられている。
　アイマスクのせいで視線はわからない。小次郎が太刀のほうに首を傾かたむけて、言う。
「それはうちらには使えへんもん。そやから欲ほしくもあらへんやけど……ほしがってる人がおったような気がしはるなぁ。おっと、人やのうて、鬼やったかな……」
「おぬし、なにを知っておる！　天草と鬼の繋がり、知っておったのか！」
　幸村が表情を変えて小次郎に迫る。
　しかし小次郎は、
「さぁ……。それより、もうええようやね」
　再び口もとだけで笑った。そして、
「なに!?」
　宗朗の目の前で、一瞬姿が消える。
「刀がのうても、燕返しはできるいうことを、教えてあげまひょ……！」
　小次郎は屈かがみ込むと、背中に残った鞘さやを抜ぬき、幸村に向かって叩きつけた。
「なん、の！　……ぅう！」
　幸村は大鉄扇で受けるが、あまりの剣けん圧に後ずさる。剣がなくとも、燕返しの剣圧は想像を遥はるかに超えていた。
「幸村！」
　宗朗は小次郎の背中を見ていた。
　幸村に向かう小次郎の背中は、「剣鬼ダークサムライ」といえど隙を見せている。幸村を守るためには、たとえ後ろからでも、
（斬る……ぼくは！）
　鬼切の太刀を、振り下おろした。
　充じゆ分うぶんに斬り下げた。そのはずだった。刀身は小次郎の背骨に食い込み、断たち切るか、そこで止まるか。
　が、
「……っ!?」
　手て応ごたえがない。そしてそこにあるはずの小次郎の身体もまた、なかった。
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「鬼切の太刀やて？　使えへんやないの！　うちの腕でも脚あしでも、斬ってみよし！　できひんやないの！」
　幸村への一撃のあと、小次郎は切り返して半蔵へと飛んでいた。燕返しの切り返しは、ほとんど反転したとは思えないほどの速さを見せる。
「なんですって！　ぁああっ！」
　もはや半蔵には忍者刀も、その仕込み鎖の仕し掛かけもない。
　半蔵がかろうじて手にしていたのは、小次郎から奪った「物干竿」だ。しかしこんな長い刀は、うまく使えない。
「遅おそすぎやわ」
　小次郎の鞘の突きが来る。半蔵は「物干竿」の刀身で受けようとするが、慣れない刀でうまくいかない。
「ぅぅうっ！」
　やすやすとかわした小次郎が鞘のこじりで半蔵の籠こ手てを打つと、もう握にぎってはいられなかった。
「返してもらうえ！」
　物干竿の柄を小次郎がつかむ。すでに半蔵の仕込み鎖は千切れていた。
「同じ手は二度食らわんさかいに、なぁ」
　物干竿を手にした小次郎に、
「逃げなさい、半蔵！」
　叫んだのは千姫だ。自分から捨てた薙刀を再びかまえている。
「人のこと心配するのは百年早いんと違ちがう？　徳川の姫さん！」
　が、半蔵を襲おそうと見えて、小次郎が狙ったのはまたも千姫だった。
　燕返しは二の太刀を加えない。それは初太刀の必殺を疑わないものでありながら、およそ想定される敵の反撃をすべて回かい避ひする、負けない剣けん法ぽうでもある。
　鞘の突きによる一撃を半蔵に加えたのち、小次郎は奪い返かえした「物干竿」を千姫に向けて跳ちよ躍うやくした。これも、切り返しとはとうてい思えぬ速さだ。
「来てみなさいよ！　こっちだって、何度もやられないんだから、ね！」
　しかし千姫も負けていない。
　薙刀の柄を腰こしだめにかまえ、身体全体の回転で振り回まわす。スピードに加え体重が乗った一撃は、人間の胴どう回まわりすら一刀両断する。
「それでうちに勝ったつもりなん？　お姫さま剣法は冷や水やて、おぼえとき！」
　小次郎の物干竿が千姫を襲う。
　地摺り下段からの逆袈け裟さ斬きりだ。金属どうしが激しくぶつかる音とともに、小次郎の一の太刀が弾はじかれた。
「そこよ！」
　続けざまに千姫の薙刀が来る。切っ先が同じ軌き道どうで、小次郎を襲う。
「燕返し、敗れたり、よ！」
　千姫が高らかに言い放った。が、
「うちの燕返しが、ただまっすぐ動くものやとばかり思うたら、大間ま違ちがいどすえ！」
　小次郎は弾かれた「物干竿」をあえてかまえ直さず、さからわずにクルリと回る。弧こを描いて千姫の側面へ回り込む。
「危ない、千！」
　幸村が叫ぶ。しかし小次郎のこの動きは予想できない。千姫を援えん護ごするために大鉄扇を放つタイミングが遅れた。
「命までは取れへん。チクッと痛いだけやさかいに」
「物干竿」の剣けん先さきが千姫を襲う。
　文字通り、ふところに飛び込まれてしまっては、薙刀のリーチは逆にじゃまになる。小次郎の剣を防げない。
「!!」
「させませんっ！」
　寸前、飛び出した影かげが千姫を突き飛ばした。
「おまえ……半蔵！」
「御姫さま、お逃げくださ……！」
　半蔵だった。だが小次郎の剣をかいくぐって、半蔵が動けたのはここまでだった。千姫を逃がし、同時に自らを守ることはできない。
　一回転して袈裟斬りになった物干竿が、半蔵の左脇わき腹ばらから食い込む。
「ぁああああっ！」
「半蔵！」
「委員長っ！」
　ガン！　金属の音がして、剣先が止まったのは幸いだった。
　半蔵の装そう甲こうスカートに剣が当たって、それ以上斬きり下げるのを防いでいた。そのせいで胴どうは千切れなかったが、間違いなく致ちめ命いし傷ようだった。
　止まった剣を半蔵がつかんだ。
　抜き身みの刃やいばだ。いかに手のひらまでを布で覆っていても、小次郎が鋭く刀を引けば、指がバラバラに落ちてしまう。
「つ……燕つばめ返しといっても、止まってしまっては、意味がありません、ね」
　すでに大量に出血している。肺にまで入った血が逆流し、口からあふれ出た。
　それでも半蔵は、一瞬だけ刀を止められればよかった。コンマ一秒の、制止時間さえあれば。
「あんた、なにが言いたいんか知れへんけど、ここで……しまいや！」
　小次郎が刀を引き抜く。その寸前、
「こっちにも、最後の手がありますから！」
　両手は刀をつかんでいる。激しく半蔵が頭を振った。その髪かみに挟はさんでいる巻物。髪が解かれて飛び出す。
「なん……！」
　しかもそれは巻物ではなかった。外側が外れると、芯しんに当たる部分は棒手しゆ裏り剣けんになっている。
　手裏剣は真まっ直すぐに小次郎の顔面を襲った。
　小次郎の両手は刀の柄を握っている。ふたりの距きよ離りは短く、とっさの棒手裏剣を避さけられない。
　ガッ！　棒手裏剣はアイマスクに命中し、これを半ば破は壊かいしていた。
　たった一本の棒手裏剣。しかも頭に直接刺ささったわけではない。致命傷を与あたえることはできない。
　しかし、小次郎の視力、視覚を司つかさどるアイマスクの機能を奪っていた。
「戦せん闘とう不能、ですね」
　それだけ言うと、半蔵がわずかに笑った。
「このうちが、油断したとでも言うん!?」
　自問するように、小次郎が飛び退すさっていた。半蔵の言うとおり、もはや戦うことはできない。
「半蔵っ！」
「だいじょうぶか、委員長！」
　千姫が、宗朗が半蔵に駆かけ寄よろうとした。だがここからは胤舜の式神の出番だった。
　叢むら雲くものように殺さつ到とうする黒い影が、たちまちのうちに半蔵の身体を押おし包つつんでいく。
「あれなる式を叩き落おとすのじゃ！　半蔵を連れ去られては……！」
　幸村が大鉄扇で式神を切きり裂き、押しつぶす。だが数があまりに多いうえ、幸村自身にまで向かってきては、自分の身を守るのがせいいっぱいだ。
「半蔵！　半蔵！　死んではダメ！　千はまだ死んでいいなんて言ってないんだから！」
　式神に阻はばまれながら、千姫が叫ぶ。
「……御お姫ひいさま。もったいない、お言葉。半蔵は、しあわせ、です……」
　半蔵が笑った。すでにその身体のほとんどが、式神に取り付かれ身動きもできなくなっている。
「半蔵っ！　いま、助けるわ！」
「千姫さま！　ダメです。委員長は、もう……」
　どうやら式神が物理的に身体を運ぶのではなく、とりついた部分から消化するように、肉体が消えていくのだ。
　瞬しゆん間かん移動の術式とも言える。
　すでに半蔵の身体は、下半身から消えつつあった。最後まで残されていた顔も無造作に式神が黒く覆っていく。
「半蔵！　待ってなさい、必ず助けるわ！　おまえがいなくなったら、千は誰だれをいじめればいいのよ！　おまえの代わりなんていないんだから！　絶対に死んではダメよ。絶対に、絶対に……！」
　ついに、半蔵の顔も見えなくなる。最後の最後、ゆいいつ見えていた唇くちびるが、もう一度笑ったように見えた。
　ザァァァァ……!!　風に森が鳴るような音とともに、式神に覆い尽つくされた半蔵の身体が消えていく。
　空に溶とけ出すように式神の黒色が散っていくと、半蔵の身体も空間を跳躍してどこかへ運ばれ、消えていた。
「ぁぁぁ、半蔵……」
　崩くずれ落ちる千姫を、宗朗が支える。
　その腕を一いつし瞬ゆん振ふりほどこうとして、だけれどしっかりつかまえられて、千姫はこんどは逆に、自分から宗朗にしがみついていった。
「宗朗……！　半蔵が……半蔵……」
　それ以上声にならない。
「千姫さま……」
　宗朗もまた、なぐさめる言葉を見つけられずに目を伏ふせた。押し黙だまる。
　そして小次郎。
　半蔵の最後の反はん撃げきでアイマスクを壊され、これ以上の戦闘は不能だった。
「残念やけど、残りの勝負、あずけておくえ……！」
　それだけ言うと、小次郎は大きく跳とんで後退する。たちまち背後の森に、見えなくなった。
「待て！　このままではおかぬぞ！」
　幸村は追い打ちの大鉄扇を放とうとするが、すんでのところで思いとどまった。
　すでに小次郎に届かない、ということ以上に、張はり詰つめていた気力が限界を超こえて、いっきに萎なえてしまった、そんなふうだった。
[image: 画像]
　胤舜と正雪は、気がついたときにはもう消えていた。
　千姫はまだ宗朗の肩かたに顔を埋うずめている。こらえても流れてしまう涙なみだを隠すように。
　宗朗は、そんな千姫の背中を抱だきながら、自分の手にある鬼切の太た刀ちを見つめていた。
（ぼくが未熟だったからだ。大だい刀とうのつもりで脇わき差ざしを使ってしまった。だから小次郎に届かなかった。いや……まさかぼくは、あの場にあっても手加減を。仲間が、ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちが、委員長が斬られる、そんな場にありながら……！）
　手が震ふるえる。
　鬼切の太刀を強く握りすぎていた。
弐◆龍脈胎動
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「来やがったな、徳とく川がわの『剣姫マスターサムライ』ども！　超ちようウケる。チョーウケるっての！　この荒あら木き又また右衛え門もんさんとやりあおうっての。チョー十年早いってんだよ！」
　夜空に白はく煙えんのたなびく江え戸どじ城よう天守を見上げて、又右衛門が叫さけんだ。
　破は風ふの上にある人ひと影かげは四つ。それぞれ腰、背中に得え物ものをたずさえ、長い髪や裾すそをなびかせている。
　彼かの女じよたちの視線を浴びながら、又右衛門は感覚のない手て脚あしにゾクゾクとした震えが甦よみがえるのを感じた。
「やっちゃうよやっちゃうよやっちゃうってぇええ！　ギタギタのゲロゲロにしてやるっての！　徳川の、幕府の、旗本『剣姫マスターサムライ』のヤツら、恵めぐまれて、ぜいたくで、身分が高くて……そういうヤツら、とことん惨みじめにぶっ壊してやんよ。又右衛門さんが味わった絶望を、たっぷり味あわせてやっから遠えん慮りよすんなっての！」
　ワナワナ震えながら笑う又右衛門。
　天守の人影が、いっせいに空中へ身を躍おどらせた。又右衛門もまた、その間を切り裂さくように跳躍する。
　一瞬、影と影が交こう錯さくし、刃のぶつかるするどい音が江戸城本丸の空に響ひびいた。
「へっ、なんだよ、この程度かってぇの！」
　先に着地した又右衛門が唇を歪ゆがめて笑う。その周囲、取り囲むように四つの影が降おり立った。
　もはや影ではない。四人の「剣姫マスターサムライ」。
　漆しつ黒こくの、あるいは色とりどりの着物に身を包み、ある者は大刀を、ある者は見慣れない武器を手に、それぞれ又右衛門を見つめる。
　真っ先に口を開いた少女は、中でもいちばん身分が高いと思われる裃かみしもふうの衣装を身につけていた。
　黒くろ髪かみをおかっぱに短く切りそろえ、前まえ髪がみの向こうの大きな黒目が又右衛門をじっと見み据すえる。
　身体はいちばん小さく、小学生といってもいいくらいだ。腰の大小は抜いていない。奇き妙みようなのは、背中に大きな盥たらいを背せ負おっていること。
「おまえ！　荒木又右衛門と見受けるの。なんでこんなことしてるの。理由を言うの！」
　あっけにとられるほどの高音、幼児の舌足らずな物言いそのものだ。
「あぁ？　誰だおまえ。真さな田だのチビよりちっちぇーな」
　又右衛門も黙っていない。巨きよ大だいな包丁のような大刀を振ふり向むけ、悪口を吐はいて見せる。
　真田と言ったのはもちろん幸ゆき村むらのことだ。
　学園を襲しゆ撃うげきしたおり、又右衛門は幸村と戦っている。その幸村より小さい、徳川の「剣姫マスターサムライ」とは。
「あたしをチビ呼ばわりとは、いい度胸なの。よく聞くの！　あたしは徳川家旗本筆頭、御ご書しよ院いん番ばん頭がしら、大久保彦ひこ左ざ衛え門もん忠ただ教たか、なの！」
　名乗りを上げる彦左衛門。背中の大盥をかざしてみせるが、子どもが盥を間違ってかぶってしまったようにしか見えない。
「あー！　うぜえ、てか、マジうぜえ。チビ小学生が旗本筆頭だ？　御書院番頭だぁ？　おまえらマジ終わってんよ。幕府、ちょー終しゆう了りようだっての！」
　うんざりした顔で親指を地面に向ける仕草をする又右衛門。
　ちなみに御書院番とは、旗本による親衛隊のようなもの。頭はその長だ。
　幕府の「剣姫マスターサムライ」たちはすべて、この御書院番に属する。そして「将」はもちろん、徳川将軍だった。
「あたしは中学生なの！　それ以上チビって言うと、許さないの！」
　憤いきどおる彦左衛門に代わって口を開いたのは、又右衛門の背後の「剣姫マスターサムライ」だ。
「へっへー！　やっぱりチビはチビで、しかたねーんじゃん？　まあ、このイカレたヤツは、オレが二秒でやっつけてやるじゃんよ。このオレ、水野十じゆ郎うろ左うざ衛え門もんじゃん！」
　又右衛門かと思うような、くだけた、もとい行ぎよ儀うぎの悪い物言い。
　見ればその出いで立たちも、真っ赤な地に、多くの花を染めた派手な上うわ掛がけを羽織り、やはり赤の袴はかま。長い髪までが真しん紅くに染められていた。
　武器は、腰の大小はもちろんのこと、両手の甲こうに熊くま手でのような長い爪つめを着けている。
「うにゃ！　おいらも忘れないでほしいにゃ！」
　さらに、十郎左衛門と対ついを成なすかのように派手でくだけた着物の、こっちは腰の大小を左右、ふた組も差している。
「加か賀が爪づめ直なお澄ずみとおぼえておいてもらおうかにゃあ。にゃにゃにゃ！」
　ただし十郎左衛門よりはずっと幼く、金色に染めた髪をあちこちピンと突つき立たせていた。
「おまえたちは！　しゃべると面めん倒どうになるから黙っている、なの！　水野、加賀爪！　これ以上問題を起こしたら、禄ろくは没ぼつ収しゆう、なの！」
　彦左衛門が怒おこるのも無理はない。
　十郎左衛門と直澄は、旗本奴やつこと俗ぞくに言う乱暴者として知られ、街でのケンカや奇き行こうは日にち常じよ茶うさ飯はん事じ、義ぎ賊ぞくと称しようして大手の商家を襲ったり（十郎左衛門によれば、幕府の役人とつるんで、あくどい儲もうけを貯ため込んでいたとのこと）、盗ぬすんだ金をばら撒まいたり、評判は悪かったり意外と人気があったり、しかし幕府の奉ぶぎ行ょう方がたからはそうとうに目を着けられている問題「剣姫マスターサムライ」だった。
　御書院番頭の彦左衛門としては、頭痛のタネのふたりである。
　そして最後のひとり。
「神かみ谷や伝でん心しん斎さいでござる。貴き殿でんに恨うらみはなかりしが、命令とあらばいたしかたなし。いざ、勝負でござる」
　いちばんまともに見える黒髪、制服の少女が、軽く会え釈しやくをする。その大刀はすでに鯉こい口ぐちが切られ、いつでも抜けるようになっていた。
「な、んだ、おまえら！　マジひでぇ。幕府の『剣姫マスターサムライ』マジひでぇっての！　又右衛門さんマジ楽勝。おまえら相手に遊んでやんの、マジかったりーけど……」
　又右衛門は手にした大包丁をかまえると、大きく舌を突き出だして見せた。その舌の中心、奥おくから手前へ、いくつものピアスが嵌はめられている。
「親からもらった大事な身体に穴なんて空けて、大バカなの。もう一度言うけど、おとなしく投降すればひとまずの身の安全は保障するの。さもなければ……」
　大盥をかまえる彦左衛門。
「命の保障はない、の」
　その言葉を合図のように、幕府側の「剣姫マスターサムライ」四人がいっせいに跳んだ。
「け！　なにが親からもらった大事な身体、だよ。そいつがバラバラにされたらどういう気持ちだっつーの。おまえらも、そうなってから言ってみろっての！」
　又右衛門も黙っていない。
　大包丁を振りかざして、四人のうちのひとりに向かう。一直線に跳び上あがった。
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「……じゃあ、ぞうさん、もういないの」
　ぽつりと漏もらしたのは、十じゆ兵うべ衛えだ。
　天あま草くさ一党の「剣鬼ダークサムライ」たちが去ったあとの、奥おく日につ光こう徳川宗そう家け別べつ荘そう。
　ふだんならとっくに寝ね静しずまっている時刻だ。
　だけれどいま、広間には残った柳やぎ生ゆう道場の全員が集まっている。
　そしてこれも、いつもならば誰かしらの声がひっきりなしに響いてうるさいくらいなのに、いまは全員が沈ちん痛つうな面おも持もちで押し黙っていた。
「千せんが……千が悪かったのよ。千がもう少し……、半はん蔵ぞうは……」
　抑おさえていた感情がこみ上げてきて、口もとを手で覆おおう千せん姫ひめ。ギュッとつむった瞳ひとみは、けんめいに涙を堪こらえている。
「千姫さまのせいじゃない。ぼくが……」
　しかしいちばんに宗むねあ朗きら自身がわかっていた。
　あのとき、半蔵の仕し掛かけ鎖くさりで燕返しを止められた小こ次じ郎ろうに、刀を突きつけていたのは宗朗なのだ。
（ぼくが小次郎を逃のがさなければ、委員長は無事だったはず。あんなふうに、やられることはなかった……）
「くそ……！」
　思い出すだに悔くやしく、自分がふがいなくて叫び出したくなる。つい吐き出してしまって、横にいた十兵衛に驚おどろかれた。
「お兄、ちゃん……」
「いや、おぬしのせいではない！」
　宗朗をなぐさめるためか、十兵衛がその身体を擦すりつけようとするところ、幸村が大鉄扇を床ゆかに打ち鳴らす。ビク、と離はなれる十兵衛。
「小次郎の速さが勝ったということじゃ。燕返しの秘技も、あの速さと身体のキレがあってのこと。ましてヤツは天草一党の『剣鬼ダークサムライ』。おぬしが後おくれを取ったとしても、責めるにはあたらぬ」
「で、でも」
（小次郎は確かにケタ違いの『剣鬼ダークサムライ』だけど、あの場は取とり押さえていたんだ。ぼくの剣けんさえ届けば……）
　やはり自分は、躊ちゆ躇うちよしたのか、と思う。
　敵といえども傷つけるのが怖こわくて……もしかしたら命を絶つことになる、それが恐おそろしくて、ためらった。
　しかし宗朗が剣を小次郎に向かって斬り下げたとき、それは確実に彼女の肉を切り裂き、骨にまで届く間合いだったはずだ。宗朗はそれを疑わなかった。
　なのに、剣は空を切った。少しも、切っ先すらも届かなかった。
　改めて、かたわらに置いた鬼おに切きりの太刀に宗朗は目を落とした。
　金梨なし地の荒あら糸いとに金の星が散らされた、豪ごう華かな鞘の文様。
　見るだけでも、心に妖あやしいさざ波が立つようだ。
（まさか……これは）
　村正、鬼おに丸まる、童子切……。天下の名刀と言われながら、いっぽうで妖刀として忌いみ嫌きらわれた太刀は多い。
　それらのほとんどは、名刀であるゆえに数すう奇きな運命をたどり、それが持ち主の最さい期ごなどと重ね合わされて特別な意味を持ってしまったものだ。
　だがこれは、違う。
　伝説の宝ほう剣けんとは、妖刀なのではないか。もしかしたら、「妖」と紙かみ一ひと重えの力が、それを持つ者を試ためす……。
「お兄ちゃん、お兄ちゃん!?」
　十兵衛に揺ゆり動うごかされて、宗朗はハッと顔を上げた。
「宗朗。なにをしておる。居い眠ねむりなどしておる場合ではないぞ」
　幸村も。
「違ちがう。ぼくは居眠りなんて」
（まさか、この刀を見ているうちに？）
　改めて鬼切の太刀に引き寄せられる視線を、宗朗は無理に戻もどした。
「そ、それより」
「そうよ。半蔵が調べてくれた天草一党の居場所。そこへ一刻も早くたどり着くこと。それが……」
　千姫が言う。ようやく袖そでで目めが頭しらを拭ぬぐって、顔を上げていた。
「委員長に、又また兵べ衛えさん」
「お猿さるさんもですわ。お猿さんも、連れ去られて……」
　佐さ助すけも含ふくめて三人。敵の手に落ちた宗朗の「剣姫マスターサムライ」だ。
「案ずるだけでは勝てぬ。勝ちの方策を見つけねば、な」
「でも、どうするのよ。半蔵も又兵衛もやられて、それでも敵に勝てるっていうの？　千たちだけで、なにができるのよ……！」
　最後は、しぼり出すようだった。キュ、と唇を噛かむ千姫。
「じゃから、策を……」
「策があるなら言いなさいよ！　あんた、軍師でしょお？　小次郎を倒たおす策を早く千に授さずけてよ。なんでもいいから、千にできることならなんでも……、だから！　だから、半蔵を、助けてほしい、の」
　がっくりと崩れる千姫。その背中はひどくさびしく、うちひしがれていた。
（千姫、さま）
　いまの宗朗には、いちばんかける言葉がない。膝ひざの上に置いた拳こぶしを、無意識のうちに握にぎりしめた。
「千、おぬしそれほど、半蔵を」
　幸村が言いかけたときだ。
「『剣妃サムライブライド』よ。それしかない……」
　千姫がポツリ、とつぶやいた。急に、顔を上げる。宗朗と幸村の顔を交こう互ごに見つめて、
「それしかないわ！　そうでしょ？　天草の『剣鬼ダークサムライ』たちに対たい抗こうするには、やっぱり『剣妃サムライブライド』しかないのよ！」
　声を上げる。
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「じゃが、どうやったら『剣妃サムライブライド』になれるのか。そもそも『剣妃サムライブライド』がほんとうに存在したのかもまだ仮説の段階で……」
「そんなもの、かたっぱしから試してみればいいじゃない！　キスで『剣姫マスターサムライ』になるなら、もっと、もっと……な、ことだって！　は、恥はずかしがってる場合じゃない！」
　口では言いながら、その核かく心しんになると言葉を飛ばしてしまう千姫。急に顔が赤くなる。それをまた払ふつ拭しよくするように、
「千がなりたいから言ってるって、思ってるのね！　いいわ！　だったら、千以外の『剣姫マスターサムライ』で試せばいいじゃない。おチビちゃんに譲ゆずってあげるわよ！　いますぐ宗朗と、朝までに『剣姫マスターサムライ』になれるよう、なんでもしてみなさいよ！」
「せ、千姫さま!?」
「あ、朝までに……なんでも、じゃと!?」
　こんどは宗朗と幸村が真っ赤になる。
「そうよ！　そこ、照れてる場合なんかじゃないのよ！　ここがいちばん大事なときよ！　いまやらないで、いつやるの!?」
「いま、やる、とか……その」
「そうですわ。あまりに性急過ぎますわ」
　兼かね続つぐも口を出すと、
「なによ！　ずっと寝ねてたトンカチは黙ってなさい！　それとも……あんたに譲ってやってもいいのよ！　覚かく悟ごがあるなら、なんでもできるはずでしょう!?」
「ちょ……！　な、なんでも、ですって」
「そうよ。そのくらいできなくて、宗朗の『剣姫マスターサムライ』を名乗ってんじゃないわよ！」
「わ、わたくしは！　気絶していて、気がついたら『剣姫マスターサムライ』にされていたんですのよ。決して望んだわけでは……」
「いつまでそんなこと言ってるのよ！　事実はどうあれ、イヤだったらいつでも道場を出て行く機会はあったじゃない。それをいままでいっしょにいて、いまさら望んでないだの、笑わせないで！」
「な、な、なんですのぉ！　わたくしは……！」
「千姫さま、そんなことまで……」
「そうじゃ。おぬし、少々言いすぎじゃぞ！」
　幸村までもが言う。
　宗朗はさらに言いかけて、気づいた。
（そうか。いつも千姫さまを止める役の委員長がいないから……）
　半蔵がいないせいで歯止めが利きかず、千姫が暴走してしまっているのでは。
　そんなところへ、さらに、
「ねえねえ、お兄ちゃん。『剣妃サムライブライド』になれば、あの小次郎さんに勝てるくらい強くなれるの？」
　十兵衛がポロッと言ってしまったから、
「『小次郎さん』ですって。あいつは敵なのよ！　半蔵を倒した……ううん、殺されたっておかしくなった。天草の秘術とやらがなかったらね！　そんな敵をおまえは……」
「でも、その秘術っていうのがなかったら、小次郎さんは呼ばれてなかったんじゃないの、かな」
　食ってかかる千姫に、十兵衛の言葉は意外にも考えさせられるものだった。
　原因と結果、ニワトリとタマゴの話なのかもしれない。
　しかし、天草が召しよ還うかんしなければ小次郎も武む蔵さしもこの世におらず、それは天草の企たくらむ計画の一いつ環かんでしかない。
「な、なにを言ってるのよ！　いまはそんな理り屈くつを言うときじゃないわ！　小次郎や胤いんし舜ゆんにどうやって勝つか……」
「武蔵さんと小次郎さん、いい人だったの。なんとかならないかなぁ、って、十兵衛思うんだぁ」
「まだ言うの!?　だいたい十兵衛が、さっさと宗朗とキスしていれば、小次郎だって倒せたかもしれないのよ！」
　とうとう千姫の癇かん癪しやくが炸さく裂れつする。
「え、え……、十兵衛、お兄ちゃんとチューするの？」
「いつも兄きよ妹うだいでキスばかりしてるのに、いまさらなにもったいぶってるのよ。ああ、もう！　もっとマジメにやりなさいよ！　もっと真しん剣けんに、考えてよ！　誰でもいいわよ！　どんな手だっていいの。お願いよ！　半蔵を……半蔵を、助けて、よぉ」
　テンションがＭＡＸにまで振り切きれたあとは、一気に落ち込んでいく。千姫はぐったりと畳たたみに膝を着くと、こんどこそボロボロと泣き始めた。
「千姫、さま。あの、お気を確かに、ですわ」
　兼続もおろおろする。そしてこんなとき、半蔵がいない。その喪そう失しつ感が、さらに千姫の心をえぐる。
「……だいじょうぶ」
　急に、千姫の手を取って、抱きしめたのは、
「な……によ。十兵衛、おまえ」
　千姫も驚く。十兵衛だった。
「だいじょうぶ。きっと半蔵さんは無事に帰ってくるよ。だいじょうぶ、なの。だから、泣かないで……」
　千姫の背中を撫なでる。その手が、やわらかくてあたたかくて、
「なによ。おまえがあんなこと、言うから……」
　尖とがった心が丸まっていくような気がした。
　千姫は、いつのまにか目ま蓋ぶたを閉じていた。そのまま、心ここ地ちよい眠ねむりにたどり着けるような気がする。
「……千はもう寝るわ。みんなも寝なさい。明日、朝一番で出発するのよね。夜よ更ふかししてたら力が出ないわよ」
　いままでいちばん暴れていたのは……？　そう言いたい気持ちをみんなグッと呑のみ込んで、千姫を見送る。
「ふぁ～あ！　十兵衛も眠くなっちゃった。ぐっちゃん、いっしょに寝よ！　お兄ちゃん、ゆっきー、お休みなさい！」
　続いて十兵衛が。席を立つ。
「まあ、ここで答えの出ない評定をしているよりは、眠ったほうがいいかも、ですわね。おやすみなさいですわ」
　兼続も従う。残ったのは、幸村と宗朗だけだった。
「なんじゃ、あれは……」
　幸村は言うが、口調には安あん堵どの色がある。
「千姫さまも、ギリギリだったんだ。半蔵さんを失って……」
　宗朗はまた脳のう裏りに、小次郎を斬きりそこなったその瞬しゆ間んかんがよみがえってきて、そっと唇を噛みしめた。それを気づかれないように、
「ぼくたちも、寝ようか。……あ、そういうこと、じゃなくて！　別々に、っていうことで……あたりまえ、だよね」
「なにをあわてておる。愚おろか者ものが」
　幸村に言われ、あはは、と笑って見せるしかない。が、一いつし瞬ゆん見せた幸村の顔にも、サッと朱しゆが走っていたのには気づかなかった。
「……本気で考えるべきかもしれんの」
　ポツッ、立ち上がりざまに、幸村が言う。
「本気で……『剣妃サムライブライド』のことかい。ぼくはまだ……」
「わかっておる。おぬしのその慎しん重ちようさ……優ゆう柔じゆ不うふ断だんとも言うが、それをいま非難する気はない。尊重しておる。じゃがな……」
　幸村は言葉を切って、宗朗を見据えた。その目が、まっすぐに向かってくる。
「ひとつだけ、約束せよ。これからの戦いで、これ以上我らが倒れ、おぬしの『剣姫マスターサムライ』が残るひとりになったら」
「幸村、そんなこと」
「聞け！　そして約束せよ！　よいか。たったひとりになったら、そのときは、その『剣姫マスターサムライ』と契ちぎるのじゃ。誰でも、じゃ。もう一度言うぞ。よいか！　おぬしと『剣姫マスターサムライ』ただひとりが生き残ったら、そのときは……！」
　幸村の目が瞬まばたきもしない。覚悟が迸ほとばしる。それは宗朗にも、同じ覚悟をうながしているのだ。
「……わかったよ。約束する。そのときはどんなことでも……必ず『剣妃サムライブライド』を、誰かをぼくの『剣妃サムライブライド』にする」
　宗朗の目もまた、幸村を見据えてその視線を受け止めていた。
　幸村が、フッと笑う。
「それでよい。忘れるでないぞ。……さぁ、もう寝るとするかの」
　立ち上がると、いま言ったことなどなかったことのように縁えん側がわの廊ろう下かを歩き去っていく。宗朗の脇わきをすり抜ぬけるとき、あくびまでして見せて。
[image: 画像]
「……『剣妃サムライブライド』、ぼくの、たったひとりの」
　幸村の後ろ姿を見送りながら、宗朗はひとりつぶやく。視線がもう一度、鬼切の太刀に戻って、見つめていた。
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「……そう。そうか。うん。わかった。連れん絡らく、ありがとう」
　クラシカルな受話器を徳川慶よし彦ひこが置くと、チン、とこれもまた懐なつかしい音がした。
　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会棟とう。
　城じよう郭かく構造の学園の中心を成す、本丸に当たる建物群。
　そのもっとも奥に位置する旗本生徒会御ご座ざ所しよ、ようは生徒会執しつ行こう部ぶの専有スペースと、慶彦の私的居住区だ。
　そこだけ洋風に作らせた室内は、ロココ調に統一された調度類で満たされていた。そのひとつ、寝ね椅い子すにルーズに寝そべりながら、慶彦が顔を上げる。
「さて、どうする？」
　そう呼びかける相手は、部屋の隅すみにいた。
　鮮あざやかななす紺の装そう甲こうドレスの腰こしには、無骨過ぎる二本のクレイモアが、剥むき出しでぶら下がっている。
　シャルル・ド・ダルタニアン。フランスからの留学生で慶彦の「剣姫マスターサムライ」だ。
　だがダルタニアンが慶彦の従順な部下でないことは、その不ふ遜そんな表情からも見て取れた。羽根飾かざりの帽ぼう子しも取ろうとしていない。
「どうする、とは。いまの電話の内容がわからなくて、答えられるわけがなかろう」
　どこか憮ぶ然ぜんとして言い放つ。
　ダルタニアンの側には椅子があって、慶彦に勧すすめられたのだが、座すわろうともしていない。
　慶彦はしかし笑って、
「そうだね、ごめんよ。ニアならなにか思い当たることがあるかと思ってね」
「ニアと呼ぶな！　貴公にその名を許したのは、最初だけだ」
　言うが、ダルタニアンは、プイ、と顔を背そむける。だが慶彦の次のひと言には、
「……宗朗たちが天草の『剣鬼ダークサムライ』に襲おそわれたらしい」
「なんだと。天草の『剣鬼ダークサムライ』、武蔵と小次郎か」
　鋭するどく反応していた。ダルタニアンの碧あおの瞳が光を帯びる。
　武蔵、小次郎とダルタニアンは、一度戦っている。
　そしてダルタニアンは、負けに近い結果を喫きつしていた。
「興味があるようだね。ぼくも詳くわしいことはわからないが、どうやら宗朗は何人かの『剣姫マスターサムライ』を失ったようだ。つまり、負けたんだね」
「なに、負けただと？　誰が……あの中の誰が敗れたのだ。まさか……」
「ああ。宗朗自身はだいじょうぶ。ケガもしていない。それがいちばん知りたいんだよね？」
　慶彦に言われると、ダルタニアンは一瞬、パッと頬ほおを赤く染めた。それを隠かくすように、羽根帽子のつばを引き下げる。
「そんなことは、ない。が、『将』を失っては、『剣姫マスターサムライ』は烏う合ごうの衆。もはや『剣姫マスターサムライ』の力を振るうことはできぬ。そうでないなら、まだ反はん撃げきの機会はあろう」
「そうかな。でも天草の『剣鬼ダークサムライ』の力は圧あつ倒とう的てきだっていうじゃないか。それはニア、きみが知ってるんだろう？」
　慶彦の言葉は挑ちよ発うはつするように響ひびく。事実、ニアとまた呼ばれたことにもダルタニアンは気づかなかった。
　武蔵の剣が、ダルタニアンの意識の中で甦よみがえる。
　重く鋭いクレイモアの攻こう撃げきを片手で止めた膂りよ力りよく。二刀を操あやつる、その胆たん力りよく、技量。
「我は……」
「ほかにもいるんだ。ええと、宝ほう蔵ぞう院いん胤舜、荒木又右衛門、か」
　そのふたりは、ダルタニアンはまだ相まみえていない。地下の幻大坂城の最後に、その姿を一いち瞥べつしただけだ。
「その者たちも、宗朗を」
「そんなところだね。それと、又右衛門は大おお江え戸どを単独で襲っている。昨日のことだがね。そっちはけっこうな被ひ害がいが出たらしいよ」
「被害が……徳川の『剣姫マスターサムライ』たちはなにをしているのだ？　その又右衛門を防げなかったのか」
「知りたいかい？　だけどどうも情報が錯さく綜そうしていてね。伝わってくるのは城と街の被害ばかりだ。それに、ぼくはこの攻撃、陽動と見ているんだよ」
　はぐらかしているような慶彦の物言いだが、ダルタニアンはそれよりその言葉が引っかかった。
「陽動？　だと。なんのための。宗朗たちを襲わせる、との計略を隠すためか」
「いや、そうじゃない。もっと大きな、天草の最終目的がいま進んでいるみたいでねぇ。衰おとろえたとはいえ幕府の力は強大。最終目的のための準備や、漏れ出す兆候から幕府の目を逸そらすには、本丸である大江戸で事件を起こすのがいちばんじゃないか？」
「天草の、最終目的……」
『狙ねらいは、この日の本の騒そう乱らんであろう。それとも大江戸の壊かい滅めつ』
　ダルタニアンは、幸村の言葉を思い出していた。
「それでいいのか。慶彦、貴公は幕府の次期将軍職を襲う身のはず。この日の本の壊滅を画する天草一党は貴公にとっても敵ではないのか」
「そう。敵だよ、もちろんね。ただ、敵の敵は味方っていう言い方もあってねぇ。利用できるものって、そのときどきで変わったりするだろう？」
　慶彦が笑う。いつのまにかその手に、ブランデーグラスが握られていた。グラスの中には、強い芳ほう香こうを放つ液体が波打っている。
　ダルタニアンは露ろ骨こつにイヤな顔をするが、まだ聞きたいことが残っていた。
「貴公、まさか宗朗たちをそのために……いや、いままで宗朗たちが結果的にさせられていたことを、天草どもにさせようというのか。反徳川という名目だけで」
「反徳川、ねえ……。まあ、ぼくにはどれでもいいんだよ。実態のない豊臣派でも、実際の豊臣方サムライ、そして宗朗の『剣姫マスターサムライ』たちでもね」
　倒とう幕ばく運動としての豊臣待望論から生まれた豊臣派。
　この世に甦った幸村たち豊臣方武将のサムライ。
　そしてもはや豊臣・徳川の別なく、宗朗を「将」として絆きずなを結んだ「剣姫マスターサムライ」たちの柳生道場。
　どれも、解かいし釈やく次し第だいでいくらでも生徒会や幕府の敵たりうる。現にいまも、宗朗たちの柳生道場と生徒会は表向き対立関係にある。
　だがいっぽうで慶彦は、柳生道場の面々を、ときに己おのれの戦力として使うことにまで成功している。
　自身の「剣姫マスターサムライ」柳生義ぎ仙せんによって、宗朗とその「剣姫マスターサムライ」たちをそっくり我がものとする策略こそ失敗したものの、その後の戦いにダルタニアンが赴くことも許した。
　結果、学園の崩ほう壊かいをもくろむ天草の、最初の謀はかりごとをくじくことも可能となった。
「まさか、天草どもに宗朗たちをぶつけたのは、貴公のたくらみとでも言うのではあるまいな。あの義仙とやらを犠ぎ牲せいにして」
「さあねえ。ニア、こういうこと、知ってるだろう？　自然界に存在する毒も、少量なら薬として効果を発揮することができるんだ。その逆に、過度な薬は毒になる」
　天草一党が明確に徳川幕府を狙うならば、それを利用する。
　これまでその役目は宗朗たちに負わせてきた。だが強力過ぎるとなれば、お互たがいをぶつけて勢力を削そぐことも視野に入れる。
　慶彦はブランデーグラスを口に運ぶと、中の液体をいっきに飲み干した。ダルタニアンを見る。
「いまの徳川将軍、慶よし康やす公はお若い。まだ四十代のみぎりだ。徳川幕府の開かい闢びやくからおよそ四百年。……第十一代将軍、家いえ斉なり公を知っているかい？」
「知らぬ。……名前だけは聞いている」
「そうだよねえ。初代神君家康公や三代家光公、赤あ穂こう浪ろう士しの討うち入いりで逆に有名な五代綱つな吉よし公、中興の祖、八代吉よし宗むね公……明治の大改革で幕府を生き返らせた十五代慶よし喜のぶ公。そんな有名どころにくらべればいかにも影かげが薄うすい。だがね、家斉公はある最大の功績を持っているんだよ」
「なんだそれは。早く言えばよかろう！」
「せっかちだなニアは。フフ、教えてあげるよ。家斉公は徳川将軍の在位最長期間を誇ほこっているのさ。その治政は五十年に及およんだ。第二位の家光公が二十七年だから、倍近いねえ」
「五十年、か」
　さすがにダルタニアンも、感心してしまうところがある。
「半世紀だよ。大おお奥おくも家斉公の時期に最大になり、愛あい妾しようは四十人いたとか、子どもが五十人以上にもなったとか……まあ、そっちの記録はいい。健康で長生きし、将軍職をまっとうするとそれほど長期間になることもあるのさ。まして現代は、医いり療ようの進歩も著いちじるしい。慶康公は、百まで生きたって不思議じゃない」
「まさか、きさま……！」
　いつのまにか、貴公が、きさまになっている。慶彦は気づかないそぶりで、ソファーから立ち上がった。
「まさか。ハハハ、ぼくがそんなこと、望むわけがないだろう？　慶康公を弑しいするとか、ね」
　が、口調とは別に、慶彦の目は極きわめて冷たく凍こおっているように見えた。
「自分は手を下さない代わりに、天草一党がそれをすればいい、と。荒木又右衛門とやらが大江戸を襲うことも、きさま知っていたのではないのか。そのうえ、こんどは宗朗たちを……！」
「ハハ、だから、まさかって言ってるだろう？　あくまで仮定の話さ。あくまで、ね」
　慶彦が近づいてくる。
「剣姫マスターサムライ」としての圧倒的な戦せん闘とう力りよくを持っているのに、ただ無手で近づいてくる慶彦に底知れない恐ろしさを感じて、ダルタニアンは半歩下がった。
「宗朗は……」
　慶彦が、グッと身を寄せてくる。ダルタニアンの顎あごの下へ手を入れると、クッと顔を仰あお向むかせた。
「なに、を……！」
「聞くんだ。宗朗たちは倒された仲間を助けに、天草のアジトへ向かうはずだ」
「だが、もう地下の……」
「学園の地下にあったらしい、あんな城じゃない。こんどはもっと本格的なものさ。それこそが、天草の本ほん懐かいを遂とげるための装置だからね」
「き、さま、なぜそんなことを、知っている」
　顎の下をくすぐられて、ダルタニアンはかすかに朱に染まった顔を険しく慶彦に向ける。いつもならとっくにその手を振り払はらっているのに、いまはそれができない。
「なぜ？　まぁそんなことはどうでもいい。問題はその場所だ。富士の裾すそ野のに、宝永山という噴ふん火か口こうがある。富士山の寄生火山だが、もっとも活発で、もっとも危険な火山だ。それがもしまた噴火したら……」
「富士が、噴火するのか。この学園もただでは済むまい！」
　本格的に富士山が噴火したなら、その裾野に造られたこの武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくにも大きな被害が出ることが予想される。
　だが慶彦は笑いを消さずに、
「いまや天草の狙いはこんなちっぽけな学園じゃない。龍脈は大江戸までも伸のびている。大江戸の、天てん城じよう……江え戸どじ城ようまでもね。天草たちはどうやら各地の結界をすでに破は壊かいしているようだよ。今回の大江戸襲しゆ撃うげきも、それ自体が幕府や将軍を狙うというよりも、そこに耳じ目もくを集めておいて、最後の大きな結界を断たち切り、龍脈を完成させるため、かな」
「なぜそこまで……なぜ、我に、言う」
「そうだね。ここまで教える必要は、なかったかもしれないねえ」
　パッ、と慶彦が手を離す。背を向けると、ダルタニアンはそれまでのいい知れないプレッシャーが急に減じていくのを感じた。
　重おも石しを乗せられたように重かった身体が、なにごともなく動く。
「我に、なにをさせようとしている」
　ダルタニアンは気づかれないように、腰のクレイモアに手を伸ばした。軽く握ると、それだけで武器との一体感が伝わってくる。
　なにより心強い感かん触しよく。
「なあに。ニアは自由に動いていい。ぼくは止めないし、そのほうがニアらしいって、思うから、ね」
　そこまで言うと、慶彦は急に興味を失ったように伸びをした。振ふり返かえって、
「さて、ぼくは執しつ務むに戻らなきゃ。午後の仕事があったんだった。それともニア、いっしょにお風ふ呂ろでも、どうだい。仕事のまえに、ぼくも肩かたをほぐしたいからね」
　笑う。ダルタニアンは逆に眉まゆを尖らせると、
「戯たわむれを言うな。もちろん断る……！」
　それだけ言うと、ドアを開ける。足早に部屋を出た。
　ドアが閉るのを見ながら、慶彦がつぶやく。
「それでいい。宗朗にはまだ、やってもらうことがあるんだ。もっともっと、大事なことを、ね。ニア、宗朗をたのんだよ」
　なぜか少しもやさしくない笑え顔がおが浮うかんでは、消えた。


５


「Dixit vero Elohim, congregentur aquae quae sub caelo sunt in locum unum et appareat arida……」
　ほの暗い空間に詠えい唱しようの声が響いていた。
　霊れい峰ほう富士の山やま肌はだに穿うがたれたあぎと、宝永山火口。
　その地下深くに位置するここ、天草一党の拠きよ点てん、地下大聖堂。
　荒あら々あらしい剥き出だしの岩いわ肌はだが、奇きみ妙ように精せい緻ちな線と面を描えがいている。仰あおぎ見みる天てん井じようは闇やみに沈しずんでいるが、見事なゴシックの内ない陣じんを再現していた。
　しかしなにより奇妙なのは、地中からそのまま飛び出したような形の、巨きよ大だいな水すいし晶よう柱だろう。
　尖った先せん端たんを天井へ向け、透すき通とおった柱の面は下へ行くほど曇くもり、濁にごって、岩石と一体化している。
　水晶柱は八本。
　これほどの大きさの水晶が、しかも八本、自然のままに集まって生えるわけがない。しかもほぼ、規則的な円を描いて配置されている
　水晶柱の群れの中心、黒にも近い紫むらさきのケープをまとった人物が佇ちよ立りつしていた。
　手に羊皮紙の古書を持っている。すでにその内容は熟知しているのか、視線は書に落ちてはいない。
　冷え切った空気の中、祈いのりを紡つむぐ唇くちびるから吐はき出る息が少しも白くならないのに、気づく者はいなかった。
　この者こそ、かつての剣けん豪ごうをこの世に召還して自らの一党を作り、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくを壊滅させようと企んだ者。
　いままた、秘術によって大江戸を狙い、その尖せん兵ぺいとして「剣鬼ダークサムライ」を送り込んだ者。
　柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちを次々に襲い、拉ら致ちさせた。
　徳川家随ずい一いちの霊れい場じよう、日光東とう照しよ宮うぐう奥おくの院いんから、ある物を奪うばわせた。その者。
　天草四し郎ろう時とき貞さだ。
　すでに詠唱は三日目に入っていた。
　古書の頁ページを繰くる指が、そこに挟はさまれた栞しおりに触ふれる。初めて天草の目が、紙面に落ちた。
「……ita et vocavit Elohim aridam Terram congregationesque aquarum appellavit maria」
　唇が、紙面の最後の一節を紡ぎ終える。
　呼応するように、地の底から低いうなりが聞こえて来た。
　徐々に大きく、せり上がって、地下空間を満たす。
　音と振しん動どうでなにも聞こえなくなる、次の瞬間……すべてが突つき抜け、昇しよ華うかしたように、静せい謐ひつが訪おとずれた。
「……すでに龍脈は成った。この地より遠く三十里の大江戸にまで続いている。この地を焦こがす炎ほのおの矢は必ずや大江戸に届き、徳川の牙がじ城ようは騒乱と破壊の波に呑まれて滅めつする」
　手にした古書を閉じる。水晶柱の中心から離れるように、歩みを進めた。
　天草がいた場所。
　わずかに高くなったその場所だけが、剥き出しの岩がならされ、研とがれたように平らになって、鏡面の滑なめらかさを見せていた。
　天草は、水晶柱のひとつに近づき、手を触れる。
　内部からボゥっと輝かがやく水晶の中、光をまとったような白い裸ら身しんが浮かび上あがっている。
　両手を頭の上へとかざした形は、一本柱の磔たつ刑けいのようにも見えた。
　しかし目を伏ふせ、唇をうっすらと開けたその表情には赤みが差し、いまにも動き出しそうで、裸はだかの胸はわずかに隆りゆ起うきを繰り返している。
　水晶の中の美少女は、半蔵だった。
　言うまでもなく、宗朗の「剣姫マスターサムライ」。服はつ部とり忍にん軍を率いる、服部家当主。千姫の第一の従者でもある。
　その滑らかな肌はだに、小次郎に敗れて負ったはずの深い傷は見えない。血の一滴てきも、水晶の中に浮かんでいなかった。
「よい。よい贄にえぞ」
　天草はそう漏もらして笑うと、別の水晶へと歩み寄る
　半蔵からやや離れた水晶の中に、獣けものの耳と尻尾しつぽを持った異形の美少女が、やはり同じように封ふうじ込められていた。
　佐助だ。どちらも、奥日光の別べつ荘そうを襲った天草一党の「剣鬼ダークサムライ」たちによって、敗れ、あるいは捕とらえられ、この場へ運ばれた。
　天草は顔を近づけると、佐助の顔を見つめる。半蔵と異なり、驚おどろいたように目を見開いたまま、水晶の中で固まっていた。
「すでに贄の『剣鬼ダークサムライ』は四体。半分を埋うずめている。これだけでもことを起こすに不足はない。が……」
　さらに別の水晶へ。そこには又兵衛が、同じように封じ込められていた。
「時は近い。触しよくの引力が、地中の龍脈を活気づかせる。さらに、起き爆ばく装置は……」
　また別の水晶へ。
「八人揃そろった『剣鬼ダークサムライ』と、その『将』が発する気の力よ。それも大きければ大きいほど、破壊の力はいや増していく。大江戸ならず、この日の本という大八島をズタズタに引ひき裂さくほどにな」
　水晶を覗のぞき込んで、天草が笑いを漏らした。紫むらさ色きいろの唇が、艶なまめかしく歪ゆがむ。
「絶望。もっとも大きな負の気は、絶望。怒いかりでも、悲しみでも、まして悦よろこびなどではない。なにをもってしても取り返せぬ、永えい劫ごうに失われ、損そこない、成らぬと悟さとったときの絶望。いっさいの希望のない、いっそ潔いさぎよい死のほうがどれほどよいか、と思わせるほどの惨みじめさと恐きよう怖ふ。そのとき、人は底知れぬ絶望の淵ふちに落ちる」
　水晶柱の面に触れ、天草が柱の中を覗き込む。
「その負の気。それをもって、『剣姫マスターサムライ』どもの『気』力を発動させる。ゆえにもっとももたらすべきは『将』の絶望。ひとりひとり、己の『剣姫マスターサムライ』を失い、絶望の果てにその『負』の気をもたらすがいい。そのための準備は整っている……、ん？」
　天草が言葉を切った。目の中に、塵ちりが飛び込んできたように、片目をしばたかせる。
　が、すぐになんでもなかったように目を開けて、
「よい。おまえにも期待しているぞ。おまえの持つ『負』の『気』力。底知れぬ絶望を知るおまえゆえ、持ちうる力よ。吾われに示すがよい。そのときは、近づいている」
　天草が水晶柱を離れた。堪こらえきれない、という笑いを抑おさえ、背中が震ふるえている。
　その天草を、聖堂の柱にあたる岩いわ陰かげからそっと見ている影があった。
「……」
　由ゆ比いし正よう雪せつ。
　胤舜の式神の力を借りて、この地へ佐助と半蔵の身体を運んだあと、まだ留とどまっていたのだ。
　正雪はケープの中のホルスターに収められた短たん銃じゆうの強こわばりをわざと確かめるように胸の脇に触れると、天草へもう一度視線を送った。
「いよいよ、次、か」
　それだけつぶやくと、聖堂の内陣をあとにする。


６


「食べ物しりとり～！　始めるよぉ。最初は十兵衛ね。じゃあ、『あ』からだよ。えーっと、あんず！」
「ちょ、っと、いきなり『ず』ですの？　ず……ず……ええ、と、ああ！　『ず』から始まる食べ物なんて……！」
「ズッキーニ」
「わぁ！　千姫さん、すごぉーい！　……でも、ズッキーニって、なに？」
　山道を歩く、十兵衛、兼続、千姫、それに幸村と宗朗。
　富士の五合目までを、別荘付きの車で送られたあと、そこからは徒歩でしか行けないという道を、歩いている。
「ズッキーニはウリ科カボチャ属の果菜じゃ。舶はく来らいの果菜で、原産地は墨西哥メキシコ国と言われておる」
　幸村が言う。
「そっかー。すごいねゆっきー、なんでも知ってるんだぁ。じゃあ、次は、『に』だよ、ぐっちゃん」
「な！　またわたくしですの？　でも『に』なら簡単ですわね。に、に……に、にんじん！　あああああ！　もう終わりですわぁああ!!」
　頭を抱かかえて声を上げる兼続。
「ふん。他た愛あいのないやつじゃ。よりによって、にんじん、はなかろう」
「はは、まあいいじゃないか。またやれば」
　宗朗が笑う。が、その横で十兵衛が、
「ん？　なんで、にんじん、ダメなの？」
「だって、『ん』で終わったら、もう言葉がないだろう？」
「あるよ。ンーチィバー！」
「な、なんじゃ、それは」
「沖おき縄なわ料理のねえ、空芯菜コンシンツアイ炒いためなの！」
「なんでそんなことを知っておるのじゃ！　だいたい空芯菜自体、知らぬぞ、ふつう！」
「えー、そうかなあ、じゃあ、ンドゥール！」
「それは人名じゃ！」
「誰だれですの？　なんでそんな人名を……」
「あー、もう！　うるさい！」
　突とつ然ぜん、千姫が大きな声を上げた。驚いて振り返る十兵衛や兼続に、
「なんで食べ物しりとりなんかやってるのよ！　少しは今の状況を考えなさいよ！」
「あ、ごめんなさいなの。動物しりとりのほうがよかったかな。じゃあ、『あ』で、アロサウルス！」
「それは恐きよう竜りゆうじゃ！　そういうことではないわ。おそらく……」
　幸村が気き遣づかう。千姫を見ると、
「そうよ。千たちがなんでいま山登りなんかしてると思ってるの？　半蔵や又兵衛や、猿さるを助けに行くためよ。戦いなのよ。なのに、なにのんきにしりとりなんかしてるわけ。そんなだから、天草の『剣鬼ダークサムライ』どもにやられちゃうんじゃない！」
　変わらず険けん呑のんな物言いだ。
「ま、まあ、千姫さまも、ここはリラックスというか、息いき抜ぬきで……」
　宗朗が取りなそうとしても千姫が、
「息抜きばっかりで、戦えるの!?　もっとマジメにやりなさ……キュゥゥ」
　さらに言おうとするところ、急に不思議な音が漏れてきた。各人が思わずあたりを見回すところ、千姫が急に赤い顔で自分のお腹なかを押おさえている。
「な……！　なんでもないわよ！　千が言いたいのは、だから、敵を倒たおす算段でももっと考えながら……」
「まあ、そうじゃが、腹が減っては戦ができぬ、の理もある。もうとうに昼を回っておるしの。目的の宝永山の火口にはあと二、三時間で着こう。古来より、戦のまえには兵に弁当を使わせたものじゃ。我らもここらで昼の休きゆ憩うけいとしようではないか」
　幸村が提案すると、
「わーい！　お弁当だ。お弁当！　お昼だよぉー！」
　十兵衛が飛び上がって大喜びする。
「ちょっと！　まだお昼にするなんて……、まあ、そうね。食後にすぐ運動なんてのも身体に悪いし、いまくらいでちょうどいい、かもしれないわね」
　千姫も、しぶしぶという態で合意した。
　しかし富士山というのは、山頂に近づくにつれてほとんど木々もないし、足元は砂じや利りのような火山性の軽石ばかりで、落ち着いて腰を下ろすような場所もない。
　なんとか平らな場所を見つけて、敷しき物ものを敷しいた。
　弁当は、出発するときに別荘付きのお女中衆が各人にこしらえてくれている。
「わたくし、水を汲くんできますわ。ちょうどさっき、岩陰に清水が湧わき出している場所があったのを憶おぼえてますわ」
　兼続が立ち上がる。
「富士のわき水は、何十年もかかって地中で濾ろ過かされたものというからの。別荘で入れて来た水より美味かもしれん」
　幸村も反対しない。
「ぐっちゃん、十兵衛も行くの！」
　立ち上がる十兵衛に、各人の水すい筒とうを集めた兼続は、
「あなたはここにいたほうがいいですわ。十兵衛は宗朗といっしょにいるのが、なにかあったときのためにも……」
「ん……？」
「と、とにかく！　そこにいなさい、ですわ。すぐに戻もどりますですわ！」
　赤い顔を見られまいとするように首を振って、兼続は足早にいま来た道を降おりていく。背後で、十兵衛が手を振っていた。
「……敵が現れたらキスしなさいとか、わたくしからは言えませんわ！　それを、まったく……まあ、いいですわ。この戦いが終わったら、そういうことも含ふくめてキチッと！　あの宗朗にはけりをつけてもらわなくては、ですわ。このわたくしも、いつまでもあの道場に居いそ候うろうしているわけにはいきません。『剣妃サムライブライド』にするなり、なにか正式な……」
　ぶつぶつ言いながら山肌を降りる兼続。
　道からやや外れたところ、そこだけ低い木々が生おい茂しげっているあたり、早くも水の音がした。
「やっぱり、ありましたわ。水筒を……」
　さっそく水筒の口を流れ落ちる水に浸つけて、兼続はつい思った。
「さて……あの者たちはうまくやっていますかしら」
　あの者たち、とは、毛もう利り勝かつ永なが、長ちよ宗うそ我か部べ盛もり親ちか、明あか石し全たけ登のりの三人だ。
　三人ともにかつて豊臣方のサムライで、淀よど君ぎみを騙かたった天草の術に操られ、兼続を含む柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちと戦った経けい緯いがある。
　その後、正気に戻った彼かの女じよたちは、自分たちから請こうて柳生道場への入門を求めた。
　おりしも、礼れい萬まんショックと呼ばれる金きん融ゆう恐きよ慌うこうのあおりをうけて、道場の「剣姫マスターサムライ」総出でメイドカフェを営んでいた最中だったため、臨時に採用されたものの、その後も「剣姫マスターサムライ」にはなれず、メイドカフェが縮小されたのちも、ウェイトレスとしてはたらいている。
　そしてそのメイドカフェを事実上、店長のように統とう括かつしているのは兼続なのだ。
　自分の留守に、勝永らが無事に店を切り盛りしているだろうか。なにか失敗はしていないだろうか。困っていないだろうか。
「戻ったら、いちばんに店へ行ってみなくてはなりませんわね」
　全員分の水筒に水を詰つめ終えた兼続は、小さく笑いながら立ち上がる。そこで、笑いが凍り付ついた。
「よお。手伝ってやろーか」
　見上げたそこにいたのは、巨大な包丁のような大た刀ちを肩に担かつぎ、褐かつ色しよくの肌も露あらわなサムライ少女。


７


「荒木、又右衛門ですの!?」
「おう。憶えててくれてうれしーっての、トンカチチビ」
　又右衛門はそう言って頭を掻かく。髪かみに挿さした風車が回った。
「トンカチチビとはなんですの！　ひとの名前はちゃんと覚えなさいですわ！　奥おうし州ゆう名門直なお江え家にそのひと有りと謳うたわれた……」
「あー、もういいっつの。名前なんて言われても呼ぶ気ねーから。トンカチチビも長げーな。トンカチだけでいいっつの」
「直江山やま城しろ守のかみ兼続！　兼続！　ですわ！」
　兼続は言うが、又右衛門はボリボリと腹のあたりを掻いて、これも無視。
　一見するとなんでもないようだが、じつは又右衛門の身体には無数の刀傷が刻まれていた。上着も袖そでや裾すそがボロボロに千切れている。
　言うまでもなく、江戸城で徳川の「剣姫マスターサムライ」たちを相手に大暴れした、その戦いの傷だった。しかしどれも致ちめ命いし傷ようではなく、逆に徳川の「剣姫マスターサムライ」たちを翻ほん弄ろうし去っている。
「あー、まー、なんだ。大江戸から戻る途とち中ゆうで、おまえを見つけたのはけっこうラッキーだっての。これでてめーをブッ倒して持ってけば、天草さまに超……」
「なんですって!?　大江戸の騒そう乱らんというのは、では……！」
　兼続も、小耳に挟んでいた。
　だがそれは、幕府の発表を受けた電影放送のニュースだけで、豊臣派過激集団によるテロ行こう為いによって大江戸の街が一部被ひ害がいを受けたという、真実とはほどとおい内容だった。
「ち！　ひとの話の腰を折るなっつーの！　まーいい。どっちにしても、サクッとやっちまうから、とっとと首でもなんでも出しな。っと、殺しちゃいけねーんだよな。天草さまにまた叱られちゃう。ゆーて、ちとめんどー。だけどしゃーねー」
　又右衛門が背中の大包丁を抜く。身構える。
「逃にげる理由はありませんわね。わたくしも、又兵衛さんと半蔵さん、それに、お猿さんの仇かたきですわ！　覚かく悟ごしていただきますわ！」
　兼続も、背せ負おっていた大鎚づちを抜いた。
　偶ぐう然ぜん、どちらも背せ丈たけほどもある大きな得物どうしの勝負になった。
「そのがらくた、壊こわれねーうちに仕し舞まっとけ、つーの！」
「そちらこそ、包丁でお野菜でも切ってたらいかがですの！」
　互いに一歩も退かない。じりじりと、弧こを描くように回りながら間合いを計る。
「あいにくこの包丁は、肉切り専用なんだっつーの！　どらぁあああ！」
　焦じれた又右衛門が先を取った。
　大きくかまえた大包丁を水平に打ち込んでくる。
　これを兼続がなんなく避よけると、そのまま又右衛門は一回転し、次の大包丁が来る。
「と！」
　だが兼続も読んでいた。一瞬背を向けた又右衛門に対して、好機と打ち込まずにさらに下がる。
　大きすぎる得物を使い慣れているのは兼続も同じだ。
「やりますわね。でも……！」
　大包丁も大鎚も、振るう本人の体重よりも重い。
　それを軽々と扱あつかう「剣姫マスターサムライ」や「剣鬼ダークサムライ」の膂りよ力りよくはすさまじい。連続的に振るうことで攻こう撃げきの隙すきをなくし、得物に一定の速度を維い持じできる。
　回転しながら、移動も自在だ。
「どらららららぁぁあああ！　とっとと……逝いっちまえってーの！」
「では、こうですわ！」
　跳とび退すさりつつ、兼続は大鎚を垂直に振りかぶった。又右衛門の大包丁めがけて、振り下おろす。
「当たるか！」
　又右衛門は大包丁の回転を高めることで、大鎚をかわした。当たるより早くすり抜ける。と、どうなるか。
　外れた兼続の大鎚は地じ響ひびきとともに地面を叩たたいて大穴を穿うがつ。
　しかしそこで大鎚は止まってしまう。又右衛門の大包丁はまだ回転の途中にあって、それはそのまま静止した兼続を襲う。
「ひゃはは！　トンカチの負け、だ……なにっ!?」
　止まった、と見えた兼続が、大鎚を支点に回転した。といっても横ではなく、縦にだ。
　もとより「剣姫マスターサムライ」といえど物理法則を超こえることはできない。
　だからいったん全力で振り下ろし、地面を叩いて止まった大鎚は、それ以上には振り上げられない。
「おおおおりゃぁぁぁあああ！　ですわぁあああ!!」
　よく見ると、大鎚は地面を垂直に叩いたわけではなかった。最初から浅い角度で、いわばかすったのだ。
　それでも周囲の土つち塊くれをごっそり削けずり、ゆるやかな大穴を穿っている。
　兼続は最初から縦回転を企き図としていた。地面を叩く振りをして、次の垂直回転につなげ、大鎚を振りかぶる。
「ううっ！」
　又右衛門が目を見開いたときには、兼続の大鎚が頭上に迫せまっていた。
　しかも又右衛門の大包丁は水平回転中で使えない。あわてて振り上げるが、間に合わない。
「勝負、ありましたわっ！」
　ズシンッ！　大鎚が又右衛門もろとも、地面にめり込んだ。
　そう見えた。
「え!?」
　兼続の胸に、深々と小鑓やりが刺さっていた。それも二本。
「な……ぜ、ですの……」
　兼続の大鎚は、確かに又右衛門を押しつぶしていた。
　それがちょうど、身をかわそうとした又右衛門の腹に当たって、押しピンで留めたように又右衛門を地面に押し留めている。
　大鎚によって身体をふたつに折られ、地面に半ば埋まり込んだ又右衛門。その下半身、膝ひざから下が外れていた。
　又右衛門は両りよ脚うあしもからくり。その中から飛び出した小鑓が、兼続を刺し貫つらぬいたのだ。
「おー、痛ぇー！　って、ことはねーか。驚いてんなよ、ひゃはは！」
「あ、あなた、胴どう体たい……お腹や胸まで作り物、ですの」
　大江戸で徳川の「剣姫マスターサムライ」たちも驚かせた又右衛門の、身体のからくり。手て脚あしだけでなく胴どうを潰つぶされても、平気で攻撃を繰り出してくるとは。
「なんてこと、ですの……。これを誰かに、報しらせなくては……またわたくしと同じように負けて……」
　だがそれ以上話すことはできなかった。
　胸の傷から急速に血が流れ出ていく。図ず抜ぬけた生命の維持力を持つ「剣姫マスターサムライ」といえど、限界が近づいていた。
　がっくりと膝を着く兼続。大鎚を取り落とす。
「……オデコチビとの決着は、来世で、つけます、の」
　倒れ伏ふした兼続の胸のあたりから、おびただしい血が広がって身体を濡ぬらしていく。
　そのようすを見ていた又右衛門だったが、
「へっ！　手間かけさせやがって。またからくりの身体をひとつ、潰しちまったじゃねーか」
　大鎚に押しつぶされ、動けない身体で空を振り仰ぐと、叫さけんだ。
「さて、あたしもどうやって戻るか、だっつの。……胤舜、来てるのか！　こっちも頼たのむっての！」
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「……こ、これは」
　宗朗は声を失った。
　水場の近く、まだおびただしい血で濡れている。
「なんと、兼続……」
「ここで襲われたのね。襲ったのは、小次郎、胤舜、又右衛門……武蔵、そのなかの誰かか、複数か」
　千姫が声を落として、言う。
　水を汲みに行ったまま帰らない兼続を、全員で捜さがしに来て見つけたのが、又右衛門との戦いの痕こん跡せきだった。
「ぐっちゃん……ぐっちゃん!?　あーん、ぐっちゃん！　どこにいるの？　いるんだよね。出てきてよぉ。ぐっちゃん！　ぐっちゃぁーん!!」
　十兵衛が声を限りに叫ぶ。さっきからもう、涙なみだと鼻水で、顔をぐしょぐしょに濡らしていた。
「兼続まで……なんて、ことなんだ。ぼくはまた……！」
　自身の仲間を、「剣姫マスターサムライ」をまたひとり失ってしまった。宗朗は大刀とともに腰こしに差した、鬼おに切きりの太た刀ちの柄つかを握にぎりしめる。
（この刀はなんのためにあるんだ。ちっとも、役に立たないじゃないか。なにか、すごい力で敵を倒してくれるんじゃないのか。天草たちがもっとも恐おそれてるのは、この刀じゃ、ないのか……！）
　自分のふがいなさが、怒りに変わる。しかしその行き着く先は、やはり自分自身でしかない。
「あーん！　ぐっちゃぁあん！」
　十兵衛がまだ声を上げて泣いている。
　千姫は顔を伏せて無言だった。形のいい唇が破れて、血が滲にじむほど噛かみしめている。薙なぎ刀なたを握りしめた手の、爪つめが柄に食い込んでいた。
「行くぞ。こんなところでグズグズしてはおれぬ」
　幸村が身を翻ひるがえした。
「ま、待てよ幸村。兼続が、し……やられたっていうのに、そんな、簡単な」
　つい言ってしまう宗朗に、幸村が鋭するどい目を向ける。
「おぬしはなにか、ここで泣いて悲しめば、兼続が戻ってくるというのか。我ら全員、泣き崩くずれれば、あやつが喜ぶと思うてか」
「あ、いや、そうじゃない、けど」
「そうであろう。あやつの戦いを無む駄だにしないこと。それが、兼続がいちばんよろこぶことじゃ。一刻も早く天草の本ほん陣じんに乗り込み、天草を……倒す。それが成れば、おのずと兼続も、半蔵も佐助も、又兵衛も助けることができる。違ちがうか！」
　強い言葉を投げつけながら、しかし幸村の顔は曇っていく。又兵衛、の名前が出たときには泣きそうにすらなった。
「……そうだ。幸村の言うとおりだ。悪かったよ。つい感情的に……。ダメだな。ぼくが『将』なのに。みんなを励はげまさなくちゃいけないのに。たったいままで、いっしょだった兼続が、もういないなんて、信じられなくて……」
「わかっておる。わらわも同じじゃ。あやつとは……兼続とは学園初等部以来のつきあいじゃからの。会っておらなんだ時期も、忘れたことはない。そんなあやつが……」
　言葉が途と切ぎれる。不自然なほどに、幸村が上を向いた。空を仰あおいで、
「だ、だからじゃ。もう一刻も猶ゆう予よはないのじゃ。兼続のために、わらわができることをするのみ、じゃ」
　そう言うと、見えないように袖で顔を拭ぬぐった。
「うん。わかった」
（やるしかない。やるしか、ないんだ。みんなを……助ける）
　宗朗は改めて、大刀の柄に置いていた手を、小刀、鬼切の太刀へ滑すべらせる。
（そのための鬼切の太刀。必ず、使ってみせる。ぼくに使えるのなら、必ず……）


「……洞どう窟くつ、じゃな」
　幸村の言葉どおり、目の前にポカッ、と口を開けているのは、高さで言えばひとの背丈の倍はある洞窟だった。
　そこだけ山やま肌はだが崩くずれて崖がけのようになった箇か所しよ。
　いかにも不自然な形で、何者かが人じん為い的てきにくりぬいたように見える。そしてその何者かはもはや四人ともに口に出す必要もない。
「この方角って、鬼き門もんかしら」
　千姫がつぶやく。
「きもん？」
　十兵衛が「？」を頭の上に浮うかべている。
「丑うし寅とらの方位……つまり、北東の方角っていうことだよ、でも」
　宗朗は言いかけて、首をひねる。それに答えるように幸村が言った。
「富士の火口はあっちじゃ、つまり富士から見れば逆の南西」
「なーんだ。じゃあ、鬼門じゃないんだね！」
「いや、南西もまた、『裏鬼門』と言って縁えん起ぎが悪い。しかも宝永火口から見れば鬼門の方角。まさしく鬼の出入りする口、と言えそうじゃな」
　笑う。もう笑うしかない、というように大鉄扇で口を隠かくして笑った。
「いずれにしろ……ここが入り口で間ま違ちがいはない、というわけか」
「千たちを招待してくれてるみたいじゃない。じゃまはいないし、さあお入りくださいって感じよね。ふふ、なめてくれちゃって。あ～、ムカつく！」
　笑いながら、側の石を思い切り蹴けり上げる。洞窟の中へ飛んでいった石が、木こ霊だまのような音を立てた。
「ね、入るの？　入るんだよね、お兄ちゃん？　ううう～怖こわいよぉ」
　十兵衛も顔が引きつっている。
　千姫と宗朗も、緊きん張ちようで顔が強ばっていた。
「……ところでおぬしら、『桃もも太た郎ろう』の話は知っておろうの」
　とうとつに幸村が言う。
「もちろん、知ってるさ。桃太郎が鬼おに退たい治じに……ぁ」
「鬼……鬼の首、天草のことを言っているのね！」
　宗朗が言い、千姫が気づく。十兵衛だけが、相変わらず「？」を浮かべている。
「そうじゃ。桃太郎は鬼退治に鬼おにヶが島しまへ行く。そのとき、どうしたかの」
「あ、はいはいはーい！　吉き備び団子を持っていったの！」
　とたんに、活気づく十兵衛。手を挙げて回答するが、
「半分正解じゃ。育ての親のおばあさんがくれたその吉備団子をどうした」
「吉備団子を……あ、犬さんと猿さんとキジさんがいてえ、その吉備団子を……」
「うむ」
「あ、でも動物に甘あまい物はいけないんだって！　さっちんにお団子あげようとしたら、ぐっちゃんが言ってた。……さっちん……ぐっちゃ、ん」
　そこまで言って、佐助と兼続のことを思い出したらしい十兵衛がまた涙ぐむ。千姫が隣となりから、
「もういいわよ！　早く肝かん心じんなことを教えなさいよ！」
　せっかちに口を出す。
「ふふん、ならば聞かせてしんぜよう。桃太郎は鬼退治に行った。鬼が示すものはすなわち鬼門、北東の方角じゃ。そして、十二支の干え支とを順に並べてみよ」
「ええと、子ね、丑うし、寅とら、卯う、辰たつ、巳み……」
　宗朗が思おもい浮かべながら言っていくと、
「それらが方角に対応しておるのは知っておろう。子が北、十二じゃから時計の文も字じ盤ばんに当てはめていけばよい。さすれば鬼門に当たる北東は丑寅。その逆は……」
「酉とり……、あ、戌いぬと申さるが隣にある」
「桃太郎のお伴ともは犬＝戌、猿＝申、キジ＝酉だから……」
「さよう。桃太郎が戌、申、酉を供にしたのは、鬼とは正反対の縁起の良い動物だからじゃ」
「そうか。鬼と戦うために桃太郎は、鬼を征せいするための力を持った動物を……」
「陰おん陽みよ道うどうにかなっていたのね」
「おんみょう？」
「さよう。そして鬼門の鬼は丑寅、と言えばなんじゃ？」
「牛と、虎……」
　これには十兵衛が答えた。
「あー、鬼さんって、トラ柄のパンツだよ。角も生えてるし」
「そうじゃ。丑寅の方角を表すゆえ、虎とら袴ばかまを穿はき、牛の角を持つ姿に描えがかれていたのじゃ！」
　幸村が言うと、十兵衛がパッと笑った。
「そっかぁ！　そんな鬼さんなら、十兵衛怖こわくないの！　よぉ～し、行こ！　お兄ちゃん！」
「あ、十兵衛！　押すなってば、こら、危ないから、うあぁあ！」
　急に宗朗の腕うでを取って歩き出す十兵衛。
「ゆっきー！　千姫さーん、早く早く！」
　そのふたりを見て、
「単純ねー。ま、千もちょっとなごんだからいいけど。これも士気を高める軍師の策ってやつかしら」
　千姫が幸村に言った。ちょっと笑うその顔に、幸村もわずかに笑って返す。
「ま、そうかもしれん。我らも、まいるかの」
「ええ」
参◆水晶の魔法陣
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「……んー、ボラ調子いい感じ。まえよりいいかも」
　むっくりと又また右衛え門もんが起き上がる。
　手術台にも似た寝しん台だいの上。又右衛門はその身に一糸もまとっていなかった。
　腕や脚あし、肩かたや股またの関節が、からくりのまま剥むき出だしになっている。が、みるみるうちに薄うすい皮ひ膚ふのようなものに覆おおわれて、見えなくなった。
「あまり派手に壊すな。もうその身体が最後のひとつだ」
　そう言う声は、正しよ雪うせつだ。寝台の側から離はなれたところで、手に持っていた器具を傍かたわらの台に置く。
「わかってるっての。このからくりの身体を作ったのが、かなりの人形師だってこともな。おかげでこのとおり、エンコーだってできそうだって」
　又右衛門が寝台の上に胡座あぐらをかく。
　その目が、部屋の隅すみに捨てられた、胸から下がグシャグシャになった古い身体を見下ろした。
「大おお江え戸どで大暴れしたせいで、ちょうど焙ほう烙ろくなんかはなくなってたしな。補ほじ充ゆうも完かん了りようってわけだ」
　腕や脚をさすってみている。
　天あま草くさ一党の本陣、大聖堂。その一部に当たる場所だった。
　寝台のほかは、正雪が扱っていた器具などを置く台があるだけの小部屋だ。天てん井じようも低く、壁かべも岩いわ肌はだが剥き出しのままなのは、他ほかの部屋や広間と変わらない。
　兼かね続つぐとの戦いで大破した又右衛門は、胤いん舜しゆんの式神のはたらきでここへ運ばれた。
　その彼女を新しい身体へ付け替かえたのが正雪だった。
　腕や脚だけならともかく、これほど大きく損傷しては、又右衛門自身にも作業は不可能だったからだ。
「礼を言うっての。サンキュ、正雪のアネキ」
　わざとそう言って、又右衛門は笑った。髪に挿した風車が回った。
　手の指を握ったり閉じたりする。これも問題ない。
　もう又右衛門の身体には、ぴったりとみずみずしい肌はだが再生されている。
　からくりの身体は金属と木でできたもので、本来、関節などは剥き出しだ。それをこのように皮膚が覆っているのは、又右衛門の「剣鬼ダークサムライ」としての能力にあった。
　いわば、胤舜の式神のようなもの。
　胤舜が操あやつるものと違って、肌として全身を覆わせることしかできないが、それでじゅうぶん、又右衛門を人間と違わないものに見せている。
「アネキはやめてもらおう」
　笑いもせず、部屋をあとにしようとする正雪の背中に、又右衛門が言った。
「なあ、あんた、天草さまを召しよ還うかんしたんだよ、な」
　正雪の歩みが止まった。
「なんのことだ」
「とぼけなくてもいいだろっての。あんたはあたしたちとは違うよな。あたしや、胤舜や、小こ次じ郎ろうや武む蔵さしのヤツとは、あんたは違う。あたしらは、天草さまから直々にこの世に召還された。天草さまの力で生かされてる。ま、ふつーの生きてるってのとはちょっと、違うかもしれねーけど」
　又右衛門は裸はだかのままだ。褐色の肌の、首筋をガリガリ掻いた。
「なにが言いたい」
「いや、なにってつまり。あんたがもともとの始まり、っての？　あんたはほかのサムライの女ども……あの宗むね朗あきらってのの『剣姫マスターサムライ』や、徳とく川がわのあいつらと同じ、サムライなんだろ？　それが、天草さまを召還した。なんでだ？　いや、まあ、目的とかどーでもいいっつーか、あたしがここにいられりゃそれでいーんだけど。ほら、あんたとこんなふーにサシでしゃべるのも初めてだし、ちょっと知りたいな、ゆーて、聞いてみっかな、みたいな」
　かなりくだけてわかりにくいが、又右衛門の意図するところは明確だ。
「それを知ってどうする」
　正雪がわずかに後ろ、又右衛門のほうへ振ふり返かえる。
「どーもしねえーけど。あたしは最後まで天草さまについてお助けするっつーか、怒おこられないように、すげーほめられるように、なんでもするだけだからさー。ただ、なんての？　天草さまのじゃまするヤツはさ、許さねーつーか……敵でもなんでも、な」
　それだけ言うと又右衛門が黙だまった。しかしその目は、一心に正雪の背中を見つめている。
　どちらもしゃべらないまま時間だけが過ぎる。又右衛門がその手で、自身の膝の関節をなでた。カチッ、と音がした。
[image: 画像]
「フッ」
　正雪が笑った。よりはっきりと振り向むき、又右衛門に目を合わせる。
「たしかにわたしだ。契きつ丹たんの秘術により、この世にお迎むかえした。それは徳川の世に恨うらみを持つ者どうし、ともに手をたずさえ、ともに戦うためだ。そのためにわたしは学園の生徒会に潜せん入にゆうし、会長慶よし彦ひこの信も得た。世の豊臣待望の動きを利用し、天草さまを豊臣方の首しゆ魁かいにも擬ぎした」
　正雪が語る。又右衛門は裸のままじっと聞いていた。
「……天草さまはおまえたち『剣鬼ダークサムライ』を召還した。それは天草さまの強大な力あってこその技わざ。わたしなどではとうていおぼつかぬもの。それゆえ、わたしと天草さまは、こうしていまも、これからも、ともに戦う者としてある。天草さまはそのお力を存分にお使いになる。わたしはその天草さまを助け、お力を使いやすいよう気を配る。事を調ととのえる、というかな。そういうことだ」
　正雪が話し終えた。又右衛門はニッ、と笑う。
「そうか。そーだよな。それしかねーっつの。つまりあたしとあんたは味方だし仲間だ。それでいーんだよな」
「もちろんだ。いまも傷ついたおまえの身体をつけ替えたのはわたしだ」
「ああ。ありがとよ。それなら話は終わりだっつの」
　又右衛門が寝台から跳はね起おきた。そのまま宙を一回転して床ゆかに降りる。壁にかけられていた自身の上着を羽織った。
「超ちよう軽かるいぜ。いい感じだっての。あ、いっちょ残りも、楽しくやろうぜ。なぁ」
　正雪に目配せする。正雪はわずかに、
「もちろんだ」
　うなずくと、こんどこそ部屋をあとにした。
「さーて、そろそろ残りの奴やつらが来るころだっつーの。また又右衛門さんの勝ちだってーの！　ひゃはは！　超、ウケる。天草さまに超ほめられるっての！」
　あとには又右衛門の笑いが残った。
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「……おかしいのお。さっきからまだ数メートルほどしか降りておらぬはずじゃが。この広さは」
　幸ゆき村むらの言うとおりだった。
　振り仰ぐ頭上の空間は、天てん蓋がいが見えないほどに高い。
　照明はないはずなのに、天蓋そのものがボゥっと白く光っていて、足元はもちろん、お互たがいの姿もはっきり見えた。
　つづら折りの山道のような岩場をいくつか降りただけで、このように広い空間があるわけはない。
「これも天草の幻げん術じゆつだっていうの？　地下の大坂城のときみたいに」
　千せん姫ひめが言う。
　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく地下の空くう洞どうに造られた大坂城に押し入いった千姫たちは、途中、幻術で作られた廊ろう下かをさんざんどうどうめぐりさせられ、さらに式神に襲おそわれた経けい緯いがある。
「おそらくは、な。しかし、やつの狙ねらいが我らにある以上、ただ迷わせておくためではあるまい。時間はやつにとっても貴重なはず。いずれなんらかの手段で襲って来るは必定」
「そのためにも、バラバラにならないよう固まっていないと、だ。ひとりひとりになったら、敵の思うつぼだからな」
　宗朗も言う。
（さっきから……）
　腰の鬼切の太刀が温かくなっている気がする。単に歩いて身体が温まっただけかもしれないが。
「お兄ちゃん！　あれ……」
　十じゆ兵うべ衛えが声を上げる。指さす。
「なん、だ……!?」
　宗朗が見上げる。頭上の空間の光が増して、落ちてくるような錯さつ覚かくをおぼえる。
「これも天草の攻撃か……！」
　身構える幸村。まぶしく天蓋をにらむ。しかし、敵の攻撃の詳しよ細うさいがわからない。
「違うわ！　見て！」
　千姫が顔の前にかざした手の、指の隙すき間まから仰ぎ見みていた。
　その声を合図のように、空間のまぶしさが減じていく。やがて光の中に映し出される影かげが、より見やすいものに変わっていった。
「これ……は、どこかの風景なのか」
　宗朗が眼めを細める。が、それも必要なくなった。はっきりと映し出されている。
　立体的な画像として浮かんでいるのは、多くの水晶柱だった。それ自体が輝かがやき、地中から生え出たように岩がん盤ばんから突つき出している。
　映像は天地逆さまに映り、水晶の天辺てつぺんが下にいる宗朗たちに向かっていた。
「水晶か。あのように多く……」
「中に、なにかあるわ！　ううん、あれは……！」
　最初に見つけたのはまたも千姫だった。指さす、その指が震ふるえている。
「べーたさん！　べーたさんだよ！　あ、さっちんも！」
「兼続もおるぞ！　あれは……」
「半はん蔵ぞう……」
　千姫の目に、もう涙がたまっていた。それは、幸村や十兵衛にも。
「ここに、いたんだ」
　輝く水晶の中、白い裸ら身しんを佇ちよ立りつさせ、あるいは縛しばられたように固定した四人の姿。天地が逆なので、下から見上げる宗朗たちに顔を向けている。
「又また兵べ衛え……やっぱりここにおったのじゃな。だいじょうぶ。傷ひとつないではないか。必ず、わらわが助けるぞ……」
　幸村の表情が思わずゆるむ。千姫も、
「半蔵。いま千がそこへ行ってあげる。ぜったい取とり戻して見せるから。おまえは、千の側にいないとぜんぜんダメ、なんだから！」
　目め尻じりをぬぐった。
「ぐっちゃん！　さっちん！　待っててね！　十兵衛、がんばるよぉ！」
　手を振る十兵衛。
「あれは、どこの光景なんだ。この先にあの場所が……」
　宗朗は水晶以外のところを見て、なんとか場所のヒントがないかと探す。
（水晶の柱は……円を描くように八つ。そのうち四つにみんなが。いや、もうひとつ、なにか……）
　目を凝こらす。が、人ひと影かげのように見えて詳細が見えない。そこだけ、水晶の輝きが暗くて影になってしまっている。
「水晶の中心に描かれているのは、西洋魔まじ術ゆつの呪じゆ術じゆ紋つもん……魔ま法ほう陣じんじゃな」
「魔法、陣！」
　幸村の言葉に、宗朗が声を上げた。
「驚おどろくにはあたらぬじゃろう。天草は西洋魔術を使っておる。魔法陣に書かれているのはラテン語のようじゃ」
「でも、西洋の魔術で、この日の本の結界を破ったり、破は壊かいを……」
「西洋だの東洋だのは、表現する手段が異なるだけじゃ。同じことを日の本古来の呪術、陰陽道でも果たし得るじゃろう。天草が単に黒魔術を使っておるというだけじゃ」
「天草は、じゃあ、なにを……。みんなをあの水晶に、収めて」
「……贄にえとなる『剣姫マスターサムライ』たちを収めた水晶を備えた、あれなる魔法陣の術式……！」
　言いながら、幸村の額に汗あせが滲にじんだ。
「わかるのか。魔法陣の、意味が」
「……あれは、西洋の魔道書に似た一節があったように思う。地の龍りゆうを目覚めさせ、その力を自らのものとする呪じゆ文もん。……推測じゃが。この宝永山火口の本陣といい、地中から突き出でた水晶といい、おそらくは、この富士山を噴ふん火かさせ、その溶よう岩がん、火山灰、大規模な地じ震しんを引き起こすこと。それを龍脈によって大江戸、ひいては日の本の広こう範はん囲いの場所へと伝え、被ひ害がいを数倍、数十倍とするための……」
「噴火、地震……ですって！」
「なんてことだ。それじゃあ大江戸の一千万の人たちが！」
「うむ。ここをなんとしても防がねば。噴火が起こってしまってからでは、被害の防ぎようがない。それに……」
「まだ、なにかあるのか」
「触しよくが近い。おそらく天草は、触の力を利用しようとしておるはず」
「触……月げつ蝕しよくのことか」
「さよう。月の引力が高まって、地が引かれる。地の底のマグマが活性化し、溶岩が溶とけ出す。そのときを天草は待っておる」
「ちょっと待てよ。月蝕っていえば……」
　宗朗が気づく。幸村がうなずいた。
「そうじゃ。今こ宵よいは満月。太陽と月が黄道と白道にて交わる。あと数時間。ゆえに我らをここへ、この場所へ呼び寄せたのじゃ！」
　幸村の推測はすでに確信に変わっている。宗朗はうなった。これだけの材料で、幸村は天草の謀ぼう略りやくをほぼ暴あばいて見せた。
「そ、それじゃあ、天草を止める術は……」
「お兄ちゃん、見て！」
　十兵衛の声に、宗朗の言葉はかき消された。指さす方を見上げる。
「あれ……は！」
　空中の立体映像。その境界は空間とぼやけて混じり合っている。
　映像に映し出されている範はん囲いの外から、入ってきた者がいた。円形に並んだ水晶柱の中心、魔法陣の中へ進む。
　紫むらさきのケープ。紫の長い髪かみを巻き上げ、髪には十字の飾かざりが突き挿さされている。
　宗朗たちは下から映像を見上げているが、視点は上からになるので、人物が上を向かない限りその顔はよく見えない。しかし見えなくとも、その者が誰なのか、すでに宗朗も幸村も、千姫も知っていた。
「天、草……！」
　その姿を血が出るほど見つめながら、宗朗が漏もらす。
　その声が聞こえたように、紫の髪の女が、上を向いた。宗朗たちが見上げている映像では、下を「見上げた」。
「ぁ……あ」
　視線が、交こう錯さくした。
　天草の視線が宗朗に、幸村に、千姫にも、突き刺さる。十兵衛にも。
　その燃えるような橙だいだいの目を見た瞬しゆ間んかん、宗朗の心が嵐あらしの夜の海のように波立った。
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「うぅっ！　天草……！」
　気がつくと、鬼切の太刀を抜ぬいていた。頭上の映像に向かって突き上あげる。
「よすのじゃ、宗朗！　あれはただの影じゃ！」
「そうよ、太刀を抜いては……！」
　幸村と千姫の言葉は、頭ではよくわかっている。が、身体が言うことをきかなかった。そうしてもなお、さらに頭上の影に太刀を突き立たてたいという憤ふん怒ぬが駆かけ抜ける。
　鬼切の太刀が、うっすらと燐りん光こうを放っていた。その青白い光を見とがめたように、天草の目線が動く。
「見えて、おるのか。こっちを」
　幸村の言葉にも反応するように、幸村を見つめる。見下ろす。
「見えておるのなら天草！　わらわの声が聞こえるか！　おぬしの計略はすでに見み透とおした！　このうえさらに我らを捕とらえるというなら、いざ尋じん常じように勝負せよ！　そのために我らはこの場へまかりこしたのじゃ！」
　幸村が叫んだ。拳こぶしを握りしめている。だが天草は無反応だった。いや、少し笑った。紫の唇くちびるが、裂さけるような笑えみを作る。
「聞こえて、るのか」
　宗朗が漏らした。
「ちょっと！　聞こえてるの!?　聞こえてるなら……！」
　千姫も薙刀を振り上げ、叫ぶ。が、天草の視線は宗朗たちから、周りの水晶へと注がれていく。
　天草が魔法陣の中心から、一本の水晶へと歩み寄った。
「あれは……又兵衛の水晶じゃ。なにをするつもり……」
　訝いぶかしむ幸村が見つめる中、それは起こった。
　天草が水晶柱に手をかざす。水晶の面に手を触ふれ、撫なでる。と、次の瞬間、
「っ……!!」
　パッ、と水晶の中に、赤い飛沫しぶきが散った。
　飛沫というより、血ちけ煙むりか。水晶の中は固体なのに、まるで空洞かなにかのように真っ赤な液体が迸ほとばしり、飛沫が雲のように立ちこめる。
　水晶の中は、赤く閉ざされた。
　その中に、さっきまで人型だった影が、バラバラに砕くだけ散ちって崩れ落おちる。
「ば、バカ、な……!!　又兵衛が……そん、な……!!」
　幸村が瞠どう目もくする。その目が、震えていた。身体までが震えて、膝ひざが崩れそうになる。
「ゆっきー！」
　支えたのは十兵衛だった。幸村は一いつ瞬しゆんその手を振り払はらおうとし、次に、しがみついた。
「まさか……そんなことはせぬはず、そんなことは……、それでは我らをここへ呼び寄せた意味が……」
　必死で論理に頼たよろうとする。
　が、又兵衛が入れられていた水晶柱は、水すい槽そうにも見える中、満たした赤い血の向こう、残ざん骸がいのような黒ずんだ影が沈ちん殿でんしていくだけだった。
「なんてことを……」
　千姫も怒いかりに身を震わせる。が、その表情が変わるのはこれからだった。
　天草が水晶柱から手を離す。もうその柱には用がないとばかり、離れる。別の水晶柱へ。そこには、
「ま、まさか……半蔵！」
　半蔵の入った水晶柱だった。同じように手をかざす天草。
「バカな、やめろ！」
　宗朗が思わず叫ぶ。が、それすら聞こえないほどに、千姫が声を限りに叫んだ。
「やめて！　やめて！　お願い！　やめて……ぇええええ!!」
　が、続いて起こったことは、目を覆いたくなるものだった。
　それは又兵衛と同じ。天草が水晶柱に手を触れ、撫でる。何度か同じことをした直後、半蔵の裸身が、砕け散った。
「きゃぁああああ!!　イヤぁああああ!!」
　血煙の中に、半蔵の首から上が沈しずんでいくのが見えた。その角度は、あきらかに水晶柱の中に固定されていたときのものではなかった。
　首から下の身体も、一瞬で粉々になり、沈んでいく。
「委員長……！」
　宗朗も思わず叫ぶ。だが、よろめき倒たおれる千姫を抱だき留とめるのが先だった。
「千姫さま！」
「い、イヤぁ！　イヤぁ！　半蔵……半蔵が！」
　それ以上の声は、千姫の喉のどの奥おくでかき消された。知らないうちに涙が噴ふきこぼれていた。
　だがまだ終わりではなかった。
　さらに天草が、別の水晶柱へと歩む。
「ダメぇえ！　それはぐっちゃんの……！　ダメぇ、さわっちゃダメなのぉお！　あ！　あああー！」
　パシャ！　そんな音が聞こえたようだった。熟れきったトマトをいっきに握りつぶし、破は裂れつさせた。そんなふうに水晶の中で血が飛び散る。
　そして佐さ助すけの水晶柱にも。
「さっちゃん！　さっちん！　逃にげてよぉー！　ダメダメダメぇ！　ヤだぁああ！」
　十兵衛の必死の声もむなしく、同じように血と肉の破は片へんとなって水晶柱を満たしていく、もとは佐助だった影。
「……な、なんで、だ。どうして……」
　宗朗は混乱する頭で、口走っていた。まだ腕には幸村を抱いている。幸村がけんめいに冷静さを取り戻もどそうと、試みていた。
「ありえぬ。こんなことはありえぬ。これではヤツの……天草の計略が成らぬはず。これは我らへの、作られた幻げん影えい。そ、そうじゃ、幻まぼろしじゃ！　そうに違いない。それしか、考えられぬわ！」
　が、幸村の必死の言葉に、
「考えたって、意味なんてあるの！　見たものがすべてじゃない！」
　千姫が言葉をぶつけ、イヤイヤをするように、首を振る。長い髪が、一瞬広がって乱れた。
　宗朗もまた、歯を食いしばって頭上を振り仰あおぐ。映像を見つめる。
（そうだ。幸村の言うとおり、これは幻だ。それしかない。こんなことをしたって、天草には何の得にもならないじゃないか。せっかく集めた『剣姫マスターサムライ』を殺して……、ぼくたちに見せたって……、それとも見せるために？　……ぼくたちに見せつけるために、あんな殺しかたを……い、いや、みんなは死んでなんか……！）
　一瞬、思考がなにかに触れた気がした。が、そのまま通り過ぎてしまう。半蔵たちの姿があまりにショックだったためか。その生存を信じたいために心が拒きよ否ひしてしまうのか。
「……！」
　天草が、振り向いた。見上げる動作で、宗朗たちを見下ろす。
「うぬ、天草……！」
　冷静さを取り戻したと見えた幸村までが、天草に向かって憤怒の目線を投げつけ、大鉄扇を振り上げる。
「許さない……、絶対に許さない！　返してよ！　半蔵を返して！　みんなを……返してよぉ！」
　千姫の悲鳴混じりの声が響ひびく。
　それに応こたえるように、天草の目が燃える炎ほのおの色を濃こくし、紫の唇が裂けるような笑みを作った。
「あま……く、さ!!!」
　ドクッ、ン！　宗朗の動どう悸きが極限まで高まる。心臓の鼓こ動どうが喉から突き上げて来そうな怒りの興奮に、視界までが赤くぼやける。
　キッ……。ガラスにヒビが入ったような、そんな音が響いた。明確に音、とも思えない、空間を引ひき裂く、そんな空気の振しん動どう。
「……ぇ、あ？」
　宗朗の周囲が、白くぼやけている。
　見えない壁がそこにはあって、手を伸のばすとあるところから不意に感覚がなくなる。その先が、つかめない。
「幸村！　十兵衛？　千姫さま！」
　呼んだのが幸いしたのか、白い靄もやが少しだけ晴れて、三人の姿が見えた。
「よかった！　千姫……さま？」
　どうやら他の三人ともに、同じような感覚を味わっているらしい。
　戸と惑まどってあたりを見回し、しきりに口を動かしている。声を上げているのだろうが、その声が届かない。
「こっちの声も、聞こえてないのか。見えてもいない……？」
　宗朗からは三人が見える。が、三人はお互いも見えていない。それぞれがひとりずつの、白い靄の中に孤こ立りつしていた。
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「なによ、急に……みんな、見えなくなっちゃったじゃない。天草も……」
　千姫が頭上を見上げる。それまで見えていた、逆さ映しの映像が見えない。すべてが白い靄に包まれている。
　巨きよ大だいな洞どう窟くつの中にいるはずなのに、どこまでも平へい坦たんな広場にいるようだ。
「宗朗！　十兵衛！　おチビちゃんは……どこにいるのよ。はぐれたにしては、おかしいわね」
　用心深く歩を進める。
　しばらくひとりで歩くと、向こうから人影が近づいてきた。
「誰だれ？　おチビちゃん……いえ、あの背丈は……」
　薙刀の花散丸を握にぎった手に力が入る。が、
「半蔵！　半蔵なの？　半蔵……!!」
　靄の向こうから姿を現わしたのは、半蔵だった。いつもの装そう甲こうメイドドレス姿もそのままに、微笑ほほえんでいる。
「無事だったの？　逃げて来れたのね！　いま、千が……」
　歓かん喜きにうるむ千姫の瞳ひとみが、凍こおり付ついた。
　半蔵が、背中の大手しゆ裏り剣けんを引き抜き、かまえる。いますぐにでも攻こう撃げきに入る動きだった。武芸者の千姫にはそれがわかる。
「どうしたのよ半蔵！　千よ！　わかるでしょう？　さっきの、あの天井の映像はやっぱり幻だったのね。おまえがこうしているんですもの。その手裏剣をしまって。いつものように千の、側に……」
　ビュッ！　風が鳴って、大手裏剣が千姫の髪をかすめる。かわさなかったら、首がそのまま持って行かれていた。
「なにをするの！　危ないでしょう？　それを捨てて！　ちゃんと千のところへ帰って……来なさ……くっ！」
　ブーメランのように戻ってきた大手裏剣を半蔵はもう一度背せ負おうと、こんどは忍にん者じや刀を抜いて迫せまってくる。
　やむなく薙刀で応戦する千姫。半蔵の忍者刀を受け、払う。
「やめなさい！　千よ！　わからないの！」
　千姫は思う。先刻の、衝しよ撃うげ的きてきな映像も甦よみがえってくる。
（半蔵なの、ほんとうに？　だとしたら、天草に術をかけられている？　ならばあの……壊れてしまった半蔵は……。それとも、誰かが半蔵に化けているだけなの？　天草か、『剣鬼ダークサムライ』。でも、この匂においは……）
　打ち合って、身をかわしざま交錯する。
　半蔵のポニーテールにした髪が、千姫の長い髪と一瞬混じり合って、すれ違う。その感かん触しよく。匂い。
（これは……半蔵ね。間違いない。誰かが半蔵の振りをしてるんじゃないわ。ほんとうに半蔵なら……！）
　あの、打うち砕かれた映像はやはり幻だったのだ。
　うれしさが、こみ上げる。
「半蔵……!!」
　その刹せつ那な、ふたつに分けて両手剣けんとした忍者刀のひとつが、千姫の胸に食い込んだ。
　深々と、突き刺さる。
　意外にも、直後に噴き出す血はなかった。だがすぐに、上うわ掛がけを真っ赤に染めて、さらに滴したたり落ちるほどの量の血があふれる。
　コポ、プシャ……、間欠的に流れ出す血が音を立てる。
　反対に、千姫の顔はみるみる青ざめていった。
「……よかった。おまえが生きていてくれて」
　口を開くと、パッと血が飛び散った。だけれど唇は、微笑んでいる。
「せっかく生きてるってわかったんだもの。千が、殺すことなんてできない。そんなことなら、千が殺されたほうがいい」
　急速に失われていく血液のせいで口調がおぼつかない。視界が霞かすんでいく。手を伸ばす。
「半蔵。もうどこにもいかないで。ずっと、千と、いっしょよ……」
　半蔵の身体に触れた、つかんだ。そのまま、崩くずれ落ちる。暗転していく。
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「出よったな！　又兵衛の姿をしてわらわをたばかるつもりじゃろうが、そうはいかぬわ！」
　白い霞かすみの中、五丈じよ鑓うやりを携たずさえて進んでくる又兵衛に、幸村は言いはなった。両手の大鉄扇を握り直す。
（又兵衛の振りをした『剣鬼ダークサムライ』か。幻影か……。いずれにしても……）
　考えることは千姫と同じだった。そして又兵衛の姿に、それがまやかしだと思いながらもうれしく、心が弾はずむのを感じてしまう。
（やはり、生きておる！　又兵衛は死んではおらんのじゃ！　この者が真に又兵衛ではないとしても……必ず、生きて……）
　幸村が躊ちゆ躇うちよしている間に、一瞬で間合いを詰つめられた。又兵衛の鑓やりが来る。穂ほ先さきが、空気を切きり裂いて迫る。
「この鑓さばき、見事な……やはり又兵衛か。じゃが！」
　大鉄扇で防ぎながら、幸村が大きく跳とび退すさる。
「戦わなければよかろう！　天草の意図がわれらを同士討うちさせることなら、徹てつ底てい的てきに逃げるのみじゃ！」
　着地した幸村が得意げにそう言って立ち上がろうとするところ、
「な、んじゃと!?」
　背後から鋭するどく鑓が襲った。かろうじて、幸村は地面に伏ふせ、転がってふせぐ。顔を上げて、驚く。
　そこに又兵衛がいた。すぐに次の鑓を繰くり出してくる。
「……く、ぅ！」
（どういうことじゃ。わらわは確かに飛とび退のいて逃のがれたはず。回り込むにしても早すぎる。これでは……防げぬ！）
　又兵衛の鑓は休むことがない。
　逃げるばかりではいずれ必ず鑓先につかまってしまう。転がる不自由な体勢から幸村は、
「これで、どうじゃ！」
　大鉄扇のひとつを投げつける。
　地を這はう軌き道どうから、大鉄扇が又兵衛の足をすくう。避さけようとして又兵衛が鑓を引いたのを機に、幸村はようやく身を起こした。
（鑓じゃな。あれさえ奪うばってしまえば……使えなくしてしまえば、少なくとも討たれることはあるまい。じゃが……どうするか）
　稽けい古こで又兵衛と打ち合うことはあっても、それはあくまで稽古だ。身につかないわけではないが、このようなせっぱ詰まった状じよう況きようとはわけが違ちがう。
　戻ってきた大鉄扇を受けながら横っ飛びに跳ぶ。
（本気の又兵衛と真しん剣けんで戦うとこうなるということじゃな。たのもしいが……）
　ついこみ上げてくる笑いは、又兵衛の健在をこんなふうに確かめることができたから、かもしれない。
「参るぞ！」
　下がる、と見せて幸村は又兵衛を呼び込んだ。強きよ烈うれつな鑓先の前に、飛び込む。
　大鉄扇をかかげ、その後ろに身を隠かくした幸村は、しかし素す早ばやくもうひとつの大鉄扇を放っていく。
　一瞬あらぬ方向に飛んだ大鉄扇が、弧こを描いて戻ってくる。それは又兵衛を背後から襲う軌道だ。
（後ろの扇をかわすか受けるか、姿勢を変えればこのまま正面からわらわが飛び込む。籠こ手てを打って、鑓を落とす。正面のわらわに鑓をつけるなら、背中の扇を防げまい。我わがこと、成れり、じゃ！）
　幸村の大鉄扇は防ぐ武器。
　扇の端に刃はを出すこともできるが、いまは閉じている。ダメージは与えても、命を奪うことはない。
「ぅ、ん？」
　幸村の目の前で、又兵衛の鑓が引いた。
（後ろの扇を防ぐつもりか。ならば……！）
　籠手打ちもろとも、鑓を叩たたき落とす。そう決めて幸村がさらに迫る。……ところへ、　穂先が迫ってきた。それまでにも増して、
（速、い!?）
　やはり背中は犠ぎ牲せいにするつもりか、と思った。それならば、もう大鉄扇は又兵衛の背中を襲っているはず。
　このように鋭い突きを繰り出せるはずがない。
「……」
　又兵衛の背後で、大鉄扇が打ち落とされていた。
　じつは又兵衛は、鑓を引くと見せて、鑓の後ろの先せん端たん＝石いし突づきで大鉄扇を刺し突とつしたのだ。
　この動きならば、背後を振り返り、姿勢を変えることなく、大鉄扇だけを打だ撃げきし、打ち落とすことができる。
　そしてそれは鑓を前後に繰り出す動作の延長でもある。
「ま、まだじゃ！」
（たしかに両面からの攻撃は失敗したが、これを防げば……）
　大鉄扇のひとつは失われた。しかし残りのひとつで又兵衛の鑓を防ぎきれば。
　まだ幸村が勝機を探すことはできる。この場合、勝つためではなく、ふたりが生き残るため、の。
　しかし、
「なぜ……じゃ」
　鋭い金属のぶつかり合う音。そして弾はじけ飛ぶ音が響いた。
　それを聞いたときには、幸村の胸に熱く裂けるような感触が走っていた。
　痛みでなかった。真っ赤に灼やけた鉄棒を押おし込まれたら、きっとこんな感じがするだろう。不思議と納なつ得とくした気がした。
　胸から入った穂先が、背中へ抜けていた。
「そうか。そうじゃった、な……」
　楯たてにしたはずの大鉄扇が、裂けて扇の一部が弾け飛んでいる。幸村は思い出した。
『だいじょうぶですか、幸村さま！』
（あの稽古のときも、扇が一枚では、又兵衛の鑓を受け止めきれなんだ）
　又兵衛の渾こん身しんの突きを受けるには、「剣姫マスターサムライ」となった幸村でも大鉄扇を二枚重ねなくてはならなかった。
　突かれた大鉄扇を最後まで楯として保持していても、その扇の羽根が壊こわれてしまう。あるいは裂けてしまうのだ。
「それを、忘れておった。わらわとしたことが。じゃが……」
　幸村は膝を着くこともできずに、前のめりに倒れ伏す。
　駆け寄よってくる又兵衛はいない。かろうじて顔を上げると、もう霞んだ視界に、鑓の柄つかと、その向こうに又兵衛の長身が見えた。
「この鑓さばき、強さ……まことの又兵衛であった、な」
　血だまりの中に、顔が落ちる。
　顔の半分以上を血に染めながら、幸村の顔にはどこか安心した表情が浮うかんでいた。
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「が、ぁ！」
　まるで自分が血を吐はいたかのように、宗朗はうめいた。
　目の前で……正確には靄を通した見えない壁かべの向こう側で、千姫と幸村が相次いで倒れていった。
　それを目まの当あたりにしながら、何もできない自分。
「千姫さま！　幸村!!」
　声の限りに叫さけんでも届かない。届いたところで助けることもできない。
　血に塗まみれて沈んでいく己おのれの「剣姫マスターサムライ」たちに手を差さし伸べることもできない無力。
「ぼくは……」
　いつのまにか跪ひざまずき、両手を地面に着いていた。
（なにができたんだ。なにが『将』だ！　千姫さまや幸村が、すぐそこで倒れていっているのに……！）
　いっそ、自分にも痛みがあるといいのに、と思う。身を斬きられる、腕うでをもがれる痛みがあれば。
　少しは彼かの女じよたちの苦しみがわかるだろうに。
　さっきから握ったままの鬼おに切きりの太た刀ちが、ジンジンと熱さを増している。もう気のせいではない。
「だから、なんなんだ。敵を倒せなくて、みんなを救えなくて、なにが切り札だ！　鬼切の太刀なんて……！」
（やっぱり誰かに持たせて、ちゃんと使ってもらったほうが……）
　そこで気づく。
「……十兵衛。十兵衛は!?　どこだ。十兵衛！」
　千姫と幸村の戦いとその結末があまりにショックだったので、十兵衛にまで気が回らなかった。
（まさか、知らないうちに十兵衛もどこかで……）
　操あやつられた兼続と戦っていた、などということは……。
「お兄ちゃん、ゆっきーは？」
　突とつ然ぜん背後から言われて、宗朗は飛び上がった。
　振り返ると、そこにはいつもの十兵衛の姿がある。
「十兵衛、どこにいたんだ。誰かに、会わなかったか。兼続とか」
「ぐっちゃんに？　ううん。急に辺りが白くなって、みんなとはぐれちゃったの。十兵衛、がんばって探したんだけど、急に眠ねむくなっちゃって」
「寝ねてた、のか。まあ、そのほうがよかったかもしれないな」
（千姫さまや幸村の、あんな姿を見なくて済んだんだ）
　白い靄はゆっくりと晴れて来ている。また洞窟の荒あら々あらしい岩がん壁ぺきが見えてきた。
「終わったってことか。さっきまでの……」
「さっきって、なにがあったの？　お兄ちゃん。千姫さまも、どこに行っちゃったの？　お兄ちゃん、知ってるの？」
　小首をかしげる十兵衛。
「いや。よく聞くんだ十兵衛。もう幸村と千姫さまはいない。きっとあの水すい晶しように……」
　宗朗は見上げるが、そこにもう天草と水晶柱の映像はなかった。
（そうか。水晶の中のみんなも……い、いや！）
「お兄、ちゃん……？」
「ぼくたちだけだ。ぼくたちで、天草を倒す！　みんなの仇かたきを、討つ！」
　宗朗は十兵衛の肩かたを両手でつかんでいた。肩に指が食い込むほど強く。
「い、痛いよぉ、お兄ちゃん」
「いいか、この太刀を……」
　鬼切の太刀を十兵衛に握らせようとして、
『それはおぬしが持つべきものじゃ。おぬしの太刀じゃぞ』
　幸村の声が甦る。
「幸村……」
「どうしたの？　変なお兄ちゃん！　この刀、十兵衛にくれるの？　わぁい！　すっごくきれいな刀だね！　十兵衛、大事に……」
「い、いや、ちょっと待ってくれ。もう少し、考えさせてくれ」
　よろけるように太刀を鞘さやに戻す。太刀の燐光が消えて、熱が冷めていく。
「うん。いいよ、お兄ちゃん。行こ！」
　十兵衛が一歩二歩、進む。振り返かえって宗朗に手を差し伸べる。
　宗朗は少しだけためらって、その手を取った。背筋を伸ばす。腰こしの大小を、確かめる。
「そうだ。行くしかない。ぼくたちは」


　それから小一時間も洞窟を歩いただろうか。
　広大な地下ドームは、いつのまにか狭せまい山道のようになって来ていた。相変わらず天てんじ井ようは高いが、周りが高い壁になっていて窪くぼ地ちの道を歩くしかない。
「お兄ちゃん、ここ、歩けないよぉ」
　十兵衛の言うとおり、道がそこで終わって、崖がけになっていた。しかもやっかいなことに、またも靄が垂れ込めていて、下がよく見えない。
「なんとか、足をかけるところを選んで降おりられないか。ぼくが先に行くから……あ、十兵衛！」
「だいじょうぶだよ、お兄ちゃん！　十兵衛が先に降りて、下を見てくるの！」
「気をつけろよ、ゆっくり……。落ち着いて、ぁあ!?」
　言う側から、十兵衛が足を乗せた岩場が崩れた。
「きゃ！　きゃぁあああー！」
　ガラガラと岩の崩れる、落ちる音。そして、
「十兵衛!!」
　ドボッ、ン！　大きな水音が響いた。そのうえ、飛び散る飛沫が宗朗の顔にまで噴き上がってくる。
「水、なのか」
　宗朗が下を覗のぞき込むと、靄の底に十兵衛が手を振っているのが見えた。
「お兄ちゃぁん！　こっちこっち！　十兵衛はだいじょうぶぅ！　すっごく、あったかいよぉ！」
「あったかい？」
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　慎しん重ちように降りようとした宗朗だったが、けっきょく途とち中ゆうから滑すべり落ちてしまった。
　そして同じように、水の中へダイブすることに。だが、
「ぷは！　ほんとだ。あったかいぞ。温泉みたいだ。地下に温泉だって」
（富士は休火山だから、ありえないことはない、のか。いや、これも天草の幻影……）
　訝しむ宗朗。湯は膝の辺りまである。たしかに態ていのいい温泉だ。
　パシャ！　いきなり湯が塊かたまりになって飛んできた。いや、かけられたのだ。かけたのはもちろん、
「それぇ！　お兄ちゃん、ほらぁ！」
　バシャ、ザバッ……！　かかえ込むように、次々とお湯を浴びせてくる十兵衛。
「ちょ！　と、やめなさい、十兵衛！　こら、やめろって、わぁあ……！」
「きゃはは！」
　とうとうお湯だけでなく、十兵衛が身体ごとぶつかってくる。そのまま宗朗は湯の中へ押し倒された。
「ごぷ！　むぐ、ぁ！　……ぷはぁ！　な、なにやってるんだ十兵衛。ふざけるのもいいかげんにしないか！」
　めずらしく、声を荒あらげてしまった。
　湯の中に仰あお向むけで手を着き、頭だけを出したかっこうの宗朗。その上、覆おおい被かぶさるように四よつん這ばいの十兵衛。
　宗朗の身体はすっかり湯の中だし、十兵衛も胸までお湯に浸つかっている。
　濡ぬれた前まえ髪がみが顔を隠して、十兵衛の表情がよくわからない。口元が、笑っているように見えた。
「十兵衛？」
「お兄ちゃん。十兵衛といいこと、しよ？　お兄ちゃんも、もう疲つかれたでしょ？」
「なん、のことだ？　なんのためにがんばってここまで来たと……」
　言いながら、宗朗は気づいた。
（十兵衛……あのときの、十兵衛だ。昨日の晩、ぼくにキスをしようとした）
　見上げる十兵衛の唇が濡れているのは、お湯に落ちたからだけではない気がする。そして昨晩の十兵衛の、妖よう艶えんに濡れた唇も……。
「待て。そこをどいてく……れ」
　起き上がろうとする宗朗。だが身体が動かない。
　湯の中、いつのまにか十兵衛が腰の上に跨またがっている。それだけでなく、両りよ腕ううでも上から押さえられていた。
　十兵衛はますます身を落とすように屈かがめて、宗朗にぴったりと密着してくる。
　温かい湯がひたひたと洗う宗朗の胸むなもとに押しつけられる、十兵衛の胸、バスト。密着するとムニュと横からはみ出すそのボリューム、やわらかさ。
「ねえ、お兄ちゃん、もう無理だよ。十兵衛とお兄ちゃんだけじゃ、あの天草って人に勝てないよぉ」
「なに言ってるんだ。なんのためにここまで……それに、そんなこと言うなんて十兵衛らしくないじゃないか」
「ううん。十兵衛はぁ、十兵衛だよ。十兵衛、弱いから勝てないよぉ。死ぬのも怖こわいし。お兄ちゃんだって、あの武蔵さんとか小次郎さんに勝てるのぉ？」
「そんなことわからない。だけど、みんながぼくたちを生かしてくれたんだ。みんながこのために、犠牲になったんだぞ。又兵衛さん、委員長、猿さるの佐助は……でも、あいつだって別べつ荘そうの温泉で十兵衛を助けてくれたんだ。千姫さま、幸村、みんな戦って、天草の計略を止めるために戦って、それで……倒れて」
　死んだ、とは言いたくない。まだ幻げん想そうだと思う望みがある。
「うん。みんなすごーく、がんばったの。だから、もういいんだよ。じゅうぶん戦ったから、もう休んでいいの。勝ち目のない戦いをしても、ワンちゃんみたいでしょ？」
「ワンちゃ……犬、死にだって言いたいのか」
「そお！　だからね、お兄ちゃんは十兵衛といいことしよ？　そうして十兵衛を『剣妃サムライブライド』にしてくれるの！」
　十兵衛が笑った。宗朗は、ハッとした。
『これからの戦いで、これ以上我らが敗れ、おぬしの「剣姫マスターサムライ」が残るひとりになったら……そのときは、その「剣姫マスターサムライ」と契ちぎるのじゃ。もう一度言うぞ。よいか！　おぬしと「剣姫マスターサムライ」ただひとりが生き残ったら、そのときは……！』
　幸村の言葉が、またも脳のう裏りによみがえる。目の前で言われたように、響いた。
（ぼくと十兵衛。ふたりきりの、『将』と『剣姫マスターサムライ』。ぼくは、その『剣姫マスターサムライ』と……十兵衛を『剣妃サムライブライド』に……！）
　幸村の言葉は明確だ。
　ただひとり、残った「剣姫マスターサムライ」となら、そこにはもう迷いはない。選ぶ理由も、選ばない理由ももはやない。
　そしてそのときは、もはや「剣妃サムライブライド」にたよるほか術はない、万ばん策さく尽つきた状態ということ。これもいまの宗朗と十兵衛を言い当てている。
（だったら、幸村の言うとおりに……約束した、とおり）
「剣姫マスターサムライ」十兵衛は、少なくとも武蔵と互ご角かくの力を持つ。「剣妃サムライブライド」となれば、その強さは計り知れない。
（天草を倒すことだって……！）
「ね、お兄ちゃん。そうなったら十兵衛、お兄ちゃんのためにがんばるの。なんでもするよ？　『剣妃サムライブライド』になったら、勝てるんだね？　誰にも負けないよね？　十兵衛、うーんと強くなりたいよ。ね、だから、キス、しよ？」
「キス……？」
「うん、そうだよ。キスしてぇ……それからもーっと、いいことするの。こーんなふうに？」
　十兵衛が自分の、びっしょり濡れた制服を強ごう引いんにめくりあげると、首から抜き取とった。
「な、なにしてるんだ、十兵衛!?」
「だっていらないんだもん。フフ、お兄ちゃんも脱ぬいで。十兵衛、お兄ちゃんとくっつきたい。裸はだかでくっつきたいんだもん」
　屈み込んでいるせいで、ボリュームをいつもより増した十兵衛の裸のバストが揺ゆれる。宗朗のシャツを引き裂くように破ると、ぴったりと上体を押しつけてくる十兵衛。
「やめろってば、十兵衛！　やめるんだ！」
（おかしい。押さえられていないのに、腕が）
　動かない。上に乗った十兵衛が、重おも石しのようにのしかかっている。
　半ばお湯に浸かりながら、十兵衛がぴったりと宗朗に身体を密着させて来る。
　宗朗の耳に、十兵衛がささやく。唇が耳介をくすぐるように触れる。
「キス、しよ？　お兄ちゃん。十兵衛がみんなやっつけてあげるの。いちばん強くなって、お兄ちゃんを楽させてあげる。お兄ちゃんは、なにもしなくていいの。なんにもしなくていいんだから……」
　麻ま酔すいのように言葉が効いてくる。
　宗朗は無意識にうなずいていた。
（そうだよ。どうせぼくたちだけじゃ勝てない。天草どころか、『剣鬼ダークサムライ』の誰にも勝てないじゃないか。十兵衛を『剣妃サムライブライド』にすれば、きっといちばん強いサムライになる。天草だって倒してくれるさ。だいいち、幸村がそうしろって言ったじゃないか。ぼくはじゃまだから、なにもしなくていい。なにも、考えなくていんだ……）
　あたたかいのはお湯のせいだけではなくて、ぴったりくっついた十兵衛の裸ら身しんのぬくもりだ。
「うれしい。お兄ちゃんもキスしたくなったんだね。キス、するの。十兵衛とお兄ちゃんの、最後の、キス……」
　言葉の終わりのほうは、もう聞こえなかった。
　宗朗は睡すい魔まに引きずり込まれるように、意識を半ば失いつつあった。
（キス……するんだ。キス。十兵衛とキスして……キス……!!）
　言いようのない、違い和わ感かんが襲った。
　ほんのわずかな、でも気づいてしまったらもうそのままやり過ごすことのできない決定的な、瑕か疵し。
　なんなのか。宗朗はけんめいにその答えをさぐった。わずか一瞬の間に、めまぐるしく記き憶おくと意識が明滅めつする。
『キス、しよっか。お兄ちゃん』
『十兵衛、お兄ちゃんとキスするの……』
（十兵衛……!?）
『チューしたいよぉ、お兄ちゃん！』
　瞬間、意識が覚かく醒せいした。宗朗の目が見開かれ、細さい胞ぼうのひとつひとつまでが目を醒さました。
　身体が動く。腕を力を込めて、身を起こせば……。
「……ん、ぅ」
　濡れた唇が艶なまめかしく迫ってくる。ぴっちりと、押しつけられる。弾だん力りよくが伝わってくる。甘あまい匂い。あたたかさ。
「ぅ、ぁ……！」
　宗朗がうめいた。十兵衛の唇が、重ねられている。焦しよ点うてんも合わないほどに近い、十兵衛の顔。鼻の頭も触れ合あっていて……。
　目ま蓋ぶたが開いた。じっと見つめる紅あかい瞳は、ぼやけた視界の中で鮮せん烈れつに迫ってくる。十兵衛の紅い瞳。紅い……。
「オレは、柳やぎ生ゆう十兵衛……」
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　むっくりと、十兵衛が起き上がる。宗朗の肌はだから、密着していた十兵衛の肌が離はなれていく。熱が、急に醒めていくようだ。
「十、兵衛……。きみは」
（十兵衛は青い瞳だった、はずだ。『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんなのか。それだって、瞳の色は違わなかった。それなら、いま、ここにいる、のは……）
　宗朗を見下ろす十兵衛が、笑った。その唇が青く艶めいている。肌も青ざめ、髪かみも銀のような青に近い。
「よくオレを目覚めさせてくれたな。礼を言うぜ」
　十兵衛はまだ宗朗の上に乗ったままだ。伸びをするように、大きくのけ反る。バストが上を向いて、ぷりゅんと揺れる。
　髪の一本一本までが水を弾はじいて、冴さえ冴ざえと輝かがやいているようだった。
　立ち上がる。生まれたままの十兵衛が、宗朗を見下ろしていた。
「きみは、誰なんだ。『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんなのか？」
　宗朗も身を起こす。浅い湯の中に片かた膝ひざを着いた。
「オレか？　オレが真の柳生十兵衛さ。ふたつに分かれていた人格は、両方オレの出で来き損そこないってこと。ものすごーく堅かた物ぶつの十兵衛か、おバカな十兵衛で、変だったろ？　それもオレの中から出てきたってことになるけどな。はっはは！　おかしいだろ？」
　十兵衛が青ざめた顔で笑う。
　裸なのがまるで気にならないのか、宗朗に近づき、しゃがみこむとその顔を撫なでた。顔を触れるほど近づける。
「『剣妃サムライブライド』ってやつを期待してたのか？　なってやってもいいぜ。オレになにをする？　好きなように、弄もてあそんでくれてもいいよ。ほら、どうする？」
　顔を撫でる十兵衛の手がやけに冷たい。
　さっきまでの温かい唇や肌が、ウソのようだ。
　宗朗はわずかに腰を引き、居合の座型、本ほん腰ごしの姿勢を取っていた。ごく間近、正面の相手に対し、刀を抜くと同時に逆袈け裟さで切り上げる型だ。
「なにを言っているのかわからないけど、ひとつ教えてくれ。十兵衛は、どうなったんだ。ぼくの、妹の十兵衛は。それに、ぼくの『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんは」
（違う。この十兵衛は……。なにか、違う）
　宗朗の問いに、十兵衛はじっと見つめた目を逸そらさない。
「ふふ、止やめとけ……、おまえの剣はオレに届かない」
　宗朗の動きをすでに見切っていた。口くちの端はで笑って、
「だから、もういない。オレの中でひとつに溶とけ合わさって、影かげも形もなくなっちまった。これからはオレが十兵衛で、ただひとりの十兵衛さ」
　問いに答える十兵衛。だがそれで納得できる宗朗ではない。
「なぜ、なんだ。なぜ十兵衛と十兵衛さんがふたりに分かれて、いま、きみになったのか。どうして……」
「お子様は質問ばっかだな。まあいい。答えればあきらめもつくってもんだ。教えてやる。そのまえに……」
　十兵衛が立ち上がった。目を閉じる。さっきまでの不敵な表情が消え、仰向いたその顔は一いつし瞬ゆん神こう々ごうしく輝く。
　腰のあたりに置いていた手を、そのまま身体をなぞるように腹、胸へと持ち上げていく。すると腕が移動した部分に衣服が現われ、肩の上までかざしたときには、すっかりと衣服に包まれていた。
「その、服」
　十兵衛がふだん着ていた制服だ。少しばかりアレンジして、ミニが超ちようミニになったりしていたのもそのまま。
　しかし色がまったく違う。グレーと黒、そして白。暗く沈しずんだモノトーンにまとめられている。
　両りよ脚うあしの腿ももにつけた刀は変わらない。履はき物ものも。
　十兵衛であって、十兵衛でない。しかしいまの、赤い眼めと青ざめた肌の十兵衛には不思議とよく似合っている。
「こっちのほうがいい。……さあて。そろそろケリをつけないとな。振ふり返ってみろ。おまえの知りたいことが……」
　十兵衛がそこまで言うと、ニッと笑った。見たこともない、妖あやしい笑え顔がおだった。
　宗朗の心がざわめく。背中に、これまで感じたことのない妖よう気き、怪かい異いの波動を感じる。吹ふきつけてくる。
「ぁ……ぁあ」
　振り返ることすら、困難だった。
　恐きよ怖うふと畏おそれと、しかしそれにも勝まさる怒いかりが渦うず巻まき、宗朗をあえがせる。心臓がありえないほど脈打ち、汗あせが噴ふき出だす。
「……天、草！」
　ついに視界にその姿が見えた。だがそこからは、宗朗の侍さむらいとしての意識、日ごろの鍛たん錬れん、修練が勝った。
　脚を踏ふみ出す。その流れの上に、刀の柄に手を掛かける。抜きつつ、斬り付ける。
　鬼切の太刀は脇わき差ざしだ。じゅうぶんに踏み込んでの、片手打ちになった。
　目の前に迫る、近づく、天草の姿。身体。
　地下大坂城で一瞬見た、紫むらさきのケープに包まれた長身。炎ほのおが揺らめいているような橙だいだいの瞳が宗朗を射る。大きく空いた胸もとからこぼれる青白い肌と、その谷間の十じゆ字うじ架かを目がけて、斬り込む。
「ぅぁぁああああ！」
　迸ほとばしる声は、あとから出た。鬼切の太刀が、天草の胴どうから胸を薙ないで、肩へ抜ける。致ち命めい傷しようのはずだった。
（勝った！　天草に勝った！　天草を倒した……！）
　勢いを殺しきれずに、宗朗は身体を泳がせた。かろうじて踏みとどまる。おかしい。抵てい抗こうがなさ過ぎる。
　これが鬼切の太刀なのか。肉も骨も、断たち切るその衝しよ撃うげきが伝わってこない。
「ぅあ！」
　行き過ぎた宗朗は、振り向むきざまに身体を入いれ替かえようとした。二の太た刀ちを浴びせるためだ。しかし、
「斬ったか。吾われを」
　天草の目が、宗朗をとらえる。
　そして紫の唇が裂さけたような笑いを作る。
「ああ、斬る！　何度でも！」
　宗朗が二の太刀を袈裟から浴びせようとするのを、天草がその手を上げて止めた。
「ん、ぅ!?」
　太刀が、動かない。天草は片手を刀身に対して手を添そえるように上げているが、触れてはいない。
　なのに、渾身の力を込めても刀は微び動どうもしなかった。
「その太刀で、斬ったな。吾を倒たおそうとした。吾の命を奪おうとした。吾を滅するためだ」
　天草の声が響く。落ち着いた、冴え冴えとした声だった。
「そうだ！　おまえを倒す。おまえを倒してみんなを、取り戻す！」
　うわずってしまいがちな声を、宗朗は必死に引き締しめようとする。
　同時に太刀を、引こうとした。このまま押し斬れないなら、いったん引くしかない。が、それすらままならない。
「ふふふはははは！　よい！　よいぞ柳生の。吾が憎にくいか。吾を憎むか。もっと憎め！　もっともっと！　おまえの『剣姫マスターサムライ』をひとり残らず奪ってやったのはこの吾だ。おまえがいちばん頼たのみにしていた十兵衛も……」
　天草が振り返る。その目が、十兵衛を見る。
「ああ、そうだ。オレは天草さまに召しよ還うかんされた。天草さま第一の『剣鬼ダークサムライ』、柳生十兵衛三みつ厳よしさ……！」
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　十兵衛の言葉が宗朗を撃うつ。
　たったいま飛び込んできた言葉が、耳の中で何度も反はん響きようした。
「なんだ、って。それは……」
（十兵衛が……、天草の『剣鬼ダークサムライ』。最初から、そうだったのか。最初から……!?）
　宗朗の心が震ふるえる。驚おどろきと怒りと憎しみに、引き裂かれそうになる。
　また、天草が口を開いた。
「わたしが召還したサムライは、その魂たましいを強く引き寄せるあまり、どうしても何かが欠けてしまう。武蔵は『聞こえる』ということを、小次郎は『見える』ことが、胤舜は『話す』こと、又右衛門は『触れる』ことができない」
　それは宗朗も知っていた。幸村の仮説とも合がつ致ちする。
（なら、十兵衛は……ふたりの、十兵衛も……！）
　宗朗の表情に、天草が笑った。
「そうだ。十兵衛はどうやら、人格の一部を欠いたまま来たらしい。だがなぜか、おまえのところへ落ちたときには、別の人格が宿っていた」
「それが、妹の十兵衛なのか」
　尽つきない疑問、謎なぞ。
「そのへんは、オレの知らないうちのことなんでなあ。まあともかく、天草さまの召還術がオレを呼んだはずなのに、いつのまにかおまえのところへ落ちていた。そのとき、どうやら欠けた人格に、もうひとつ、新たな人格もできちまった。もともと出来損ないだったかもしれないところへ、さらにおかしなことになったもんだから、天草さまもすぐにはどうすることもできなかった、ってこと、だ」
　十兵衛が代わりに説明する。
「ならどうして、いま」
　本来の十兵衛が現われたのか。この場所、天草の本体に刺し激げきされてのことか。
「大坂城のこと。憶おぼえてるか」
　ふたたび十兵衛。うなずく宗朗を見ながら続ける。
「この十兵衛が、胤舜の式神で城へ連れ去られたあとのことだ。天草さまが新たに術式を施ほどこした。少し時間はかかったがな。じわじわとこの身体に浸しん透とうして、オレは甦って来た。だが最後まで、完全には取り戻もどすことのできなかった『こいつ』を自分のものにするのに必要だったのが、おまえのその『剣姫マスターサムライ』の契約だったとはな。皮肉なもんじゃないか!?」
　そこまで言うと、がまんしきれなくなったのか十兵衛は、爆ばく発はつしたように笑う。笑い転げながら、
「そうだ！　『剣姫マスターサムライ』になる儀ぎ式しきだよ。だがそいつを、逆に利用してやることにした。あの儀式……キスは、人格を入れ替える装置だからな。入れ替わる瞬しゆ間んかんは、無防備だ。空の身体があるだけだ。そこを、乗っ取ってやったんだよ、オレが。乗っ取って、残りのふたつの人格を消化してやった。ああ。胃いぶ袋くろが食い物を溶かして混ぜて、吸収するみたいにな。もう塵ちりも残ってないぜ。おまえの妹も、『剣姫マスターサムライ』ってやつもなぁ！」
　これでわかった。
　最初のうち、十兵衛がキスを拒こばんでいたこと。
　それによって現われた「剣姫マスターサムライ」が、天草の「剣鬼ダークサムライ」を倒してしまうかもしれない。だから「この十兵衛」はキスに応じなかった。
　だが人格交代の隙すきをつくことに気づいてからは、逆に自分からキスをねだった。
（十兵衛は、『キス』なんて言わない。『チューして！』、って言うんだ。ぼくはそれを知っていたのに）
　最後の最後、気づいたときには、遅おそかった。身体の自由を奪われ、キスを許してしまった。
「なにがおかしい！　おまえが十兵衛のわけがない！　サムライは、かつての侍と気高いその魂を繋つなぐ者！　おまえのような者が、柳生宗そう家けの歴史にその名を刻む、十兵衛三厳さまの魂を受うけ継つぐ者であるわけが、ない！」
「ほーお、言うねえ。オレが本物じゃないってのか。だがオレに言わせりゃあ、いままでこの身体の中にいた、妹だの『剣姫マスターサムライ』だののほうが、十兵衛なんかじゃちっともなかった。誰だ、そりゃあ、っていうところでな」
「ウソだ！」
「ウソじゃないさ。それになにか？　おまえはほんとうの三厳を見たことでもあるのか。残されたものだけを見て、美化されて脚きやく色しよくされた、『歴史』ってヤツを信じてるだけじゃないのかよ。十兵衛三厳がほんとうはどんなヤツだったか、知る者なんか当時の近い者しかいない。そのほんとうの人格なんてのは、当人しか知らないんだぜ」
「だが……！」
（まさか、三厳さまがこんな者であるはずが……。武蔵は、小次郎は……又右衛門は、あんな者だったのか？　幸村は……千姫、さまは……）
　迷いが宗朗の顔に出ていた。十兵衛はおかしそうに笑う。
「見た目や表面に出てる性格だけが、そいつの本質じゃないだろ？　それはおまえの『剣姫マスターサムライ』たちでよくわかってるはずだぜ」
「それ、は……！」
　宗朗が答えに詰まると、十兵衛は、なんだもう終わりか、とばかり急に興が醒めた表情になる。天草に、
「天草さま。そろそろ仕上げに入ってもよさそうかと」
　目配せする。天草もうなずいて、もう一度宗朗を見つめた。
「十兵衛の話、聞いたであろう。すでにおまえの知る十兵衛はここにない。永えい劫ごうにな。失われたのだ。そして、見よ……！」
　天草が手を放した。それまで吸い付けられるように動かなかった鬼切の太刀が離れる。宗朗が一歩下がって、剣をかまえ直そうとした刹那、それが見えた。
「……!!」
　あたりの景色が一瞬で変わる。
　高い天井こそ同じだが、そこは円形の広間になっていた。
　まず目に飛び込んできたのは、地面から生えた水晶柱の群。一定の間かん隔かくを空けて、環かんじ状ように並んでいる。
　それが、天井に映る逆さの映像で見た光景と同じなのは、すぐにわかった。その水晶柱の中には……、
「うぁぁ！　うぁああ！　うぁぁぁあああああ!!」
　中、だけではなかった。最初は暗くてよく見えなかった床ゆかにも。
　おびただしい屍し体たいが、倒れ、転がり、落ちていた。屍体というより、バラバラに砕くだけた身体の一部で、もはや誰がどうなのかもわからず、散乱している。
　その中に、
「幸村！　千姫、さま！　……委員長、兼続！」
　顔を捜すことはできなかった。が、目を背そむけても、髪や身体や、その一部の特とく徴ちようでわかる。
「剣姫マスターサムライ」たちの、屍しかばねだった。
「なにをいまさら驚く。見たではないか。天井の画像でも。これらの者どうしが戦って倒れるさまも、な」
　天草の言葉が背後から襲おそう。宗朗は振り返った。
「幻まぼろしだ！　こんなものが、幸村や千姫さまや、又兵衛さんのものか！　委員長も又兵衛さんも生きているから、千姫さまや幸村と戦って……！」
「これを幻だと言って、先ほど見たものが幻でないとなぜ言い切れる。そう思いたいと思うものを信じる振りをしているだけであろう」
「違う！　違う、違う、違う！」
　憤ふん怒ぬが宗朗からあふれる。鬼切の太刀が鈍にぶく、刃から光を放った。
（みんなの、仇を……！）
　そのとき、天草が宗朗の正面に相対した。
　両手を垂らすように広げ、足捌きもまったく隙だらけの、虚うつろなかまえ。隙を見せて相手を引き込むという、誘さそいのかまえでもない。
　それでいて、強い波動が宗朗を襲う。
　天草のゆらめく炎の瞳ひとみが、さらにその輝きを妖しくくゆらせる。宗朗の脳のう髄ずいに、錐きりのように挿し込んでくる想念。
『憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め憎め……！　呪のろえ呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え呪え！　殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ！　おまえの想おもいを、憎しみを、ぶつけるがいい。憎んでも憎んでも憎んでもまだあまりある、最大の憎しみと絶望を、吾に、ぶつけよ！』
　まるで、かまえた鬼切の太刀が吸い込まれるように、天草へと向かっていった。
　宗朗はかろうじて、袈裟に斬りつけようとした。が、実際は天草の胸へ、一直線の突つきになる。
「ぅぅぅぁぁぁあああああ!!」
　渾こん身しんの突きを放てば、その胸は藁わらクズのように突き通とおってしまうはずだった。
「！」
　刃が刺ささる瞬間、天草はケープを自ら勢いよく広げた。
　しかしその下に鎧よろいなどはなく、袖そでのない着物のような衣装の胸もとも露あらわな、女の身体があるだけだった。
　やわらかく、張りのある胸の肌が誘うように艶めいて、太刀の切っ先がそこへ吸い込まれていくのを宗朗は想像した。
　握にぎった柄に伝わってくる、肉を断ち、骨に刃が当たる手て応ごたえを。
　ギン……！
　名状しがたい金属音と感触に宗朗が気づいたときには、根本から折れた刀身が自分の顔をかすめて飛び散っていった。
　手元を見ても、それを理解するのに何秒かを要した。
「あ、ぁ……ぁ」
　鬼切の太刀が、折れていた。
　鍔つばから先が無む惨ざんに折れ、破は片へんがかろうじて残っているだけ。
　切っ先が天草の胸に触れた、と思った瞬間、鋼の壁かべにぶち当たったような、ひどい反動を受けた。
　そして刃が、折れていた。
「ばか、な。鬼切の太刀が折れる……。それも」
　天草の身体を貫つらぬこうとして、折れるなど。
「終わったな」
　漏もらしたのは十兵衛だった。紅い瞳は、もう終わったことには興味がない、というように半目になっている。
「まさか……」
　そのうえ、もう刀は折れて無いというのに、突きつけた鍔が天草の胸から離れない。まだ刀身があって、それが天草の身体に残っているというように。
「それでよい。この太刀も、もはや、吾のものだ」
　天草が言う。手を伸のばす。宗朗が握っていた柄を握る。とたん、宗朗はようやく柄を離すことができた。
　鬼切の太刀は、天草の手に移っている。刀身のない、柄と鍔だけの太刀だ。
「ようやくにも、手に入れたよ。おまえたちのおかげで……おまえが仕上げをしてくれた。これでよい。これで……」
　折れた鬼切の太刀をかざす天草に、宗朗は、
「おのれ！　まだ終わりじゃ、な……ぃ！」
　残った腰の大刀の柄に手を掛け、抜ぬこうとした。間合いはじゅうぶん。大刀の長さならばじゅうぶんに届く。
「おまえも、逝いくがいい。おまえの『剣姫マスターサムライ』たちのもとへ。な」
　天草が手をかざす。太刀を持っていないほうの手が、宗朗の額を撃った。
　届いてもいない。触ふれてもいない。だが、宗朗の動きは封ふうじられた。脚が、全身が、動かない。
「言ったよな、終わりだって。もっともずいぶんまえから、おまえはもう、そんなふうに終わってたんだが、な」
　十兵衛が言った。その顔が、急に白い靄もやに包まれていく。天草も、白く消えていくようだ。
「これは……ここ、は……！」
　その光景を少しまえに宗朗は見た。経験した。
（そうだ。幸村や千姫さまと突然別れて、それからふたりが戦うところを見ていた。透とう明めいの白い壁があるみたいに、進めなくて、声も届かなくて……）
　気がつくと手が、全身が、動かなかった。
　首も動かず、眼球だけをわずか上下に振ると、白さを増した自分の肌が見えた。不思議なことに、何も身につけていなかった。
（ぼく、は……！）
　もう声も出せない。すでに動かしにくくなっている眼球を、無理に左右に振ると、そこに水晶柱の列が見えた。
　水晶柱の部屋ならば、さっきまで宗朗が天草や十兵衛と相対していた場所だ。だが、違う。もはや宗朗は動けず。急速に思考も、失われていく。
　自分が水晶柱の一部になってしまったように。
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「……これですべての要素がそろった。あとは触しよくを待つのみ」
　天草のまえに、ひときわ大きな水晶柱がそびえていた。
　たったいま地中から現われたように、その下半分は岩に覆われ、土つち塊くれがまだこぼれ落ちてくる。
　魔ま法ほう陣じんの床の中心を突き破やぶった、その水晶の中に封じられているのは、宗朗である。
　自分が水晶の中に閉じこめられているのがまだ信じられないような、そんな驚きの顔に固定されていた。
　そして宗朗の水晶を取り囲む、環状に配された八つの水晶柱。
　その中には、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちがそれぞれ封じ込められている。宗朗が見た無惨な屍ではなく、どれもが美しい白い肌を、水晶の光にまばゆく輝かせていた。
「残りはひとつ。オレがそこへ入れば、円えん環かん陣じんは完成するんだろ？」
　十兵衛が言う。天草がうなずいた。
「むろん、その通りだ。そのためにおまえを召還したわけではなく、この柳生の者の『剣姫マスターサムライ』となったのは驚きであったが、この書のとおりに八人がそろったのだ。偶ぐう然ぜんではあるまい」
　この書、とは天草が使うラテン語の魔法書である。
　天草の最大の弱点である鬼切の太刀が失われたいま、もう畏れるものはなにもなかった。
　すべては計略どおり、動いている。
「オレの胸には……」
　十兵衛が言い、制服の胸もとをくつろげる。こぼれでる白いバストの谷間、その上側に、桜の花びらの痣あざが浮うき出していた。
「この『剣姫マスターサムライ』の徴しるしがある。間ま違ちがいなく、この身体、『剣姫マスターサムライ』の『気』力が、龍りゆう脈を動かすんだな」
　いまや「剣鬼ダークサムライ」十兵衛の人格に乗っ取られた「剣姫マスターサムライ」十兵衛の身体。
　しかし「剣鬼ダークサムライ」であり「剣姫マスターサムライ」という、この奇きみ妙ような存在によって水晶は埋うまり、円環は完成する。
　壮そう大だいな計略のための装置。
　その完成一歩手前の姿を前に、天草は眼を細めた。
「『剣姫マスターサムライ』たちは夢を見ている。この水晶の中にいる限り、それは心ここ地ちよい夢だ。それに較くらべて『将』たるこの柳生は、終始絶望と恐怖の中にある。繰くり返し襲うのは絶望の感覚のみ。それが魔法陣を振しん動どうさせ、起き爆ばくさせる」
　唯ゆい一いつ残った水晶柱を見る。
「行ってくれるのだな、十兵衛」
　十兵衛に、視線を移した。
　天草の揺らめく炎の瞳を受けて、十兵衛がしばらく無言でいた。それから急に、弾かれたように笑う。
「ははは！　あたりまえだろ？　天草さまへのオレの忠誠こそ、揺るぎないもの。いますぐ見せてやるよ」
　そう言うと十兵衛は、腿につけた脇差を抜く。逆手に持もち替えると、自分ののど笛にぴったりと当てた。
「ことが成るのを祈いのってるぜ」
　そのまま力を込めれば、のど笛はかき切られ、大量の出血と、その血が気道を塞ふさぐことによる窒ちつ息そくでほどなく死に至るだろう。
　脇差の刃はが動いた。
　プッ……、刃が最初に薄うすく皮ひ膚ふを切きり裂くと、血が玉になって盛り上がる。そこから刃が皮下脂し肪ぼうへ、さらに肉へと切りひらいていく、
「触までまだ時間はある」
　天草の手が、脇差を握る十兵衛の手に重ねられた。
　わずか数分の一秒の刹せつ那な。
　脇差が止まった。刃が、首から離れる。
「そうか。なら、もうしばらくここの空気を吸っててもいいかもな」
　手にした脇差を腿の鞘に収める。
　十兵衛の首に、線のようについた傷から、いくつかの紅い血の玉がこぼれ落ちそうに連なっていた。
「こっちへ」
　天草が十兵衛の手を取ると、抱だき寄せる。顔が近づく。
「お、い……」
「おまえの忠誠、見事であった。いずれまた見せてもらおう。それとも、止めないほうがよかったか」
「どっちでも同じことだぜ。オレの忠誠が揺らぐことはない。見ていたとおりさ」
「そうだな。だが」
　天草の手が、十兵衛の腿を這はい回まわる。内うち股またをなで回したと思うと、
「ちょ、っと、それ……ぁ」
　不意に脇差の柄つかをつかむと、引ひき抜いた。十兵衛の首筋に当てる。
「なにを、する……！　いま、やるつもりか。あんたの手で」
「いや……なに、簡単なことだ」
　そう言うと天草は、脇差の刃を離した。そして十兵衛の手を取ると、脇差をまた握らせる。
「なん、だ」
　うながされるまま、柄を握る十兵衛の表情に、畏れが走った。
「そう。脇差の持ち手は、順手のほうがいい。逆手だと、のど笛を斬ったはずみで、わたしのほうへ刃が飛んで来ないとも限らない」
　十兵衛に握らせた脇差を上から天草が握って、いま言ったとおりに動かして見せた。
　ちょうど脇差の持ち手と、十兵衛と天草の立ち位置、近さ、その三つが生み出した偶然なのか、それとも……。
「あ、あ。そうだな。はずみってものがあるからな。わかったぜ」
　十兵衛が言うと、天草は笑ってまたその手から脇差を取り上げると、こんどこそ腿の鞘へ戻した。
「よい。それでよい」
　天草の微びし笑ようがまた近づいてくる。十兵衛はわずかに顔をのけぞらせた。その首筋に、
「……ん」
　天草の唇くちびるが、押しつけられる。舌先が、傷をなぞった。
「ぁ……ぁあ」
「おまえは『剣姫マスターサムライ』であり、わたしの『剣鬼ダークサムライ』でもある。最後の瞬間まで、その役目を果たせ。よいな。でないと……」
　チュル……。小さく、吸う音がして天草が唇を首筋から離した。青い唇が、いまは紅く染まっている。
「あれ……は」
　十兵衛は首筋を押さえながら、わずかに下がった。離れた天草が、指さしているもの。
　それは、この魔法陣の部屋の片かた隅すみ。岩がん壁ぺきの一部が崩くずれたのか、えぐれたように窪くぼみになっている、その奥おく。
「あのように、なる」
　大きく広げた両りよ腕ううでの手首を鎖くさりで留とめられた少女がいた。
　うつむいた顔は乱れた髪に隠かくれてよく見えない。
　学園の制服を身につけているが、あちこちが大きく破れている。黒く汚よごれているのは乾かわいた血かもしれない。
　膝ひざを着いた両脚がなかば土塊に覆われていた。
　ゆいいつ、ヘッドフォン状の耳覆いが頭に残されているのが、見る者に彼かの女じよの正体を思い当たらせる。
「……武蔵？　武蔵なのか」
　十兵衛が当とう惑わくしたように言う。
「そうだ。宮みや本もと武蔵。わたしが召還した最強の『剣鬼ダークサムライ』と言っていい。が、少々わがままが過ぎるのでな。このようになった」
　天草の言葉に、
「死んでるんじゃないだろうな。まあ、オレたちの場合は、いまの状態が生きてるともいえないが」
　やや自じち嘲よう気味に応じる十兵衛。
「死んではいない。おまえたちの『死』とは、わたしが滅することだ。わたしからの『気』の流れが断たれれば、おまえたちは自おのずと『気』を失い、枯かれ果はてる」
「枯れて果てるってのは、あんまりうれしくない死に方だな。いや、『死』でもないってのか。生きていないものは死ぬこともない。枯れて消え去るだけ、とね」
　武蔵はふたりの会話を聞いているのか、意識を失うように眠っているのか、身動きひとつしない。
　十兵衛は武蔵をじっと見つめていたが、
「オレもせいぜい、気をつけるとしよう。まだ時があるなら、そうだな、この立派な聖堂ってやつと勝手に見せてもらうとするか。いつでも呼んでくれ。そんなことをしなくても、あんたにはすべてお見通しってところだろうが、な」
　ふと笑うと、天草から離れた。武蔵の繋がれた洞どう窟くつからも離れ、反対側の道から、魔法陣の間をあとにする。
　背中で手を振りながら歩み去る十兵衛を見つめながら、天草は武蔵にまた目を戻した。
「おまえにはまだ働いてもらわねばな。十兵衛も、だ。それまでは……」
　それから、まだ手に持っていた鬼切の太刀を目の前にかざす。
　鍔から先、刀身がまったくなくなってしまった刀は、もはや宝ほう剣けんでもなく、なにかを切ることもできない。
　ただのがらくただった。
「『将』ももはやわが道具、わが装置の一部でしかない。……しかし、徳川の『将』でなく、このような者に……宿っているとはな。好都合ではあったが」
「剣姫マスターサムライ」の水晶柱に目を移し、順に眺ながめると、その視線を洞窟の聖堂の、天てん蓋がいへ登らせる。
「触までは、あと数時間。最後まで楽しませてくれそうだ」
肆◆覚醒
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　水晶の中。
　ときおり小さく睫まつ毛げが震えるのは、彼女が夢を見ているせいだ。
　夢が心地よいほど、彼女の眠ねむりは深く、目覚めようとする力を奪うばっていく。
　そのまま、水晶の中にずっといたい。外の世界へ出て行きたくない。ずっとまどろんでいたい。
　夢は彼女たちの願望をときに混ぜ合わせ、とろかして、より甘く、なまあたたかく、包つつみ込み、くるみ込んでいく。
　唇が、わずかに緩ゆるむのは、笑っているからかもしれない。
　さらに深い、浮き上あがることのできないほど深い、快楽の眠りに落ちていく。


「ぅにゃ、又また兵べ衛え、わらわを抱いてたもれ？」
　小首をかしげて見上げるのは幸ゆき村むらだ。
　小さな身体がよけい小さく見える。いつもの自信たっぷりな表情が、いまは困った子どものようで、眉まゆが下がり、頬ほおがほんのりと染まっていた。
「はい、幸村さま」
　又兵衛が言い、手を差さし伸べる。幸村の身体を両手で抱き上げると、しっかりと抱き寄よせた。
　又兵衛も、幸村も、生まれたままの全ぜん裸らだった。そしてそれが、少しも不思議に思えない。
　ここはどこなのか。乳白色の薄い靄があたり一面にただよっていて、果ては見えない。地面というか床は、白いシーツかモヘアのようで、肌が擦すれても痛くない。やわらかく、わずかに沈み込む。
　裸はだかでいても少しも寒くない。わずかに湿しつ気けを孕はらんだ空気が、汗のにじむ一歩手前のけだるい暖かさで包んでくれる。
「又兵衛……うみゅぅ」
　又兵衛の腕うでの中で、幸村が仔こ猫ねこのような声を上げた。さっきまでの困り顔が一転、なんとも満足な笑い顔になって、身をくねらせる。
　正座を崩して脚を流した姿勢の又兵衛の、お腹なかから胸に密着して幸村の裸ら身しんがある。腕の中で、くるんと丸まっていた。
「幸村さま。おかわいい。幸村さま……」
　又兵衛の手が何度も幸村の頭を、髪をなでる。
「うはひゃ……うひゃぁ」
　眼を細めて笑い、その手に額や頭をこすりつける幸村。
　ふたりの肌と肌がこすれて、そのさわり心ごこ地ちがあまりに気持ちよくて、あたたかくて、よけいに押しつけたくなり、しがみつきたくなる。
　ギュッ、と又兵衛が幸村を抱く腕をかきよせれば、幸村もまた、又兵衛の裸の乳ち房ぶさに頬を何度もこすりつけた。
　肌が合わさるとふたりの匂においが混じり合って強くなる。
　鼻び孔こうをくすぐる匂いがまた、お互たがいを強く求めさせる。
「幸村さま、まるで赤あかん坊ぼうのよう……」
　又兵衛の乳房に顔を埋める幸村を、撫でながら又兵衛が眼を細めて笑う。
「んみゃ……おぬしも、まんまのようじゃぞ。又兵衛、わらわのまんまになってたもれ」
「はい、幸村さま。もっと甘えて、いいんですよ。もっと、甘えてほしい」
　幸村をあやすように小さく揺ゆする又兵衛。幸村はキャッキャと笑い声を上げ、乳房にしがみつく。
「ん、ぅ……ちゅぅ！」
　乳房の中に、幸村が自然に乳ち首くびを探して口に含ふくむのは、もう当然だった。
「ぁ、幸村さま」
　キュン、と痛いような心地よい感覚が駆かけ抜けて、又兵衛は顔を赤くする。目をつぶって、この新しい刺激に身を任せる。
「んちゅ、ちゅぷ……んく、んっ……」
　いっしんに幸村が、乳首を吸っている。そこから母乳など出ないはずなのに、コクコク喉のどを鳴らし、満足げにうめく。
「幸村さまが、わたしの乳を……。ぁぁ、うれしい。このまま幸村さまがずっと、わたしの子どもになって……。わたしが幸村さまを産んで、お育てしたい。赤子の幸村さまにお乳をあげて、おむつを替えてさしあげたい……」
　うわごとのように口走る又兵衛が頬を押しつける幸村は、どんどん幼く、小さくなっていくようだった。
　幸村の長い髪がおかっぱくらいになり、さらに産うぶ毛げが濃こい程度に頭皮を覆うようになると、乳房をつかむ手もずっと小さくなって、ころころした小さな指が乳房を揉もむようにグーとパーを繰りかえす。
「幸村さま。かわいい、かわいい……幸村さま……ぁ！」
　乳首をけんめいに吸う口は、赤ん坊でも吸い方をおぼえている。
　上あごか下あごの裏側に、舌で強く押しつけ、漉こし取るように吸い上げる。押しつぶされる乳首の痒かゆいような痛いような感かん触しよくが……。
「い……！　ぁ……、幸村さま、そんなに強く、噛かんでは……ぅ……痛……！」
　楽園のような気だるさ、心地よさに、錐のように差し込む痛みが、又兵衛の意識に食い込んでいく。
　一いつ瞬しゆんのうちに風景が変わる。
　黒い、硬かたい地面を凍こおるような風が摺すり上げてくる。
　寒さに又兵衛が肌はだをかき寄せようとすると、その腕に抱いていた赤子の幸村が冷たくなっていた。
「ゆ、幸村さま……」
　視線を落とすのが恐おそろしい。躊ちゆ躇うちよする又兵衛の前に、ゆらり、立ち上のぼった影が、ある形をとっていく。
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「ぐずぐずしないのよ！　半はん蔵ぞう！」
「は、はい、御お姫ひいさま」
　お湯の中から千せん姫ひめが裸身を起こすと、ざぶっと大きな波が立って、半蔵の顔にまで飛沫しぶきが飛んできた。
　湯ゆ殿どのの浴よく槽そうから上がった千姫の裸身に、あわてて浴衣ゆかたをかける。
　千姫はもちろん、いっしょに湯船の中でも手て脚あしをマッサージしていた半蔵も、全裸だった。
　裸の肌に浴衣が張り付いて、水すい滴てきを吸い取っていく。タオルなどではなく、こうやって濡ぬれた肌を乾かすのだ。
　もちろん一枚では足りない。濡れきった浴衣をはがし、新たにかわいた浴衣をまた、千姫の肩かたに掛けていく。
「おまえも拭ふきなさい」
　そう言うと千姫が、湯船のそばにあつらえられた夜具の上に腰を下ろす。寝ね間ま着きも身につけない裸身を、うつ伏ぶせに伸ばしていく。
「早く、よ！」
「は、はいぃ」
　急いで自分の肌に、濡れた千姫の浴衣を押おし当あてて水気を取ると、半蔵はおずおずと夜具の前へ進み出た。
「なにしてるの。早く入りなさい」
「で、でも。それは、あの……御姫さまとごいっしょ……」
「そうよ。なにか問題でもあるの？」
　千姫は半身になって掛け具を持ち上げ、半蔵を誘う。その姿に、半蔵は身体の奥がキュンと締しめ付つけられるような気持ちになる。真っ赤になってモジモジと腿ももをこすり合わせながら、夜具の中へ身を滑すべり込ませる。
　一枚の掛け具の中に、千姫と裸身を並べている。
　そう思うだけで半蔵は頭の中が沸ふつ騰とうしそうだった。やたらに肌が火ほ照てるのは、たったいままで湯を浴びていたからではない。
「どうしたの？　どうしてなにもしないのよ」
　仰あお向むけのまま硬こう直ちよくしている半蔵に、千姫が半身のまま顔を覗のぞき込む。
「い、いえ、あの……」
「なによ。いつも千のこと、考えてるんでしょ？　千の肌に触れてみたい、とか、髪かみの匂いを嗅いでみたい、とかぁ？」
「そ！　そんなこと！　そんなことは……」
「あら、ないの？」
「……ないとは……で、でも、恐れ多おおいことですし、その……、あのぉ」
「なあに。煮にえ切らないわねえ。いいわ。千から襲ってあげる！」
　そう言うと、半蔵の上に覆おおい被かぶさってくる千姫。
「きゃあ！　ああ！　御姫さま、お、お戯たわむれを……あぁぁ」
　ぴったりと、肌と肌が合わさって、密着している。
　お互いの豊かな部分はそれぞれの膨ふくらみを押し合い、からみ合い、混じり合うように。そうでない部分はしっとりと肌がこすれて温かさを伝え合う。
　掛け具の中、ふたりの肌の匂いが強くこもって、ときおり端はしから漏れ出してくる。その匂いを吸うと、半蔵の身体の奥がさらにキュンキュン疼うずいた。
「へーえ、おっぱいって、思ったよりあったかくないのね」
　そう言う千姫が、半蔵の乳房と自分のそれを、較べるようにさわって言った。
　四つの膨らみを左右から押さえて押しつけると、ひとつひとつの房が弾だん力りよくを増して盛り上がる。はち切れそうに、表面を張はり詰つめさせていた。
「お、御姫さまの胸と、わたくしの胸が……」
「あ、でもお腹はあったかーい！　フフ、お腹ってやわらかくて、すごおくあったかい」
　胸を合わせながら、千姫がぐりぐりとその下、下腹部までを擦りつける。両りよ脚うあしが入れ合って、より深くふたりの下半身が密着した。
「ぁ、ひぃ、ん！　お、御姫さま、脚あしの付け根まで、当たって、擦れてしまいます。あ！　直に、さわっては……！」
　千姫の手が、さわさわと半蔵のお腹をまさぐったのだ。ヘソのまわりのやわらかさを楽しむように、押したり、指を沈しずめたり。
　ビクッ、と震える半蔵の、
「ほらぁ、さわってごらんなさいよ」
　手を取ると、自分のお腹にも押しつける。
「は、い。……御姫さまのお腹も、あったかくて、やわらかい、です」
「でしょお？　中はもっとあったかいかもね」
「え、え!?」
「ばか、冗じよ談うだんよ」
「は、はい……ぁ！　ん……」
　不意に千姫が、唇を押しつけて来た。なんの心構えもなく、千姫のキスを受け入れてしまう半蔵。
「ん、ぅ……！」
　ついばむようなキスかと思ったら、舌と舌をからめあうディープキスになっていた。
　何分唇を合わせていたのかわからない。ボーッとしたままようやく離れると、唇の間に唾だ液えきの橋がかかって、プツッと切れた。
「はぁ、はぁ、ぁ、お、御姫さま」
「な、なによ」
　キスのせいか、千姫の顔も赤い。酔よったような、トロンととろけた目で半蔵を見下ろしている。
「御姫さまは、宗むね朗あきらくんとキスを、ご所しよ望もうなのではなかったのですか」
「そうよ。でも、ぜんぜんキスしてくれないじゃない。あの鈍どん感かんダメ朗は！　だからよ。おまえで練習したっていいでしょう？　それに、半蔵だって、宗朗とキス、してるのよねぇ？」
「はい、い、いえ！　あれは、やむを得ぬ仕し儀ぎでして！　お、御姫さまの唇を、お守りするために……そ、その、緊きん急きゆうに……！」
　かつての、ビーチでの出来事。
　二度目の正式なキスを迫せまる千姫に、とうとう根負けした宗朗がキスしようとしたところ、目の前で千姫がキスされるのにいたたまれず、間に入った半蔵が宗朗と唇を合わせてしまった。
　それがきっかけで、半蔵が「剣姫マスターサムライ」になるという意外な副産物のあったこの事件。
「思い出したわ！　あのとき、おまえさえ間に入らなければ、宗朗だってちゃんと千にキスしてくれたのよ！」
　急に、身を起こす千姫。掛け具が跳はね飛とばされて、半蔵は裸身をかき合わせた。
「あ、あの、千姫、さま……？」
「なんてこと！　おまえのせいだったのね、半蔵！」
「も、申し訳ありません！　わたくしのせいで……ほんとうに、ごめんなさい、です」
「ごめんで済んだら、切腹なんていらないの」
「は、はい。で、では……あの」
「お仕置き」
「ま、まさ、か」
　引きつる半蔵に千姫は、
「四よつん這ばいになって、お尻しりを突き出だしなさい。早く、よ！」
「は、はいぃぃ」
　言うとおりに、夜具の上に四つん這いになり、お尻を持ち上げる半蔵。その横に膝立ちになった千姫が、
「いーち！」
　かけ声とともに、振り上げた平手をお尻目がけて振り下おろす。
　パンッ！　小気味よい音ともに、半蔵のヒップが衝撃に震ふるえた。
「ひぃ！」
「にーぃ！」
　パァン！
「さーん！　しぃー、ごーぉ……！」
　パン！　パァン！　パシィ！　次々、弾はじける平手。半蔵のヒップの山が左右ともに赤くなり、さわると熱いほどだった。
「はぅ！　ひぅ、ん！　……お、御姫さま、あの……これはあと、何回ほど、でしょうか？」
「そんなの、百叩たたき、って言うんだから、百回に決まってるじゃない。ろーく……！」
　パァン！
「ひゃ、百回!?　はぅぅ……ん！」
　さらに平手の打ちよう擲ちやくが襲う。一回ごとにもう半蔵は、身体の芯しんまでが打うち据すえられるような痛みに、潜ひそんだ甘かん美びな感覚もどこかへ吹っ飛んでしまうようだった。
「きゃ！　ひぃ！　……お、御姫さま直々にお手を煩わずらわせて、お尻、打たれるなんて、半蔵は幸せもので、すぅ……！」
「なによ、痛くないの？　じゃあ、もっと痛くしてあげなきゃね」
「はひ!?　い、痛っ……！　痛い！　痛い、です、御姫さま！　ほんとうに痛い……い、いえ、いままでが痛くなかったわけではなくて……あああ、い、痛いぃぃっ！」
　それまでとはケタ違ちがいの痛みが襲って、半蔵は思わず振り返かえろうとした。が、身体が動かない。
　かろうじて見える視界から、千姫の姿が消えていた。それでも断続的に襲う、ヒップへの痛み。
「お、御姫さま!?　そこに、いらっしゃいますか？　御姫さま！　い、いったいなにが……ぁあああ!!」
　しだいに、押しつぶされるような痛みに、半蔵はほんとうの悲鳴を上げていた。
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「一番テーブルの料理、上がりましたわ！」
　厨ちゆ房うぼうに兼かね続つぐの声が響ひびく。
　といってもカウンターテーブルに置かれた料理は軽食なのだが、それでも中等部在校生にして学内調理師許可証を持つ兼続の面めん目もく躍やく如じよたる仕事だった。
「はいなのだ！」
　さっそく長ちよ宗うそ我か部べ盛もり親ちかが駆け寄ってくる。
「ほら！　お店の中で走ってはいけませんわ！　危ないし、ホコリが立ちますでしょ！」
「は、はあい、なのだ。ごめんなのだ」
　首をすくめる盛親。
　ここは学生街にあるメイドカフェ「真陰かげ」。柳やぎ生ゆう道場から移ったこの場所で、規模を縮小して営業中だ。
　しかし店は小さくなり、メイドは盛親のほか、毛もう利り勝かつ永ながと明あか石し全たけ登のりだけとはいえ、客の入りは上々。売り上げは決して小さくない。
「あ！　お待ちなさい、ですわ。ソースが飛んでますの」
　そう言うと兼続は、清潔な布ふ巾きんで皿の端はしについたソースの飛沫を拭き取とった。
「さあ、どうぞですわ。お客さまには感謝の心を忘れずに、ですわよ」
「はいなのだ！　行ってくるのだ！」
　トレーの上に料理の皿を載せると、盛親が元気に店内へ戻っていった。
「あらあら。そんなにトレーを振り回しては……まあ、仕方ありませんわねえ。と、次の料理にとりかからなくては、ですわ」
　なりゆきを最後まで見守っているヒマはない。
　兼続は調理台へ戻る。サッと濡れたダスターでまな板をひと拭きし、オーブントースターから焼き上がったばかりのパンを取りだした。
「まずからしマヨネーズを塗ぬって、ですわ。チキンとレタスと、トマト……ふふふ、このからしマヨネーズ、隠し味あじに柚ゆず胡こし椒ようをちょっぴり入れてありますのよー。気づくお客さま、いますかしら！　ふふ、ふふふ！」
　楽しそうな兼続。つい鼻歌も飛び出す。
[image: 画像]
「柳生道場もいいですけれど、こんなふうに自分の店を持てるなんて、思いませんでしたわ！　やっぱりわたくしの将来は、実業家ですわね！　ええ、よいサービスでお客さまに楽しんでもらうのって、なにより喜びですわぁ！」
　思わず口走る兼続の脳のう裏りに浮かぶ、ある人物の顔。
「ふん！　オデコチビがなんですの？　株とかデイトレードとか、そんなの虚きよ業ぎよう、虚業ですわ！　そんなもので何億かせぐより、お客さまの笑え顔がおを間近で見るほうが何倍もいいのですわ！」
　腕うで組ぐみして胸を反らす。うんうん、と満足げにうなずいた。
「このままいけば、わたくし、仕事で充じゆ実うじつした将来を送れそうですわね。全国にチェーン展開して、ゆくゆくは海外にも進出！　毎日あちこちを飛び回る毎日ですのね！　忙いそがしくて身体がいくつあっても足りませんわぁ！」
　ぽわん、と夢見る表情になる兼続。が、しばらくして、その表情が曇くもってくる。
「ですけれど……仕事一いつ辺ぺん倒とうでよろしいのかしら、ですわ。やはり女の幸せは、結けつ婚こんとか出産とか、やさしいハズと子どもたちに囲まれて……なのではなくて、ですわぁ。潤うるおいとか、張りが違ってくるというものですわ。ふぅ……。やはり仕事仕事で、ずっとひとりでは、人生に疲れてしまいますわね」
　まだそんな人生に踏ふみ出したわけでもないのに、もう悲観までし始めている。
　はぁー、と大きくため息をつく兼続に、ドタドタ、ドカドカ……ドアの向こうから足音が迫って来るのが聞こえた。
「な、なんですの？　まさか……わたくしに会いに、来たんですの？　最近あまり柳生道場にいないから、顔を見に来たんですのね。んまぁ、なんだかんだ言って、かわいいわたくしが気になってしかたがないなんて、けっこうあの男もかわいいところが……」
　バン！　叩きつけるようにドアが開くのを、兼続は背中で聞いた。わざと、ちょっと迷めい惑わくそうな顔を作って、振り返る。
「なんですの、騒さわがしいですわ！　いくらわたくしに会いたいからといって、少しは節度をわきまえなさいですわ。そんなことだから、野やじ獣ゆう宗朗と……」
「ぐっちゃん！　たいへんたいへん、たいへんだよぉ！」
　抱きつくように飛び込んできたのは、十じゆ兵うべ衛えだった。
「ウキュゥ！」
　佐助もいる。十兵衛の肩に乗っていたのが、ぴょん、と兼続の頭の上へ飛び移る。
「な、な！　痛！　……なんだ、あなたがたですの。驚おどろかせないで、ですわ。で、どうしたんですの？」
　期待がいっきにしぼんだため息とともに、兼続が吐き出す。そんなことには気づかない十兵衛が息急せき込んで、
「大変なの！　道場が……！」
「なんですの？　もしや天あま草くさの刺し客かくが攻せめてきたんですの!?」
　それならば、ため息などついているヒマはない。厨房の隅すみに置いてある大鎚づちをひっつかんで、急ぎ道場へ駆けつけるか。
「ううん！　そうじゃないの。道場のお勝かつ手ての、水道の栓せんが壊こわれちゃって、水がビュービュー出ちゃってるの！　千姫さんのお部屋まで水みず浸びたしになっちゃって、千姫さんカンカンなのぉー！　ぞうさんも怒られちゃうし、ぐっちゃんなら直せるよね。ね！」
「はああ？　なんでわたくしが水道工事をしなきゃならないんですの？　便利屋じゃございませんことよ！」
　憤いきどおる兼続。
「でも、ゆっきーが、ぐっちゃんならできそうだ、って。工事の人に頼たのむと高いから、やってもらえって」
「なぁにぃ!?　あのオデコチビがぁ、なに言っでんだぁ！　ふだんから軍資金が何億だのと吹ふい聴ちようしてるぐせにぃ！　そっただところでケチケチ……は！　い、イヤですわ。と、とにかく！　……しかたありませんわね。器具はあるんですの？　わたくしがこれから戻もどって見てさしあげますわ」
　ふぅー、とまた別の意味のため息。
「ほんとう!?　やったぁ！　ありがとうぐっちゃん！　大好き！　だぁーい好きぃ！」
　ギュゥギュゥ、抱きついてくる十兵衛。頬ずりまで。
「ちょ！　……と、わかりましたわ！　痛いですわ！　それに、乳を押しつけないで！　ですわ、苦し……！」
「ウキュ、キューッ！」
　佐助も興奮したのか、兼続の頭の上で飛び跳ねる。
「痛！　痛い！　お猿さるさんも……！」
「兼続！　よかった、ここにいたのか」
　急に声を掛けられた。と思ったら、
「え！　え……？」
　ふわっ、と両手に受け止められていた。
　いつのまにか厨房に入ってきていた宗朗。十兵衛が不意に消えて、気づいたら宗朗に抱きしめられている。
「な、な！　なんですの！　どうしてですの!?　なぜ宗朗が……！」
　真っ赤になって抗あらがう兼続。が、どことなく抵てい抗こうが弱い。
　宗朗は兼続をじっと見つめる。
「だって、兼続が気絶してるときにキス、しちゃっただろう？　だからちゃんとやり直しをしないと、ね」
「え！　え！　え！　そういうことは、あの徳とく川がわのわがまま姫ひめに……」
　しかし宗朗の真しん摯しな眼まな差ざしをごく間近で受けて、兼続の動どう悸きは高まるいっぽう。
　どんどん迫ってくる宗朗。のけ反って逃のがれる兼続は、宗朗が腕を離はなしたらそのまま確実に背中から倒たおれるだろう。
「わ、わ、わかりましたわ！　そういうことでしたら……やり直しの、キスくらい、受けてもよくて、です……わ」
　言いながら、つい目をつぶってしまった。
　もう宗朗の吐と息いきを肌で感じる。鼻先が触れて、とうとう唇が……。
「ウキュー！」
　突とつ然ぜん、頭の上で佐助が暴れ出した。兼続のツインテールの髪を引っ張る。頭にかじりつく。
「痛！　痛たた！　痛いですわ、お猿さん、ほんとに痛でえって、言っでんだろ、ごらぁー！」
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「……あれなるはまさしく金きん扇せんの大おお馬うま標じるし！　徳川家康の本ほん陣じんと見た！　皆みなの者、生きて帰る望み、たった今捨てよ！　大おお御ご所しよの御み首級しるしを上げるまでは、この幸村が帰さぬ！　よいか！」
　馬上の幸村が叫ぶと、周りの兵たちからいっせいに声が上がった。
「はい」
　傍かたわらの又兵衛も、鑓やりを手にうなずく。
　大坂夏の陣じん。
　茶ちや臼うす山やまから見下ろすなにもない大地は、強い風で土つち埃ぼこりが空まで吹ふき上げられていた。黄色い空気の向こうに、平野川を渡って前進してきた家康本陣の密集した陣じん形けいが見えた。
「ゆくぞ、又兵衛！」
　鐙あぶみを蹴けると、幸村の馬がいななき、弾かれたように飛び出した。茶臼山の斜しや面めんをいっきに駆け下くだっていく。
「幸村さま！　続け！」
　又兵衛も馬を駆って続く。騎き馬ば隊たいが我も我もと飛び出し、斜面にもうもうたる土つち煙けむりを何本も立てた。
　そのあとに続くのは鑓隊と鉄てつ砲ぽう隊たいである。全員が、赤の具足に身を固めていた。
　赤の兜かぶと、鎧よろ胴いどうが陽を受けて輝く。
　幸村は真っ先に駆けて、驚きあわてる家康本陣にひと当てした。
「駿河するがの内府やいかにある！　われは豊家随ずい一いちの将、真さな田だ左さ衛えも門んの佐すけ幸村なり！」
　大声で名乗りを上げる。
　すでに征せい夷いた大いし将よう軍ぐんである家康に、駿河の内府、と言ったのは、豊臣政権下で、豊臣家の家臣だった家康を揶や揄ゆしたものだ。
　家康本陣は、移動の途とち中ゆうで陣じん容ようが整っていなかった。わずかばかりの鉄てつ砲ぽうの弾だん幕まくをかいくぐると、幸村は鑓を付け、さんざんに家康の鉄砲隊を蹂じゆ躙うりんする。そのころには、又兵衛以下の真田騎馬隊の本隊が駆けつけ、助勢した。
「よし、よい働きじゃ！　しからば、引け！」
　しかし大軍である家康本陣が、時間とともに立ち直るのを予期していた幸村は、騎馬隊をいったん下がらせる。自身が率そつ先せんして、離り脱だつして見せた。
　そしてそのころには、徒かちの真田鉄砲隊、鑓隊が次々に到とう着ちやく。鶴かく翼よくの陣形を整えて攻こう撃げきに移った。
「放て！　徳川の鉄砲隊はまだ陣形が取れておらぬ。撃うち勝て！　かねてより訓練した、五段のかまえで次々撃ちかけよ！　鑓隊、敵の鉄砲隊が崩くずれたら、前進じゃ！」
　次々と下知を飛ばす幸村。
　戦場の風が心ここ地ちよい。小さな身体に、闘とう志しがみなぎっている。
　局面は次々に変わる。机きじ上ようの戦術はすぐに修正を迫られる。ときには一瞬で使い物にならなくなる。
　敵の動きを見て、あるいは先読みして、兵を動かさなくてはならない。ときには兵の命を楯たてに、非情な判断を下さなくてはならない。
　幸村の頭が、思考が、ものすごい勢いで回転していた。頭脳が最高の領域で活動を続ける。
「行ける！　そこじゃ！　攻めよ！　切り込め！」
　脳内興奮物質も大量に分ぶん泌ぴつされる。
　幸村は間ま違ちがいなく、生しよう涯がい最高の充実感を味わっていた。
「よし、我らは騎き馬ばにて、敵の側面を突く！　又兵衛、おぬしはもう一隊を率いよ。準備はよいか！」
「はい、幸村さま！」
「ならばよし、われに続け！」
　再び幸村の騎馬隊が発進し、家康本陣の側面へ錐きりのように食い込んでいく。もう一隊は又兵衛が、反対側の側面へ攻撃を仕し掛かけていた。
「敵はひるみおるぞ！　押せ、押せ！　ここが正念場じゃ！」
　本陣深く切り込むと、家康本陣の中段が崩れた。幸村の騎馬隊はさらに深く食い込む。
　又兵衛隊も合流し、本陣中段は完全に分断された。そこから家康の本隊までは指呼の距きよ離り。
　金扇の大馬標が、はっきりと見て取れた。
「あそこじゃ！　内府はあそこぞ！　行け！　切り込め！　我が攻ぜめに押すのじゃ！」
　幸村は軍配代がわりの大鉄扇で指し示す。残った騎馬隊が勢いづき、我先にと家康本隊へ突とつ進しんした。
　真田隊の死にものぐるいの突とつ貫かんで、家康はなりふり構わぬ後退を強しいられることになった。大馬標は倒され、踏みにじられて泥どろにまみれた。
「よし、いまじゃ！　明石隊と毛利隊が後方に回り込んでおるはず。いま家康の背後を遮しや断だんすれば、やつは袋ふくろのネズミじゃ！　家康の御首級、この幸村が討うち取る！」
　幸村が叫び、大鉄扇を振ふり上あげる。
　林立する旗はた指さし物ものや鑓先の向こう。豪ごう華かな陣じん羽ば織おりの、でっぷり太った老将の背中が見えた。側の者に支えられ、輿こしに乗ろうとしている姿だ。
（家康……！）
「見つけたぞ！」
　幸村が馬をさらに乗り付けようとする。が、その瞬間、
「……!!」
　言い知れない衝しよ撃うげきを兜に受けて、幸村は目の前が暗転するのを感じた。
　同時に手脚の感覚がなくなる。宙をさまよっているような、たよりなさ。しかし背中から、どさっ、と重みをいっきに乗せられたような……。
（なんじゃ、わらわは、撃たれたのか。あの一歩。あと一歩で内府に……。内府の首、この真田幸村が……！）
　四し肢しを包み込む闇やみが冷たく沈んでいく。漆しつ黒こくに見えるその闇の一部が、黒く蠢うごめいていた。影かげが、幸村に向かって伸びる。
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「……よお。生きてんだろ？」
　十兵衛が言った。
　岩の聖堂の隅。岩がん壁ぺきが崩れてできた浅い洞どう窟くつに、鎖くさりで繋つながれている武む蔵さし。その武蔵の傍らにしゃがんで、顔を覗き込む。
「起きてるって言ったほうがいいかもな。オレたちは眠る必要もない。食べても味はなく、斬きられても痛みはない」
　続く十兵衛の言葉に、武蔵がうっすらと目を開けた。
　あちこち、擦すり傷きずや血で汚よごれているが、眼光は少しも衰おとろえていない。どころかより鋭するどさを増している。
「なんの用だ」
「はは、生きてたか。しゃべれるじゃないか。なんの用、とはまた無愛想だな。おまえの縛いましめ、オレが解いてやってもいいんだぜ」
「なんのために」
　武蔵の視線は十兵衛に向かっているのに、まるで色が無く虚うつろだった。その背後の空間を見つめているようでもある。
「ご挨あい拶さつだな。まあ、そんなところがオレたちが似ているってとこなのかもしれないがな。わかるか」
「わかったところで、どうなる」
「どうなるかな。オレとおまえがふたりいたら、天草にどう向かい合えるか、な」
　武蔵の目が、初めて十兵衛に焦しよ点うてんを合わせた。十兵衛の見る目に、光が灯ともった。
「……そういうことか。ならば、好きにするがいい」
「好きにする、ねえ。こっちに頼むって考えはないらしいな。まあ、オレでも似たようなこと言うだろうが」
　十兵衛は腿ももの鞘さやから三み池いけ典てん太たを引ひき抜ぬいた。一度、ビュッ、と振り下ろした刃やいばを、武蔵の首にぴったりと当てる。
「……」
　武蔵は微び動どうだにしない。十兵衛は笑うと、ふたたび剣けんを振り上げる。溜ためもなく、即そく座ざに振り下ろした。
　鈍にぶいが、大きな金属音が響いた。洞窟状に凹くぼんだ岩壁に当たって反はん響きようする。
　鎖が、断たち切きられていた。いちどに二本。武蔵の両手が、自由になる。
「礼は言わないが……」
　武蔵がゆらり、と立ち上がる。ずっと、半ば土つち塊くれに埋うまっていた膝ひざから下がすぐには動かないのか、岩壁にもたれてややもしてから、
「いいもんだな。また、戦えるってのは」
　そう言って笑った。土と血で汚れた顔が、無む邪じや気きに輝く。
「ああ、そうだろう。そのうえオレと、あの天草にひと泡あわ吹ふかせるとなれば、なおのこと楽しいはずだ。『剣鬼ダークサムライ』はまだ、オレたちのほかに胤いん舜しゆん、又また右衛え門もん、小こ次じ郎ろうが残っているはず……」
　小次郎の名が出ると、武蔵の表情がわずかに動いた。十兵衛がさらに、
「正しよ雪うせつのやつは……まあ、わからないやつはさわらないが。オレたちがちょいと集まれば、天草はひとり……」
　そう言って笑う。武蔵はようやく脚が本調子になったのか、屈かがみ込んだ。土塊の中に埋もれていた、大小を取り出す。大だい刀とうは和いず泉みの守かみ藤ふじ原はら兼のか重ねしげだ。
「おまえはあの……水すい晶しように自ら封ふうぜられるのを望んでいたように見えたがな」
「ははあ、やっぱり見えてたんだな。まあ、どうとでも受け取ってくれたらいい。それに、さっきまでの本気が、わずか一秒後に変わることだってある。そうだろ？」
「……」
「天草の強制力ってのが、オレたちにはあるって言いたいらしいな。だがそいつも、一瞬でカタがつけば問題ないぜ」
「問題などない」
　武蔵が答える。拾い上げた大小の柄つかを握ると、振り払うように鞘を落とした。次の瞬間、武蔵の両刀が十兵衛めがけて抜き付ける。
「……！」
　だがそこは兵ひよう法ほう者の習い。十兵衛も飛び退すさりつつ、三池典太を抜いていた。刃どうしが激しくぶつかり合う。鋭く高い金属音が響く。
「どういうつもりだ！　おまえが刀をつける相手はオレじゃないだろう」
　十兵衛が言うなか、武蔵はゆっくりと歩みを進める。洞窟の窪くぼみから外へ、聖堂の中へ足を踏み入いれる。
「おまえは天草のくびきから逃れたがっているようだが……俺おれには天草を倒すだの、そんなことはどうでもいい。興味がないことだ」
　武蔵がゆらり、と十兵衛に迫る。ゆっくり歩を進めているようで、途中の移動が見えないほど速い。
「いまのままなら、おまえもオレも天草に使い潰つぶされるだけなのがわからないのか。天草を倒して、そのくびきを断ち切らなければ自由はないんだぞ！」
「自由だと？　そんなものになんの意味がある。自由になってなにをする。食うか？　遊ぶか？　意味がない。勝負、戦いにしか、意味などない」
　武蔵の剣が襲おそい来る。十兵衛は両手持ちの大刀で受けると、大きく飛び退った。
「どうやら言っても聞く耳はなさそうだな」
　三池典太を改めてかまえ直す。
　それを見る武蔵の瞳ひとみが輝いた。
「ようやく本気になったか。それでいい。戦いこそ『剣鬼ダークサムライ』の宿命、本分。おまえとは一度戦ったが、あんなものでは物足りない。もっともっと、ひと振りごとに命を削けずり合って戦おうぜ。それ以外になにがある。俺たち『剣鬼ダークサムライ』が、こうして『生きてる』ことになにがある」
　武蔵が二刀を下段にかまえた。
「ちっ。それはオレじゃない。と言っても無む駄だのようだな。戦うことしか頭にないサムライバカとは。少々当てが外れたが、いいぜ。ちょうどこの身体の肩かた慣ならしがしたかったところだ。柳生真陰流、柳生十兵衛三みつ厳よし、相手になってやる……！」
　武蔵の表情が喜びに染められていく。
「新しん免めん武蔵玄げん信しん、参る……！」
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　底なしの深みへ沈んでいく。
　そこまでも沈み続けているうちに、いつかたどり着くだろう「底」や、もしかしたら浮うき上がる流れに転じるのでは、という望みは消え果てていた。
　ただ沈み続けるのが常態なら、では苦しくもなかろうと思ったのは最初だけで、沈むにつれ締しめ付つけられるような不安や、恐きよ怖うふや、嫌けん悪おや、憎にくしみがなおも増していく。
　びっしりと、藻もがからみつくようだったが、しだいに硬かたい殻からのフジツボが固着するように覆われ始め、隙すき間まなくびっしりと固まってしまう。
　そのまま、まだ落ちて、沈んでいくと、殻はさらに分厚く、重くなって、もはやその中身がなんだったのか、誰だったのかもわからなくなっていった。
　柳生宗朗の精神はだから、もう自分が誰だったのかもわからないほど沈ちん滞たいし、衰すい弱じやくしていた。
　憤ふん怒どや絶望の、極端に大きな感情はすべて出し切ってしまっていた。
　抜け殻がらのようになった意識は動きもなく、細さい胞ぼうの活動もなく、ただ沈み続ける石のようだ。
　そのうえ、微び弱じやくな思考すら、時間とともに消えつつある。
　すべてが消え果てたら、そこには宗朗という身体と意識の容いれ物ものが残るだけだ。
　空っぽになった容れ物には、他ほかのどんなものを入れることもできる。
　天草の望んだ世界も、そのための煮にえたぎるような憎ぞう悪おも。
　そうしてできあがるのは柳生宗朗の姿をした、別のものだ。そこに宗朗だったものは、こんどこそひとつもない。
（……じゅ……、ゆ……、せ、ん）
　なんだろう。この期ごに及およんで想念の欠片かけらが、ときおり針のように宗朗の意識にひっかかる。
　絹のように、鏡面のようになめらかに、取っかかりのなくなってしまった宗朗の意識なのに、コツコツと当たり、引っ掻かき、刺ささろうとしてくる。
　不快だった。
　せっかくなにもない、平へい坦たんなまどろみの中にいるのに。なんの苦労もなく、なんの不安もない。
　自分から動かなければ波も立たず、飛沫しぶきが自分へ返ってくることもない。
　おとなしくしていろ。目立たず、声を上げるな。手て脚あしも動かさず。息を潜ひそめる。
　目を閉じ、なにも見なければ不快なものを見なくて済む。鼻を塞ふさげば臭においも届かない。さわろうとしなければ、それがどんな心地よいものだろうと知らずに済む。
　試みようと思うな。経験しなければ、どんな感情も、味も、感動も、知らずに済む。あとで懐なつかしく恋れん着ちやくしたり、失ったものを惜おしむこともない。
　望みを持つな。想像力を持つな。
　望むからかなえられずに失望し、想像するから恋れん々れんとする。
　すべてに蓋ふたをして感情と感覚を鈍らせる。とことん使わなければ、やがて枯かれて死ぬだろう。
　一度も試ためさず、放ほう棄きせよ。一度でも試したら、失敗が惨みじめになる。失敗を知られたら、そういう目で見られる。
　一度も試さなければ、可能性は無限にあったのと同じだ。
　怠たい惰だになれ。眠ねむっている間にこの世のすべての時間が過ぎてしまえば上々。どうせ起きて、忙しく立ちはたらいても、なにひとつなすことなどできない。
　他と接せつ触しよくするから、交わるから自分と較くらべて惨めになる。
　同じでないなら、較べたりしたくない。上のレベルで釣つり合あうことなどないのだから、ハナからなにもしないほうがいい。
　コツ……、また当たった。
　不快な想念が、不快な感情が、なぜ来る。
　ぼくはひとりでいたい。誰とも交わりたくない。なにも聞きたくない。見たくない。知りたくない。
　分厚い殻に閉じこもっていたい。安全な……ひとの視線や、陰かげ口ぐちから安全なところで守られていたい。
　羨せん望ぼうもほしくないから、嫉妬もしたくない。知らなければ、関かかわらなければどちらからも安全でいられる。
　コツ、カッ……。呼ぶ。呼んでいる。
　うるさい。来ないでくれ。来るな！　かかわりたくない。見たくない。知りたくない。きみの名前を、知りたくない！
「……ね、あき……ら」
「ゆき……さ、ま」
「キュ、キ、キ」
　うるさい！　雑音が殻を叩く。
　なんてひどい。この殻の中にいれば、安全でいられるのに。殻の中にまで反響してくる。ひどい騒そう音おんだ。
　痛い。頭が痛い。ガンガン響いて、頭が痛い。耳も痛い。身体までが、痛い。きしんでくる。
　どうしてほうっておいてくれない。どうしてぼくを呼ぶ。誰が、なんの用で、起こそうとする。
「……じゅう、で、……すわ！」
「ひい、さ……ま」
「まで……ね、て……おる」
　声がどんどん強くなって、中には関係ないものまで混じっているのに、全部を向けられるのはとても納なつ得とくがいかない。
　ほうっておいてくれと言っているのに。もう誰ともかかわりたくないんだ。
　かかわって、仲間ができて、それでどうなった？
　楽しい思いでもしたのか。楽しいのは一瞬だ。楽しいときや関係がえんえん続くわけがない。
　いつかは終わるのだし、そのときはまえよりももっと苦しくなっている。
　そうだ、苦しい。苦しさが戻ってきてしまったではないか。
　失うから苦しい。負けて、奪うばわれるから苦しい。目の前で奪われる絶望。恐怖。畏おそれ。
　また絶望と恐怖だ。せっかく鈍どん感かんになったのに。せっかく、その感覚を失ったのに。また、戻ってきてしまった。
　また、思い出してしまう。
　負けるから、奪われる。弱いから、奪われる。だから強くなければ。相手を、敵を、倒さなくては。殺さなくては。天草を……！
　天草……誰だ。いや、知っている。思い出したのだ。
　またひとつ、イヤなことを思い出した。忘れていれば平へい穏おんだったのに。忘れてさえいれば、それを……。
「いるのですか、そこに……宗朗、さ、ま」
　声が、届く。さっきよりもはっきりと、届いてくる。おかしい。おかしい。懐かしささえ感じる。
　もういらないと思ったのに。なければ心も痛まないのに。なぜまた戻ってくる。なぜまた、うれしく、感じる。
　仲間がいれば、また奪われる。また負けて、奪われる。強くなければ……。強く、強く、武器が……鬼おに切きりの、太た刀ちが……！
「おぬしのもの、じゃ……ぞ」
「……『剣妃サムライブライド』がいなければ、天草には」
「力がほしい、んですの？　力さえあれ、ば……」
　鬼切の太刀も「剣妃サムライブライド」も、ぼくの力だ。力、になるはずだったんだ。なぜ届かない。なぜ、天草を、倒さない。
　無理だ。もういいんだ。またみんなと集まって、みんなを従えて、みんなと……、天草を倒すのは無理だ。無理だからあきらめたんだ。もう、無理だから。また、負ける。またなくす。また奪われるから。
「奪われるのが怖いんですか？」
「負けるのが？」
「惨めになるのが、イヤなの？」
　違う。いや、そうだ。怖いし、イヤだ。恐おそろしい。だけど……。違う。そうじゃない。勝ちたい。殺したい。憎い。違う……！　それは敵に挑ちよ発うはつされて押しつけられた感情だ。憎みたくも、殺したくもなかった。あえて勝ちたくもない。勝ちたく、ない？　勝たなければ奪われるんだぞ。勝たなければ……勝って、勝ち続けて……、違う！　勝ちたいんじゃない。でも、負けたいのでもない。勝ちたくないわけでも……。それは、みんなと、みんなが……みんな、を！


　マモリタイ……。
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「どうした。逃げ回まわるだけか」
　何度も刀を合わせながら、武蔵と十兵衛はすさまじい速さで聖堂の中を跳とび回っていた。
　互たがいの刃が交こう錯さくするたび、鋭い金属音が地下空間を引き裂さき、反響して水晶を震わせた。
「まだまだ、この身体の慣らしが終わってないんで、な！」
　武蔵の脇わき差ざしを受けた十兵衛が叫ぶ。すぐに武蔵の大刀が来る。十兵衛は刀をおっつけながら、身を跳び退らせる。
　水晶のひとつを蹴って、方向を変える。着地した。
「柳生真陰かげ流、その程度か」
　武蔵がこんどは二刀を中段にかまえた。十兵衛は三池典太を下段に降ろす。
「……二天一流、やっかいだがよ」
　十兵衛の口元に笑いが広がっていた。次に来る一いち撃げきは必ず仕し留とめる。その自信か。
「ゆくぞ」
　ゆらり、武蔵が継つぎ足から大きく踏み込む。と思ったときにはその姿は消え、
「っ！」
　十兵衛の目前にいた。すでに脇差の間合い。中段から袈け裟さに、来る。
　これに対して十兵衛は、下段からの大刀をはね上げている。飛び込んできた武蔵の、脇差と刃が交差するか、握る手首を切り飛ばすか、というところ、
「甘いな」
　武蔵の脇差の軌き道どうが、微びみ妙ように変わった。ひねりこむように、十兵衛の脇わき腹ばらへ吸い込まれる。
「どっちが、だ！」
　だがこれを十兵衛は刀で追わない。脇差の次には、右手の大刀が来るとわかっている。脇差を深追いすれば、大刀に両断される。
　しかし跳び退るにはもう間に合わない。
　十兵衛はここを勝機と、
「ぁああ！」
　なんと、蹴り上げた。
　大刀を逆袈裟にはね上げる、その動きに逆らわず、身体を送ると見せて右みぎ脚あしで、武蔵の脇差の刃を、その鍔つばのあたりを蹴り上げている。
「奇き策さくに走ったか、十兵衛！」
　だが武蔵の体勢は崩れていなかった。脇差を握る左手こそ蹴り上げられたが、十兵衛もすぐにそこを突ける形にはなかった。
　そして武蔵の右手、大刀が来る。これを十兵衛は、はね上げた大刀でやはり受け止める。
　名状しがたい、金属と金属の激しくぶつかる音。
「ぐっ！」
　そしてそのまま鍔つば迫ぜり合いになってしまえば、
「受けられるか、十兵衛！」
　再び脇差が来る。
　武蔵が右手で持つ大刀を、両手持ちの大刀で受けている以上、左手の脇差を避さけることはできない。もう蹴り上げる間合いでもない。
　片手だけでも武蔵の鍔つば迫ぜまりはすさまじく、十兵衛は片手を離せば容易に武蔵の刃を浴びてしまう。
　かといって鍔迫り合いを続ければ、武蔵の脇差が来る。一度おっつけて、その余力で離れようにも、もうその機を逸いつしていた。
「茎なかご受け、か……」
　武蔵は小さくつぶやいていた。
　以前、露ろ天てん風ぶ呂ろで武蔵と十兵衛が戦ったときだ。
　そのとき、十兵衛は妹の人格だったが、同じような鍔迫り合いの中、一瞬「剣姫マスターサムライ」の人格に乗り変わった。
　そうとしか思えない変へん貌ぼうだった。
　そのときは、武蔵の脇差を鍔迫り合いで受けつつ、右みぎ腕うでで振り下ろされる大刀を、自らの柄の頭で受け、茎に刀身を食い込ませて止めた。
　これによって十兵衛も手傷を負うが、武蔵は大刀を奪われるに至る。
　あのとき、十兵衛が「剣姫マスターサムライ」だったのはその一瞬のみ。
　直後に意識を失ってしまったので、武蔵は追い打ちを受けなかったが、そうでなければ大刀を失い、以後の戦いは圧あつ倒とう的てきに不利になっていただろう。
　あのときとは、脇差と大刀が逆になっている。
　だが脇差でも斬られれば致ちめ命いし傷ようには間違いない。
「どう出る、柳生十兵衛……！」
　脇差を十兵衛の細い胴どうへ叩き込みながら、一瞬武蔵はその切っ先が、柄の頭で止められるのを想像した。
　脇差の刃が、硬い茎へ食い込み、ボロボロになって止まるのを待ち望んだと言ってもいい。
　それほどに、あの瞬間は武蔵を震ふるえさせた。
　だが、
「おおおおおお！」
　十兵衛が吠ほえた。と同時に、わずかに剣を引いた。
　武蔵がその分押し込む。これでは鍔つば迫ぜまりで武蔵の剣が十兵衛の肩かた口ぐちに食い込む。実際、わずかに肉に食い込んだ。
　このとき、武蔵と十兵衛の距離はさらに狭せばまっている。お互い、剣を手元に引き寄せた形での鍔つば迫り合いになる。
「んっ！」
　十兵衛が身を乗り出すように頭を繰くり出した。鍔で合わせた二本の刀が「Ｖ」の字を描えがく、その間から頭を繰り出し、
「……ぬ、ぅ！」
　武蔵の鼻から眉み間けんへと、おのれの額の生はえ際ぎわを命中させる。
　頭ず突つきだった。それももっとも、攻こう撃げき側がわは頭ず蓋がいのいちばん硬いところ、受ける側は弱いところが、当たっている。
　武蔵の目が、一いつし瞬ゆん塞ふさがれる。
　脳しんとうこそまぬがれたものの、鼻への打だ撃げきは涙るい腺せんを刺し激げきし、視界をあいまいなものにしてしまう。
　十兵衛も無傷では済まない。
　刀を引いて呼び込んだため、すでに肩かたから袈裟に当たっていた武蔵の刀身に、自ら身を打ち付けることになる。より深く、刀が食い込んだ。
　さらに、これだけされても武蔵の体勢の崩れは最小限だった。
　左手の脇差はまだ生きていて、十兵衛の胴を襲ってくる。
「な、にをを！」
　ぶつかった瞬間、奇きみ妙ような感覚が両者に届いていた。
　武蔵はまだあいまいな視界ではっきりと見み極きわめられない。脇差は、しかし肉に食い込んだ手て応ごたえではない。
　脇差の刃が当たった、当てたのは、十兵衛の刀の柄。それも、握った両手の間だった。
　柄巻の、ちょうど目め貫ぬきの下あたり。そこに脇差の刃が食い込んでいる。
「茎では、ない……！」
　この部位でも、刀を受けることは確かにできる。鍔迫り合いの最中の、両手を離すことのできない刀で、別の刀を受けることはできる。しかし、
「甘いぞ、柳生！」
　茎で刀を受けるならば、刀の勢いのすべてを、刀に対して「縦」に受け止めることになる。
　むろん容易ではないが、刀の重心もまた縦に作用するので、茎に刺さりなお刀を吹ふき飛ばそうとしてくる力に対して、それを抑おさえる力を向けやすい。
　対して、握った刀に対して真横から、それも鍔より下の柄を打たれたらどうなるか。
　刀の重心は、力の作用する方向に対して上にある。おそらく鍔よりやや上であろう。
　刀の保持も、本来その部分を打たれるようには備えていない。
　この場合は自分から打たせに行っているからまだよいが、武蔵ほどの膂りよ力りよくで打ち込んでくる脇差が当たった場合、重心を中心にどうしても刀が回ってしまう。
「く、ぁ！」
　十兵衛は刀を取り落とさなかった。
　が、鍔迫り合いをしている最中の大刀を激しく揺ゆさぶられ、結果、武蔵の鍔迫りを許してしまう。
「終わりだ！　柳生……十兵衛！」
　武蔵の鍔迫りが、十兵衛の肩から食い込み、肋ろつ骨こつを両断しつつ心臓へ迫せまった。それを防ぐための、自身の刀の峯みねでも、十兵衛は胸に傷を負っていた。
「がぁぁあああ……！」
　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる十兵衛。
「おまえ、十兵衛ではないな」
　刀の圧を緩ゆるめることなく、武蔵が言った。
「な、に……!?」
　十兵衛が苦しさの中から搾しぼり出す。武蔵はさらに刀を押しつけつつ、
「簡単なことだ。戦えばわかる。おまえは『真の十兵衛』なんてものじゃない。人格の違いだ？　違うな。おまえは十兵衛の身体を一時的に使えただけの……」
「そんなことが、あるか……オレは十兵衛……柳生……」
「おそらくは、天草によって仕込まれた一種の式ってところか。十兵衛の身体を乗っ取るための術式だ。自分でも十兵衛と信じ込まされていたんだろうが……。俺は一度、十兵衛と戦っている。人格が替わろうと、剣筋が変わろうと、同じ身体が振るう剣の根っこが変わるわけがない。それがおまえには、ない」
「ばか、な。オレは柳生……じゅう……」
「さらば、だ。偽にせ十兵衛」
　武蔵はさらなる鍔迫りで心臓を押しつぶすと、そのまま十兵衛の胸に足をかけ、刀を引き抜いた。
「ぬ、っ！」
　それはそのまま、十兵衛を思いきり蹴り飛ばすことにもなった。
「っっっっっ……!!」
　武蔵の脚きやく力りよくで飛ばされた十兵衛は、水晶柱に逆さにぶつかる。そのまま絶命すると、その身体は水晶の光に浸しん食しよくされ、取り込まれていく。
「なるほど、こういうことか」
　武蔵の目の前で、十兵衛の身体は逆さのまま、水晶柱の中へ収まった。
　まだ負けたのが信じられない、そんな表情のまま、固着している。衣類は溶とけ込むことができないのか、生まれたままの姿になる。
　そして鍔迫りで肩から胸の下へ開いたはずの大きな傷も、なくなっていた。
「天草も面めん倒どうなことをする。が……」
　水晶柱を見上げていた武蔵が、視線を外す。つぶやいていた。
「けっきょく『あの十兵衛』には会えなかったな……」
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「……お兄ちゃん！」
　大きな声、元気過ぎてうるさい、怖い。飛んでくる。
「十兵衛、おぬしも、か」
「いいじゃない、こうなったら、全員で宗朗を起こしちゃうのよ」
「いつまでいじけて寝ねてるんですの？　わたくしたち全員……」
「宗朗くんに、全部かかってるんです。起きてください！」
　もう声ははっきり聞こえる。思い出す。ひとりひとりの、手が伸びてくる。揺り動うごかされる。
　殻はどうしたんだ。分厚い殻に包まれていたはず。どうして触ふれられてる。どうして……あたたかい……。
　落ちていく感覚が、なくなっている。いまはふんわりと漂ただよっている。
　漂いながら、徐じよ々じよに冷え切っていた身体が温まっていく。
　やめろよ、いいんだ。寒ければ凍こごえればいいんだから。温かくされたら、ぬくもりがなくなってしまったときにまた絶望する。悔くやむから。
「宗朗さまは、最後まで戦ってくださいました。わたしたちのために」
「ウキュ……キュゥゥ！」
「そうよ、勝てるなんて思わないけど、天草にたったひとりで向かっていって、引かなかった」
「操あやつられたのですわ。天草に、鬼切の太刀を、使われて」
　使われてない！　使ったのはぼくで……。天草の胸に、憎しみと憤怒といっしょに鬼切の太刀をぶつけ……て……。
　むらむらと違い和わ感かんが胸にこみあげる。
　そうじゃない。したかったのは、そうじゃない。ぼくは、ぼくは……。
「もう答えはおぬしの中に出ておるではないか、宗朗」
「そうですよ。宗朗くんがいちばんしたかったこと。それを焦あせって、ねじ曲げられてしまった」
「もっともっと、単純で簡単になりなさいよ。たったひとつのことでしょう？」
　これは、幸村……委員長、千姫、さま……。
　思い出せる。顔も、表情も。笑っている。怒おこっている？　泣いたり、すねたり。……赦ゆるして、くれる。
　ひとつのこと。たったひとつの、簡単なこと。
　敵を倒したい？　勝ちたい。憎み、怒いかり……違う。
　みんなを、護まもりたかった。
　そのために、倒さなければならなかった。勝たねばならなかった。憎まねば……そう思いこんでいた。そうだと思っていた。
「それだけで、いいんだよ、お兄ちゃん！」
「千が宗朗を護るから。だから」
「宗朗くんも、いちばんしたいことを、してください」
「十兵衛たちを護って！　お兄ちゃんの、心で！」
　心。心なんて、なにになる。どんなに思っても、力が、武器なくては……。
「心のない武器がなんになる。それはただの暴力じゃぞ」
「護りたい気持ちがあるから、それがみんなを動かすのですわ！」
「護り抜く意志が、力を生み出します」
　十兵衛、兼続、又兵衛さん……。
「ウキャ、ウキャ、ウキュー！」
　佐助も。


　マモリタイ。みんなみんな、マモリタイ。護りたい。護り、抜く……！


　音もなく、飛び散った。
　硬いはずの、分厚いはずの殻が、紙のように弾はじけ飛んでいた。
　あとには、剥むき出だしの宗朗が丸くなっていた。必死に自分を守ろうとして固まっていた身体が、ほぐれていく。
　多くの手が伸びて、触れて、包つつみ込む。抱だきしめられる。くるまれる。温かい。熱いほど。熱くて、丸まってなどいられない。
「みんな……！」
　伸び上がる。身体を起こし、自分の足で立つ。横を見れば、みんながいる。
「宗朗」
「宗朗っ！」
「宗朗さん」
「宗朗くん」
「ウキュウキュキャ！」
「宗朗！　これでいかがですの！」
「……宗朗、さま」
　後ろから、抱きつかれる。
「お兄ちゃん！　大好き！　だぁ～い、好きぃ!!」
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「武蔵が、勝ったか。フフフ、まあ、そのようになる」
　岩の聖堂からやや離れた小部屋。天草がほくそ笑えんだ。
　灯あかりのない中、唯ゆい一いつ燐りん光こうのようなぼんやりした光を放つのは、天草が手にした奇き怪かいな物体だった。
　鬼の首。
　日光東とう照しよ宮うぐうから胤舜が持ち帰ったものだった。
　東照宮の結界を無力化しながらも、鬼切の太刀といっしょに安置されていたために手が出せずにいたもの。
　幸村と又兵衛が東照宮地下の宮に潜せん入にゆうして鬼切の太刀を持ち去ったことで、胤舜は石せつ棺かんの中のこの首を持ち帰ることができたのだ。
　その鬼切の太刀も、折れて失われた。
　もはや畏れるものはなく、「剣鬼ダークサムライ」となった十兵衛は武蔵に倒たおされ、結果、「剣姫マスターサムライ」として水晶柱に封ふう印いんされた。
　これで「剣姫マスターサムライ」の水晶八つが揃そろい、富士の地下から伸びる八本の龍りゆう脈に合がつ致ちし、すべてを活性化させることができる。
　その起き爆ばく装置たる「将」の宗朗もまた、中央の水晶柱に封ぜられ、魔ま法ほう陣じんは完成した。
「触しよくまであとわずか。ことは成れり。そしてわれわれの復活も、また……」
　天草の手の中の首が、わずかに脈打ったように見えた。じっとりと、温かさや潤うるおいも増してきている。
　石棺の中にあったときは、青白い皮ひ膚ふが深く皺しわを刻み、干ひからびたように縮んでいた。髪かみなどは、触れるとパラパラと粉々になって落ちた。
　それがいま、皮膚は張りを取とり戻し、新たに根本から銀色の髪が生え伸びつつあった。首の切断面からピンク色の肉が生々しく盛り上がっている。
　広い額からは、豊かな髪を押し分わけるように、その生え際からふたつの角が、はっきりと尖とがっていた。
「また、ひとつになるときが来たのだ。日の本の、すべての者に復ふく讐しゆうする日が……」
　首を両手で掲かかげると、天草が声を上げる。
　まだ開かない鬼の両目としばらく見つめ合っていたが、そのまま抱き寄よせるように自らの額を合わせ、頬ほおずりし、その唇くちびるに、
「……」
　口づけした。
「……あ、あの、天草さま……、わ!?」
　背後から声をかけたのは、又右衛門だった。
　小部屋といってもドアはなく、地下大聖堂の洞窟からいくつか枝分かれした小洞窟のひとつだ。
　又右衛門が新しいからくりの身体を装着したのも、そうした他の小部屋だった。
「ご、ごめんなさい！　ごめんなさ……」
　てっきり天草に叱しつ責せきされると思った又右衛門は、頭を抱かかえて身を縮める。目もつむってしまっていた。
　新しい身体は違和感なく又右衛門に馴な染じんでいる。小麦色の肌はだの張りも若々しい。ボロボロに破れた制服も、新しく着き替がえられていた。
「又右衛門か」
　天草は首を燭しよ台くだいのような台の上に載のせると、立ち上がった。戸口の又右衛門に近づく。手を差さし伸べる。
「ひっ！」
　首をすくめる又右衛門。
　武蔵などとはまた違ちがった意味で、傍ぼう若じや無くぶ人じんで恐れを知らない又右衛門なのに、天草の前では弱々しい小動物のようだ。
　天草はしかし、そんな又右衛門の顔に触れると、やさしく仰あお向むかせる。
「ぁ……」
「あたらしい身体も、よいようだな」
　微笑ほほえむ天草に、又右衛門は泣き出さんばかりに瞳を潤ませる。
「うん……は、はい！　天草さまのおかげっていうか……う、うれしい」
　又右衛門の紅潮した頬を、撫なでながら、
「なにか吾に報告か」
　天草が言う。又右衛門はハッとしたように、
「この地下に、入り込んでるヤツがいるって、正雪のやつ……さまが」
　訴うつたえる。天草は動じることなく、又右衛門を抱き寄せた。
「そろそろ来るころだと思っていた。そのために、おまえたちを置いている。わかっているな」
「は、はい」
　天草に抱かれて、又右衛門の興奮はいっきに高まる。そのうえ、
「期待、しているぞ」
　ギュッ、と天草の胸に押しつけられ、さらに、
「ぁあああ」
　わずかに屈み込んだ天草が、又右衛門の額に唇を押おしつけた。
　感かん極きわまった又右衛門は、額から湯気でも出しそうなほどに顔も身体も、熱くなる。
「吾はこれからまだ大事なことをしなくてはならぬ。あとは、頼たのんだぞ」
　そう言うと天草が離れた。又右衛門はふにゃふにゃとその場に膝を着いてしまう。いそいで振り返かえると、小部屋から出て行く天草の後ろ姿に叫さけんだ。
「やる！　あたし、やる！　天草さまのじゃまするヤツら、ぜってーぶっ殺すし！　ぜってーぜってー、やってやるっての！」
　それだけ言うと、はぁはぁ、荒あらい息を吐はき出しながら、立ち上がる。天草の出て行ったほうをながめながら、つぶやいた。
「そうしたら、天草さま……」
伍◆剣姫と剣鬼
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「……ここか」
　天あま草くさの聖堂に続く地下大洞窟の入り口。宝永噴ふん火か口こうを仰あおぎ見みる麓ふもとにたたずんで仰ぎ見るのは、羽根飾かざりの帽ぼう子しから輝かがやく金きん髪ぱつをなびかせた「剣姫マスターサムライ」ダルタニアンだ。
　側に、いままで乗っていた白馬が、繋ぐ場所もないまま放置されていた。
　あたりは、拳こぶしほどもない火山性の軽石が敷しき詰つめられたような地面だ。道もなければ、歩くだけで足が軽石にとられ、あるいは沈しずみ込みそうになる。
　富士の山頂近くはだいたいどこもこんな地面なのだが、このあたりはとくに顕けん著ちよだった。
「慶よし彦ひこめ、服はつ部とりの忍しのびの情報など、とうに知っていた、ということか」
　ダルタニアンが慶彦の部屋を飛び出したあと向かったのは、生徒会の常任執しつ行こう部ぶだった。そこには監かん察さつ部ぶ、という名の情報機関が置かれている。学園内外のあらゆる情報が上げられ、集積され、分ぶん析せきされているのだが、担当者を恫どう喝かつして端たん末まつを操作すると、すぐにこの場所がリストアップされてきた。
「……どうやら半はん蔵ぞう配下のくノ一たちのはたらきのようだが、半蔵もあの姫ひめも、もう生徒会には属ぞくしていないはず」
　対立しているはずの柳やぎ生ゆう道場と旗本生徒会。
　千せん姫ひめも半蔵も、生徒会を辞してもう籍せきはない。それでも、天草の情報を半蔵は生徒会へそっと流すし、慶彦もそれをダルタニアンにこんな方法で教える。素す直なおとは言えないが、不思議な連帯感と連れん携けいで結ばれているようだ。
「それもこれも、思おも惑わくどおりというわけか。慶彦。気に入らんな」
　そして、気に入らん、と言いながら、ダルタニアンもそんな慶彦に感謝している。手のひらで踊おどらされている感には反発を覚えながら。
「そうやね。うちも気に入らへんのどす。うちだけこんな、おんもの番みたいな扱あつかいちゅうのはね」
　とつぜんの声にダルタニアンが振り向むく。
「佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう……だな」
　立っていたのは、小次郎だった。アイマスクがあいかわらず目を惹ひく。
「ひとりか。武む蔵さしはどうした」
　ダルタニアンの問いに、小次郎は不満そうな顔を向けて、
「そないなんよ。うちは武蔵とおいやしたいのに、引き離されてしもた。それもこれも、あんたら『剣姫マスターサムライ』が弱すぎるせいやわ。そのおかげで武蔵が妙みような理り屈くつこねて、強いサムライと戦いたいて、天草さまに折せつ檻かんされることになってしもたんどす」
　訴える。
　ダルタニアンは途中から、苦虫を噛かみつぶしたような顔になっていた。
「言ってくれるな。我われが弱すぎて話にならぬ、ということか」
「まあそないなことで、間違ってへんでっしゃろ」
「おまえのほうこそ、武蔵がいなくていいのか。まともに戦えるのか」
　ダルタニアンは小次郎の戦いを見ていない。だが、その情報は直前に伝え聞いていた。奥おく日につ光こうの別べつ荘そうを襲い、半蔵を倒した小次郎の戦いが、服部忍にん軍のくノ一たちによって生徒会へももたらされていたからだ。
　ここにも、強敵天草一党の情報を確実に生徒会へも伝えようという動きが見られる。
　挑発するダルタニアンに、
「そやねえ、疑うならひとつ、やってみよし。うちもこんな吹きさらしのところで番犬みたいなことして、退たい屈くつしとったとこやしねえ」
　小次郎が背中の大刀を抜いた。その長さ、ダルタニアンの大剣クレイモアよりも長い。
「言うまでもない」
　こちらも、腰のクレイモアを二本とも、両手で抜くダルタニアン。
「二刀流なら武蔵でよく見てるさかい、珍しもない。せいぜい、うちの燕つばめ返しに遅おくれないよう、ついてきよし！」
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　すっ、とかまえにうつる小次郎。と見えた瞬間、跳んだ。一いつ瞬しゆんで間合いを詰めてくる。
「んっ！」
　情報から予想していたとはいえ、その速さに目を見張るダルタニアン。袈裟に飛んできた刃は、左手のクレイモアが受ける。
　ギッ！　金属をこじり合わせる激しい音と火花が飛び散る。ダルタニアンはすかさず右手のクレイモアを小次郎に向けて突つき出す。が、
「とろい。とろいえ！」
　大剣は空を切った。一瞬で迫る小次郎は、またも一瞬で跳とび退っていた。
　燕返し。
　まるで慣性が存在しないかのように、動きの方向を瞬しゆ時んじに変える。
　どんなに速く動いても、動きがふくらんだり、止まりきれずに「おつり」を残すことがない。
「なるほどな。おもしろい」
「おもしろがるだけやのうて、勝たんとならへんのどすえ、勝負は……！」
　また、小次郎から来た。ダルタニアンは横へ跳んだ。
　小次郎の「先」は防ぎえない。
　が、「後」の「先」を狙ねらっても、「後」までも小次郎が制してしまう。必殺の剣けん法ぽうたるところなのだ。
　これに対してダルタニアンは、横へ跳ぶことで矛ほこ先さきをかわそうとした。
　剣を受けるのではなくかわせば、いったん振り抜いてしまった小次郎の「先」の攻撃は、新たに刀を振り上げなくてはならない。
　袈裟に振るった刀を、逆袈裟として戻もどすように振るうことはできる。が、その場合も単純にひと動作分遅れるし、手首の返しもある。
　小次郎の「先」をかわしたダルタニアンは、小次郎の側面をとっている。
　すでに振り抜いた大刀はダルタニアンと逆の側へ切っ先を向けているし、このままダルタニアンがクレイモアを突き込めば、勝利は疑いないと見えた。が、
「な、に……！」
　小次郎の側面へ回り込んだはずのダルタニアンなのに、その正面に小次郎がいた。
　しかも巧たくみな足捌きで、袈裟に振り下おろしたそのままに、手首を返すことなく再び逆袈裟に振り上げんとしている。
　横方向へ動いたダルタニアンに対して、小次郎も燕返しで追つい随ずいした。
　燕返しが前後往復の一次元だけでなく、あらゆる方向へ対応できるのは、奥日光での戦いで証明されている。
　ダルタニアンに合わせて小次郎は、「Ｖ」字を描いて戻りつつ、体を横方向へ向ける。このとき、大刀の握にぎりはそのままに、身体だけを新たな逆袈裟の切っ先方向へ送る（足捌きとともに身体をひねる）。
　本来ならばかまえ直さなければならないふたつの斬撃を、小次郎は燕返しの応用で連続技わざとしていた。
　まったく動きに無駄がないうえ、振り降ろした刀がそのまま振り上げるかまえの始点になる。
　袈け裟さ斬ぎりに振り抜いたあとの、隙すきを突こうとしたダルタニアンは、小次郎の新たな斬撃の正面に飛び込んでしまった形になった。
「しまい、やね」
　小次郎の長刀、物干竿ざおが振り上げられる。その長い刀身の攻こう撃げき範はん囲いから、いまさら跳び退って逃にげることは不可能。
　両手のクレイモアも、攻撃として繰り出してしまっている以上、もはや戻せない。
　ダルタニアンにできるのは、そのまま小次郎の物干竿を浴びて両断されるだけ、と思われた。
「まだだ！　まだ、終わらぬ！　ぬぅぅ……!!」
　そのときダルタニアンが取った行動は、物干竿の刃に自ら飛び込むことだった。身体を倒し、肩から刃を浴びる。
　異様な音とともに、ダルタニアンがその場に膝を着いた。
　その肩に、小次郎の物干竿の刀身が食い込んでいる。
「なんやの。なにが……」
　言いながら小次郎も気づいた。
　ダルタニアンのドレスは、一部に内張を施ほどこした装甲ドレスになっている。肩、腰、それに、羽根帽子にも金属板が入っていた。
　といっても通常の鎧よろい、兜かぶとよりも薄うすいものであり、刃や銃じゆ弾うだんによっては完全に防ぎきれるものではない。
　武蔵との戦いでは、帽子に仕込んだ装甲でその刀を止めたが、ダルタニアンは負傷を免まぬがれなかった。
　こんども、「剣鬼ダークサムライ」小次郎の鋭い斬撃は、肩の装甲を突き破やぶって、ダルタニアンの生身の肩に食い込んだ。
「く……っ！」
　袖そで口ぐちから、大量の血がしたたり落ちる。刀は肉を切り裂き、骨にまで達していた。
　小次郎の物干竿を止めるにはこれしかないとはいえ、かなりの負傷だ。
　ただ、ダルタニアンが自分から、物干竿の切っ先ではなく、鍔側へ飛び込んだことでそれ以上の深手は免れた。
　角速度が一定なら、中心よりも外周のほうが線速度は圧倒的に速い。
　切っ先の辺りで受けていたら、いかに装甲があっても腕うでまで両断されていただろう。
「なるほど、そないいうことやったんか。一度は通じるかもしれへん。けど、二度は、あらへんえ」
　小次郎が物干竿を引き抜いた。ダルタニアンの肩口から、パッと血しぶきが上がる。それでもクレイモアを握り、次の攻撃に備えて跳び退った。
「振るえる、か……」
　クレイモアを握った腕を、血が肩から流れ落ちて真っ赤に塗ぬり込めていく。クレイモアの柄も、刀身までも血に染まった。
「そないな重い洋剣、持ってるのがやっとやないの。腕が千切れるまえに、あきらめて降参したらええ。そしたら……ひと思いに首を刎はねるだけで済まします。そうでなければ、腕を落とし、脚あしを斬り刻み、腸を引きずり出して、生殺しにしたあと、そのきれいな顔、つぶしてあげま」
　小次郎が刀を大上段に振りかぶった。
　この形からの斬撃なら、たとえ装甲ドレスといえど刀を防ぎ得ない。
　装甲もろとも、あらゆる面に両断されるだろう。頭で受ければ、そのまま身体が縦にまっぷたつになる。
「あれを……いまの、我のクレイモアで止められるか」
　ダルタニアンの苦くじ渋ゆうが深い。唇を血が出るほど噛みしめる。
　逆に小次郎は、ペロッと唇をなめあげた。
「待っとってや武蔵。この女をかたづけたら、そっちへ行くさかいに。それまで、浮うわ気きせんと、待っとってや……」
　小次郎の姿がかき消える。そう思った次の瞬しゆ間んかんには、もう間近に迫せまり、物干竿の間合いにとらえられている。
「……っ!!」
　風が鳴り、頭上から物干竿が落ちてくる。
　これをかろうじて避け得たのは、ダルタニアンの「剣姫マスターサムライ」の身体能力だった。
　しかし近すぎる切っ先はダルタニアンの帽子の鍔を切り裂き、胸の装甲を吹き飛とばした。スカートの装甲も両断している。
　それでも勢いが止まらない小次郎の打ち込みは、切っ先が地面を叩たたく。軽石が吹き飛び、粉ふん砕さいされて舞まい上あがる。
　小次郎の燕返しなら、すぐに立ち位置を変えての二の太刀が来ると、ダルタニアンは思った。しかしもう、どうあっても防ぐ手だてがない。
　かろうじて身をかわそうと横飛びに受け身を取るが、確実に斬られる。が、
「ふ、ん……！」
　小次郎の二の太刀が遅れた。燕返しの素す早ばやさはなく、常人の剣筋よりも遅おそい。
　振り上がる切っ先を、ダルタニアンは楽にかわし、一回転して身を起こす。地面に敷き詰められた軽石もクッションになった。
「……これ、か？　いや……！」
　じゅうぶんに間合いを取るダルタニアンに、小次郎がゆらり、
「いまのはまぐれどす。足場が悪うて、遅れてしもうた。次は、そうはいかへんえ」
　刀を中段に振りかぶる。
「……違う。きさまは一瞬、我を見失ったのだ」
　ダルタニアンはそう言うと、クレイモアをいったん地面に突き立たてると、負傷していない方の手で身にまとっている装甲ドレスに手を掛かけ、いっきに引きはがした。
　なかば引き裂かれたドレスはあっけなく破れ、裂けて、ダルタニアンの身を露あらわにしてしまう。
「どうするつもりなん？　重いドレスを脱ぬいで身軽になったら、うちの燕返しをかわせるとやて？　フフ、甘い甘い」
　笑う小次郎に、インナーだけになったダルタニアンは、手にしたドレスの残ざん骸がいを放ほうり投なげた。
　改めてクレイモアを握ると、空中のドレスに向かって剣けん先さきを走らせる。
　ドレスがあっと言う間にまっぷたつになり、四つになる。切り裂かれ、はね上げられて、竜たつ巻まきに巻き込まれたように粉々になっていく。
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「……なにを、したはるんどす」
　思わず小次郎も口走ってしまう。それほど奇妙な光景だった。
「きさまのその目、見えないがゆえに作り物の目で置おき換かえているが……」
　ドレスのうち、重たい装甲の金属はすでに地面に落ちている。布地だけが舞っていた。ダルタニアンはさらに、クレイモアを地面すれすれにかまえると、
「物を見るには、人の目とは異なるはず。ゆえに……！」
　自らコマのように回転し、地面の軽石をはねあげる。無限に転がる軽石は、まるでつぶてのようにはね上がり、飛び出していく。
　ドレスの切れ端はしとともに、空中を覆おおった。
「これ……は、なんなん……!?」
　小次郎にとっての目は、アイマスクに仕込まれた一種の電波探知機だ。
　三百六十度、死角がない。その代わり、物はすべて同じ質感の影となって映る。
　大上段からの小次郎の一撃がドレスを切り裂き、地面の軽石を吹き飛ばしたとき、小次郎の視界は一瞬、それらの夾きよ雑うざ物つぶつで満たされた。その向こうのダルタニアンを追えなくなった。
　これにヒントを得たダルタニアンが、自らのドレスを細切れにし、軽石を吹き飛ばして空中を飽ほう和わさせたのだ。
「これで、見えまい！　こんどはこちらから行くぞ！」
　実質、一本のクレイモアで、軽石をはね上げながら、回転したままの攻こう撃げき。しかしこれは、重いクレイモアを自在に扱うための、技のひとつでもある。
「Une epee du tourbillon de la tornade（竜巻旋風剣）！」
　回転で威いり力よくを増したクレイモアの切っ先が、小次郎をとらえる、かに見えた。
「あかんわ。こないな戦法で、うちをどうにかできると思うたら……あかんえ！」
　小次郎はしかし、ダルタニアンの回転にさからわず、自らも回転するとダルタニアンの背中へと斬りつけた。
　歯車がちょうど、噛み合うような動き。
　ダルタニアンという歯車に対し、小次郎は同じ速度で回りながら、しかしダルタニアンが背中を向けた刹せつ那な、刀を振るったのだ。
「が……！」
　のけぞり、倒れるダルタニアン。
　本来ならば、背中の防ぼう御ぎよもまた、二本のクレイモアのひとつが受け持つ。が、肩から腕に深手を負った現状では、そこまで機能しえなかった。
　結果、ダルタニアンのクレイモアが小次郎に届くまえに、その背中を切り裂かれた。
　すでに装甲ドレスはない。致命傷になりうる傷だ。
「あらぁ。ちょっと浅かったんやね。しかたおへんなぁ」
　小次郎が止まった。
「きさま、どうやって……」
　布片と軽石による空間飽和は成ったはず。ではなぜ、小次郎は正確にダルタニアンの位置を把は握あくできたのか。
「さっきみたいな、不意に生じた塵ちりやゴミなら、視覚がだまされる、いうことはあるんえ。でもなあ、いまのやと、どれほど布やら石やらで満たされても、その渦うずの中心には必ずあんたがおる、ちゅうことや。つまりは、渦の中心を斬ればええのどす」
　いっけん、無数の夾雑物で覆われているように見えて、その動きには規則性があり、渦の中心はつねにダルタニアンである。
　これが小次郎に見破られた。
　ただし、予想よりも浅手になったのはやはり、小次郎の疑ぎ似じ視界をさえぎるそれら夾雑物の多さが、わずかに間合いを誤らせたからだ。
「くっ……、このうえは……！」
　ダルタニアンはかろうじて立ち上がった。
　背中から流れ落ちる血も、地面の軽石を染めている。斬られた左ひだ腕りうでで身体をささえるが、全身が震えていた。
　かまえもままならない。いまにも膝ひざを着きそうだった。
「もう、いけんようやね。うちには見逃すちゅう判断はあれへんのえ。そやけど、あないなことを思いついたあんたの健けん闘とうは認めんとね。苦しまず、一刀で唐から竹たけに両断してあげるさかい」
　小次郎は、再び大上段に刀を振り上げる。
　物干竿の間合いなら、確実にダルタニアンを脳天から一直線に切り下げ、左右ふたつに分断できるだろう。
「ほな、さいならえ……」
　物干竿の切っ先が落ちてくる。両手握りで大上段から真っ逆さまに落ちてくる剣圧は、いかにダルタニアンのクレイモアといえど、受けきれるかはわからない。
　ましていまの、傷つき、瀕ひん死しの「剣姫マスターサムライ」にはとうてい不可能だ。
　もはや避けえないと観念したかのように動かなかったダルタニアンだが、迫る物干竿の刀身を、
「は、くっ！」
　紙かみ一ひと重えで避けた。切っ先が、わずかに残ったインナーのブラを切り裂くほどの、わずかな差。
　同時にクレイモアを振るう。それも、負傷した左腕のほうだ。
　無傷の右腕でも支えきれないというのに、左腕ではまったく問題にならない。弾き飛ばされるか、クレイモア自体、両断されてしまうか。
　が、奇妙なことが起こった。
「うぁぁああああ!!」
　咆ほう哮こうとともにクレイモアが叩いたのは、物干竿の峯だった。それも上から。
「なん、やて……！」
　小次郎は瞬時にその意味を悟さとった。
　瀕死に見えたダルタニアンは、最後のこの攻撃を秘ひめ、誘さそっていたのだ。
　大上段から振り下ろされた物干竿はなにものも止め得ない。ダルタニアンは止めるのではなく、身をかわしながらクレイモアで上から叩いた。
　結果、物干竿は小次郎の意を超こえて加速し、切り下げすぎた。切っ先は地面を叩き、深く突き刺さる。しかもクレイモアがなおも峯を押さえている。
　負傷し、まともに振るうこともままならない左腕のクレイモアも、落ちてくる物干竿をさらに加速させることならできる。
　そして地面に縫ぬいつけてしまう。
「こないな……」
　すでに物干竿を失った、と感じた小次郎は柄から手を離はなした。得物はこれだけ。脇差は持たない。
　小次郎は間合いを空けようと跳び退すさる。しかし、
「させぬ……！」
　ダルタニアンの右腕のクレイモアが、神速で繰り出されていた。右腕ならばほぼ充じゆ分うぶんの力をまだ持っている。それも、一撃だけなら。
　無骨なクレイモアの切っ先が、小次郎の胸に突き刺さり、貫つらぬく。
「か！　ぁ……ぁ」
　小次郎の身体が硬こう直ちよくする。
　アイマスクがなければ、その双そう眸ぼうが見開かれていただろう。身体を貫いたクレイモアの切っ先が飛び出すのでは、というほどのけぞり、大きく開いた口からは、一拍ぱくおいて血が噴ふき出した。
「J'espere qu'une ame soit purifiee（魂たましいが浄じよ化うかされんことを……）。日の本では……成じよう仏ぶつせよ、というのか」
　クレイモアを引ひき抜く。胸からの血は、思ったよりも少なかった。小次郎は枯かれ木きのように倒れる。
「……むさ、し……しくじって、しもうたか、な、うち……笑わんといて、え……」
　かすかに唇がつぶやくのを、ダルタニアンは聞かない振りをした。
　ダルタニアンは小次郎から離れ、数歩下がると、
「ぅ……」
　うめいた。クレイモアを握る手から、感覚がなくなりかけている。思わず膝を着く。
　肩と背中からの出血は勢いを失っていたが、傷口は開いたままだ。
　ブラまでも切きり裂かれ、インナーはボトムのみのほとんど裸はだかに近い姿。やはり鍔を切られた羽根帽子が、血で汚よごれた顔を隠かくす。
「これ以上、進めるか……。いや、進まねば。宗むね朗あきらを……あの者たちが、待っているのだ、から……」
　折れそうな心に鞭むちを入れて、立ち上がろうとする。そのダルタニアンの肩に、
「……ん？」
　上着がかけられた。瞬間、裸の肩や背中をぬくもりが包み込む。持ち主の匂においがふと香かおって、
「きさま、どうして、ここへ……！」
陸◆天草士郎
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「触が、来たか」
　天草が、つぶやいた。
　魔法陣の間。高すぎて黒く塗りつぶされたようにしか見えない岩の天てん蓋がいを見上げて、天草は呪じゆじ術ゆつ書を開く。
　八つとひとつの水すいし晶よう柱。そのもっとも大きな、宗むね朗あきらの水晶の前に立ち、最後の詠えい唱しように入った。
「Fiat firmamentum per Elohim.Fiat judicium per ignem.Fluat udor per Spiritum Elohim……」
　四天の魔ま物ものを呼び出し、従えさせる呪じゆ文もん。それは地龍を刺激し、地中深く打ち込まれた尾おを暴れさせる。
　それがここ、宝永噴火口の地下で起こるとどうなるか。
　地じ響ひびきが地の底から沸わき上がってくる。かすかな地鳴りが、やがて地下聖堂すべてを包み込む。
　水晶の輝きが増していく。もはや聖堂の中は昼間のように明るい。
　地面が揺れ、岩がん壁ぺきがあちこちで崩くずれ落おちる。天蓋からも岩がいくつも落下し、地面に当たって砕くだけ散ちった。
「Maneat terra per Adam……」
　天草の唇が、ついに最後の文言を紡つむぎ終える。
　呪術書を閉じると、両手を大きく水晶に向かって広げた。
　その手にはふたつの物が握られ、つかまれている。
　ひとつは鬼の首。
　輝く水晶柱の群れを前に、いっそうみずみずしく甦よみがえっている。長い前まえ髪がみのせいで顔が見えないが、もはや、たったいま切断されたと言ってもいいほどだ。
　片手で、胸に抱くように抱えている。
　もうひとつは巨きよ大だいな十じゆ字うじ架かである。
　天草は十字架の長辺を握り持っている。装そう飾しよくを施された白い十字架が、水晶の輝きを受けてまたたいた。
「いまこそ集つどえ！　風の龍、火の龍、水の龍よ！　地の龍に力を与あたえよ！　Maneat terra per Adam……！」
　再び地鳴りが遠く聞こえ、それが地の底から急激に浮ふじ上ようしてくる感覚が地じ震しんとともに襲った。
　水晶柱が狂くるったように光を放つ。その天辺てつぺんから、直上の天蓋へ向けて光の柱を走らせていった。


「……なんじゃ？　気の流れが」
「変わった？」
　幸ゆき村むらの意識が気づき、千せん姫ひめが応こたえた。
　水晶の中の身体から発した意識の流れが、宗朗という結節で繋つながってひとつになっていた。
　すでにお互たがいを認にん識しきした意識は、声だけでなく可視化したイメージも持つことができた。だが最初のうちは、
「わあああ！　め、目に見えるのはいいけど、みんな、なにか着てくれよ！　その、裸じゃ、目のやり場にも困って……」
　宗朗が手で顔を覆ってしまう。
　周りには、幸村、千姫ほか、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちがごく間近にいる。
　天地もない、白い光に包まれて浮ういているのだが、驚おどろくほど違和感はない。
　それに、さっきまで絶望という意識の殻からに閉じこもっていた宗朗をこじ開けた彼かの女じよたちは、ほとんど宗朗と意識で重なり、一部は融ゆう合ごうまでしていたのだから、視覚化すれば、
「裸でぴったりくっつくのぉ！　気持ちいいよぉ、お兄ちゃん！」
　押しくらまんじゅうをしているような、要ようは組んずほぐれつ密着していたようなもので、
「なにを言っておる。おぬしも裸ではないか！」
　いまは離れている幸村に言われると、
「え！　え！　あああ！　そうだったのかぁ!?」
　思わず自分の姿に赤面する宗朗。その場にへたりこんでしまう。その首に抱きついて背中に乗っているのは十じゆ兵うべ衛えだ。
「宗朗くんは、見ないでください！」
　半はん蔵ぞうも顔を真っ赤にして怒るが、それは自分の裸ら身しんを見られたのではなく、千姫をかばってのことだった。
「な、なんでこうなるんですの？　夢から醒めて、気がついたと思ったら……」
「キュ！　ウキュー！」
　佐助もまた、心地よい夢で眠らされていたのを起こされたひとりだ。そうして各人に生じた小さな痛みが伝でん搬ぱんし、繋がり合って宗朗まで到とう達たつすることができた。
「いいわよ、こんな。ほんとの裸を見られるわけじゃないんだし。イメージでしょ、イメージ！」
　むしろ胸を張る千姫に、
「む。そう言われるとなぜだかムカムカするのお。イメージをいいことに、勝手に乳を増量しておるのではないのか。わらわとて……」
　しかし、本来百のものなら百一にも増量できるが、ゼロをいきなり百にするのはイメージでも無理のようだ。
「ええい、不ふ愉ゆ快かいじゃ！　もとよりイメージなのじゃし、ならば……！」
　幸村が目をつむる。その裸身が一いつし瞬ゆん輝かがやいた。と思うと、すぐにいつもの、スク水を基調とした衣装に変わっていた。
「どうじゃ！」
「すごいな！　じゃあ、ぼくも！」
「あ、お兄ちゃん！　あーん、裸がいいのにぃ！」
「誰だれかが服を着ると、急に恥はずかしくなるじゃない。もお……！」
　千姫や半蔵、兼続も次々と衣装を身にまとっていく。柳やぎ生ゆう道場でいつも見る光景に戻っていた。
「ウキュ？」
　基本全ぜん裸らの佐助は例外のようだが。
　そうして全員がもとの姿に戻ったところへ、急にあたりの光が失われ、強い風が吹き始めたのだ。
「これは……天草のやつがついに、計画の最後の段階を始めおったというわけか」
「どうにか、ならないの？　こうして千たちも宗朗も、意識を取り戻したっていうのに」
　千姫の問いに幸村が答える。
「すでに我らの身体は水晶柱に閉じこめられておる。こうして意識は戻ったものの、天草が欲ほつしておるのは『剣姫マスターサムライ』の『気』の力」
「わたしたちが意識的に抵てい抗こうすれば、それを防げるのではないんですか」
「違うのじゃ。『剣姫マスターサムライ』の『気』力とは、『将』との繋がりによって生じる力。言い方は変じゃが、心の『体力』のようなもの。意識的に手て脚あしや筋肉を動かすのとは、異なるのじゃ。まして、本来『気』力を操るべき我らは、身体ごと水晶の中に封印されておる。こうして意識が目覚め、繋がったのは天草の想定外のことではあろうが、しかしヤツの計画遂すい行こうになんら障害とはならんのじゃ」
　半蔵が言い、またも幸村が説明して見せた。
「なんてことですの。それじゃわたくしたちは」
「このまま、黙だまってるほかないっていうのか……！」
　宗朗が歯を食いしばったところで、すでに暴風雨のようになった風に、油断すると身体ごと持っていかれそうになる。
「こ、この風！」
「うむ。我らの意識をも引き離そうとしておるようじゃ。離れたら、二度とふたたび繋がれぬぞ！」
　手を繋ぎ、腕を取り合い、抱き合う。それでもすさまじい風の勢いに、吹き飛ばされそうだ。
「うううううう、もう……ダメぇぇええですわぁ！」
「あきらめるな！　なんとか、こらえるんだ！　ぼくたちがまたバラバラになったら……そのときは」
　天草の大願が成じよ就うじゆしてしまうのではないか。そうなったら宗朗たちはもとより、
（日の本は、もう……！）
　あたりは真っ暗に稲いな光びかりが走る光景となり、暴風というよりももはや身体ごと引き裂かれそうになる。
　これ以上は、もう……！　そう宗朗さえ思ったときだ。
「お兄ちゃん！　お兄ちゃん、チューして！　みんなと、チューするの！」
　十兵衛が叫んだ。思い切り叫ばないと、もう聞こえない。
「ええ？　ああ！　なんで、いま……」
「いや、よいかもしれぬ！」
　宗朗に、幸村が怒ど鳴なる。
「いまの我らはいわばアストラル体。『剣姫マスターサムライ』の常態ではないゆえ、『将』『士』の『契けい約やく』はどのような効果をもたらすかわらぬのじゃ！　そもそも、十兵衛がキスで何度も『剣姫マスターサムライ』化するのを我らは見てきた。じゃが、すでに『剣姫マスターサムライ』が固定化している我らについて、これまでは再度のキスについては考こう慮りよのらち外じゃった。じゃが、じゃが！」
　つい反語を重複してしまうほど、幸村は強調してしまう。
「我らについても、二度目のキスは有効なのではないか？　少なくとも、試ためす価値は、あろう！」
　さらに勢いを増す暴風。天がすべての「気」を吸い上げていく。いまにも身体ごと吸い上げられ、吸い出されそうに危あやうい。
「で、でも……宗朗くんと」
「また、ですの!?　また、破は廉れん恥ちな……！」
「……幸村さまの命とあらば」
「宗朗と二度目の、ちゃんとしたキスが……でも、千だけじゃないなんて、なんだかイヤぁ！」
「ウキュ！　ウキュキュ!?」
「わーい、さっちんもいっしょだよぉ！」
　だが事態はもう、一刻も猶ゆう予よはない。
（ぼくが決めるんだ。みんなを護まもるんだから。ぼくが……ぼくが……！）
　宗朗はみんなの顔を順番に見つめた。そして、決意する。
「キス、するんだ。ぼくが……責任を持つ！」
　その瞬間、「剣姫マスターサムライ」たちの顔がいちように朱しゆに染まり、
「責任、って……宗朗、おまえ」
「と、とれるの、じゃな。責任を」
「わーい！　お兄ちゃんが責任とってくれるのぉ！」
　宗朗を見つめる目がドキドキとしばたいたり、逆に逸そらしたり、喜びに輝いた。
　わずかの間のあと、ついに、
「千がさいしょよ！　せめて千がいちばんさいしょにキスするの！」
「なんじゃ、順番などにこだわりおって！　これだから徳とく川がわの女は……！」
「あ、あの！　わたしは御お姫ひいさまのすぐあとで！　それなら、御姫さまと間接……！」
「……いつでも、いいのですが」
「ウキュー!!」
　チュ！
　キスの瞬間、これまでとまったく異なる感覚が「剣姫マスターサムライ」たちを襲った……のかもしれない。しかしそれを噛みしめる間も、確かめる手段もなかった。
　ただ、一瞬の口づけのあと、陶とう酔すいするように力が抜けて、
「きゃぁああああ!!」
「ぁあああー！」
「御姫さまぁああ！」
「宗、朗ぁ！」
　次々と、飛ばされていく。黒々と渦うず巻まく天空へ飛ばされ、あっと言う間に吸い込まれていった。
「お兄ちゃん！　……大好き、だよ！」
　十兵衛の唇が触れる。抱き留とめようと宗朗が伸のばした手を、
「十兵衛！」
　すり抜けていく。飛ばされていく。小さくなっていく十兵衛を、宗朗が思わず追いかけて……、
（……ぁ）
　そのとき、なにかが触れていった。
　抱きしめられたのは宗朗のほうだったのかもしれない。ふと鼻び孔こうに残る匂い。どこか、知っている気がする。
（水晶柱は、八本だ。ぼくと……幸村、千姫さま、委員長、又また兵べ衛えさん、兼続、佐助……十兵衛！）
「きみは……！」
　それまで宗朗が「つかんでいた」ものが急に消えると、暴風の渦の中へたちまち飛ばされていく。
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「……貴公が、来るとはな」
　ダルタニアンが立ち上がった。
「おっと、まだ応急処置を済ませただけなんだ。ニアはここで、休んでいるといい」
　そう言うのは慶よし彦ひこだ。
　傷ついたダルタニアンの裸身に自らの上着をかけてねぎらったのが、慶彦だった。
　そして彼かれの背後には、旗本生徒会の隊士たち数十名がいた。中には、サムライの少女たちも混じっている。
　小こ次じ郎ろうを倒しながら、自らも深手を負ったダルタニアンを処置したのは、やはり同行してきた生徒会の医いり療よう班はんだった。
「ケガを診みてくれたのは礼を言う。が……これはなんだ。この服は！」
　傷は包帯でしっかりと止められていた。そして「剣姫マスターサムライ」の驚くべき回復力は、すでに傷口が閉じて、癒ゆち着やくし始めていることからも見て取れる。
　しかしいまダルタニアンが問題としているのは、そのかっこうだ。
　自分から装甲ドレスを粉々にしてしまったため、着る物がない。そのため慶彦が用意させたのは、
「ごめんごめん。服までは用意してなくてさぁ。だからニアと背格好の似た生徒会の女子生徒から制服を貸してもらうしかなかったんだ。でも……あはは、よく似合ってるよ、それ、ニア」
　高等部一いつ般ぱん女子生徒の制服だった。ダルタニアンが着ると、なぜかとたんに初うい々ういしく、かわいらしく見えてしまう。
「その間まはなんだ！　それに、このスカートは、短すぎるぞ！　もっと校則で膝ひざ頭がしらまでの丈たけと……ええい、もうよい！　もう傷はかまわぬ。我も参る！」
　頬を染めながらも、それを振ふり払はらうようにダルタニアンは、二本のクレイモアを手にする。これも予備を慶彦が用意させたものだ。
「まあ、そう言うと思ったよ、ニアは。だからさ、せめてぼくに手助けをさせてほしい。そのために彼女たちを先行させているところさ」
「彼女たち……？」
[image: 画像]
「天草さまが言ってたとおりになったよぉ！　だけど、キャハハ！　もう遅いっての！　又また右衛え門もんさんがおまえらと遊んでやっからよ！　その間に天草さまは、ぜんぶ終わらせて、この国を残らず火の海してくれるんだっての！」
　洞どう窟くつの開けた空間に又右衛門の哄こう笑しようが響ひびく。
　ちょうど、宗朗たちが逆さまの映像で天草を見た場所だ。高所から見下ろす又右衛門に、相あい対たいしているのは、
「大おお江え戸どでの借りは返させてもらう、なの」
「へっへへ、ここが天草一党の本ほん拠きよ地ちってわけじゃん。燃えるぜぇえじゃん！」
「この向こうに天草がいるんにゃ？」
「おもしろくなってきたでござる」
　徳川幕府の「剣姫マスターサムライ」、大久保彦ひこ左ざ衛え門もん、水野十郎左衛門、加か賀が爪づめ直なお澄ずみ、神かみ谷や伝でん心しん斎さいの四人だ。
　洞窟の外には、幕府の部隊が続々到とう着ちやくしつつあった。
　空を覆う大型ヘリが、人員と機材を吐き出す。中には、爆ばく弾だん処理班や化学防護班までが含ふくまれていた。
「この大がかりな騒さわぎ、貴公が幕府を動かしたのか」
　ダルタニアンが言う。
「さあねえ。ま、どこにもお節せつ介かいな連中はいるものさ。……あんなもので天草の術式は破れない。まして天草を倒すことはね。だけど、彼らの顔もいちおう立ててやらないとならないんだろう。大事なときにちゃんと仕事をした、とね」
　どことなくうんざりしたふうな慶彦だが、今回は幕府の出方やその力を見ることにしたのか。
「いずれにせよ……。ほんとうの戦いはここじゃない。宗朗と、あいつの『剣姫マスターサムライ』たちがどこまで……」
　慶彦が言葉を切った。ダルタニアンが小さくうなずく横で、
「……鬼おに切きりの太た刀ち、宗朗が使いこなせるっていうなら」
　さっきとはうってかわって、楽しくてしかたがない、という表情が浮かんで、消える。
　再び、又右衛門と徳川四「剣姫マスターサムライ」。
「性しよ懲うこりもなく雁がん首くびそろえて来やがって……おい、しょーこりもなく、って、こういうとき使うんだろ？　キャハハ、又右衛門さん、国語もできてるっての！　どっちにしたって、大江戸で勝てなかったヤツらがなにしたって無む駄だ無む駄だ無む駄だだってんだよ！」
　挑ちよ発うはつする又右衛門に、
「本来なら一いつ騎き打うちを挑いどむところ、だけど、いまは一刻を争あらそう、の。だからこのまま行かせてもらう、の！」
　彦左衛門が言うと、残りの三人が又右衛門を包囲するように散った。又右衛門は目を輝かせる。
「いいぞいいぞ！　来いっての！　天草さまの間近で、あたしのいいとこ、い｜｜｜っぱい見てもらうんだっての！」
　又右衛門が跳とぶと、いっきに大包丁を抜ぬきつける。
「チビっちいの！　おまえからだっての！」
　最初に狙ったのは、彦左衛門だった。
「むっ！　言ってはならないことを言ったの！　後こう悔かいする、の！」
　彦左衛門が空中で、大包丁を大盥たらいで受ける。
　又右衛門が二の太た刀ちならぬ二の包丁を繰くりだそうとしたときには、もうそこに彦左衛門はいなかった。
「こんどはビニールプールでも持ってくるんだな！　……って、んあ？」
　大盥に目を惹きつけ、彦左衛門は又右衛門の横へ回り込んでいた。しかも又右衛門が大包丁を振るった、その逆方向だ。
「いかにからくり仕し掛かけでも、これだけ近づけば、なの……！」
　防御用の大盥をおとりとして分離してまで、又右衛門に思い切り近づく計略だった。彦左衛門の大刀が、又右衛門の胴どうを薙なぐ、かに見えた刹那。
「ち！　うぜえええええ、ってんだよぉお！　天草さまにもらった新しい身体、よっく見とけっての！」
　又右衛門が叫び、
「やばいじゃんよ！　腕か脚が来るじゃん！」
「どっちもかもしれんにゃー！」
「そのときは、拙せつ者しやが身を犠ぎ牲せいにしてでも……でござる！」
　彦左衛門が倒れても、残り三人がここでいっきに決める。「後」は考えない、「先」のみの飽ほう和わ攻こう撃げきだ。
　しかし又右衛門には、からくり体の全方位同時撃うちがある。
「ちぃぃいいいいい!!」
　大包丁を投げ出すとともに、身を反り返らせた。その両りよ腕ううで、両りよ脚うあし、加えて腕と脚が発射されたあとの、両りよ肘うひじと両りよ膝うひざからの小焙ほう烙ろくの大量一いつ斉せい発射。さらには、
「これも、あたしのおごりだってーの！」
　自ら上着を引きちぎって裸の胸を露ろし出ゆつする。そこからも大型の焙烙が。さらに腹からは鉄球が、出る。
「来る、の！　誰か一ひと太た刀ちでも……！」
　四人の誰もが、際限ない爆ばく発はつの雨を予想した。が、
「な、んだ……!?」
　出ない。発射体勢にこそ入るものの、身体の中の焙烙が発射されない。又右衛門が初めて顔色を変える。その瞬間、
「もらった、でござる！」
　伝心斎の一刀が、又右衛門の腰こしを一いつ閃せんする。
「いま！　なの！」
　彦左衛門の大刀も、又右衛門の胴から胸へと斬りつけ、
「悪く思うな！　じゃん！」
「にゃにゃにゃー！」
　十郎左衛門の鉄爪つめ、直なお澄ずみの居合の抜き付けまでが、又右衛門の身体へ吸いこまれた。
「ぐっ……ぅぅ……！」
　自分に起こったことが信じられず、うめくことしかできない又右衛門。からくり体の機能を完全に失い、石のように落ちていく。
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「いまこそ、龍の力よ、地を動かせ。山を動かし、この国に禍わざわいをもたらし、咎とがによって永えい劫ごうに不毛の地と為なせ。ために吾はここに……」
　水晶柱を前にした天草がつぶやくと、それに応えるように地鳴りが起こった。
　間欠的に起こる地震もその間かん隔かくを狭せばめ、震しん度どを大きくしている。
　まるで巨きよ人じんが地の底から徐々ににやってくる、その足音のようだった。
「ん……正しよ雪うせつか」
　天草が振り返る。聖堂の入り口に、正雪が立っていた。
「幕府の軍が迫せまっております。すでにこの地下洞窟に侵しん入にゆうしていると思われ……」
　天草は正雪をじっと見つめる。その黄金色の瞳ひとみにとらえられると、正雪はじっとりと汗あせがにじみ出してくるのを感じずにはいられなかった。
「いかがなさいますか、天草さま」
　もう一度、聞く。天草は、
「そのために、あの者どもを置いている。防げ、と伝えよ」
「お言葉ではございますが、洞窟入り口と大空くう洞どうを守備していた佐さ々さ木き小次郎、荒あら木き又右衛門ともに、学園の『剣姫マスターサムライ』、徳川の『剣姫マスターサムライ』にそれぞれ討うたれたもよう……」
　その言葉を聞いて、天草はようやく表情を動かした。
「小次郎、又右も、か。ならばしかたのないこと。武む蔵さし、胤いん舜しゆんにて防げ」
　それだけ言うと、再び正雪を見み据すえる。
「正雪……おまえも、行くがよい。身を挺ていしてでも、この聖堂の間、護ってくれるな？」
「……もちろんのこと」
「ならばよい。すでに策は成った。あとは待つのみ。『将』と『剣姫マスターサムライ』の『気』力が、黙っていてもこの山を噴ふん火かさせ、たぎる溶よう岩がんと岩を大江戸までも吹き飛ばそうぞ。大江戸は空から降ふってくる岩で蹂じゆ躙うりんされ、壊かい滅めつする。この地から走った深い亀き裂れつは日の本中の地層、地ち溝こうを分断し、大おお八や島しまを残さず、海の底へ沈めるであろう」
　天草は正雪にではなく、もっと別の誰かに、もたらされるであろうその成果を誇ほこっているようだった。
　正雪は額の汗を感じながら、頭を垂れる。
「さすがは天草さま。この正雪、感じ入った次し第だいです」
「うむ。そしてこの吾も、ついに完全なる身体になるときが来る。そのときは、この身を甦らせてくれたおまえにも、さらなる喜びを与えてやれるというものだ」
　天草の唇が、大きな笑いの形を描えがいた。
「そのときを、心よりお待ち申し上げております。では、わたしも徳川を迎むかえ撃つために参りますれば……」
　一礼して正雪が聖堂から立ち去る。
　その姿が洞窟の向こうに消えてしまうのを見ると、天草は、
「あやつらが狙っているもののひとつは、あれなる……。もはや役に立たぬと知ったらいかなる顔をするか。だが……」
　天草は水晶柱の輝きを確かめるように仰ぎ見ると、自身もまた聖堂をあとにする。
　それを見ていたのは、すでに聖堂を出て行ったはずの正雪だった。
　いままで天草がいた魔ま法ほう陣じんの上を踏ふみ越こえ、水晶柱に近づく。
「……これが、天草の装置。このままでは日の本すべてが失われる」
　正雪はコートの中から袱ふく紗さに包まれた「その物」を取りだす。
　袱紗の中から現われたのは鬼切の太刀だった。天草の私室から持ち出したものだ。
　いまは刀身がまったく失われ、柄つかと鍔つばだけになってしまった太刀をかざす。水晶に向けると、
「ぅ……？」
　柄がわずかに振しん動どうしたような気がした。同時に水晶が、輝きを変化させていく。白い光が、わずかに暖かい黄金色に染まるようだった。
「この太刀は、まだ」
「やはり、な」
　再び天草の声がして、こんどは正雪が瞠目する。
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　天草は一度聖堂を出たと見せて、正雪の動きを誘ったのだった。
　正雪は驚きを顔に滲にじませる。が、その手はいつでもコートの中の短たん銃じゆうに伸ばせるように動いていた。
「獅し子し身中の虫がおまえだったとは。しかし遅かったな。すでに吾の望みはすべてかなえられつつある。いまさらおまえが謀はかって、わが『剣鬼ダークサムライ』どもを潰つぶしたとしても、だ」
　ゆらり、天草が歩を進める。手にしているのは同じく、十字架と鬼の首だ。天草が一歩歩むと、正雪が一歩退く。天草が続けた。
「小次郎と又右衛門の敗退におまえがどう関かかわっているのかは知らぬが、武蔵と胤舜を見当外れの場所へ追いやったのは、間ま違ちがいなくおまえだな。だが吾が直接呼び寄せた。すぐにここへたどり着く」
　鬼の首の顔が変わっている。長い髪に半ば隠されているものの、若々しい面は猛たけ々だけしさと気品を感じさせ、口もとはわずかに微笑ほほえんでいるようにさえ見えた。
「だが、おかしいではないか。おまえが吾を復活させたのは、このためのはず。幕府に復ふく讐しゆうし、大江戸を壊滅させるのがおまえの望み。それを吾がかなえてやるというのに、なぜじゃまをしようとする」
「話が、違うからだ」
　正雪が口を開いた。
「幕府を倒すのはいい。そのために豊臣の名も借りた。が、あなたはこの日の本すべてを壊し、海に沈めようとまでしている。それではこの国の民たみが滅ほろびてしまう。そんなことは、わたしは望んでいない」
「ふん、そうか。幕府を潰し、この国を支配するのがおまえの望み、であったか。フフフ、たしかに、国がなければ、民がいなければ、支配者となることは叶かなわぬからな」
　天草がまた一歩進み出る。もう正雪は、大水晶柱に背中を押しつけていた。それ以上は下がれない。
「それだけではない。天草さま、あなたはほんとうの天草ではあるまい」
「ほお？」
「あなたは天草四郎ではない。わたしの召しよう還かん術になにか不備があったのかもしれない。しかし召還された天草四郎……わたしが天草四郎時とき貞さだとして召還したサムライ、それは天草四郎ではなく……！」
　突とつ然ぜんの爆ばく発はつ音おんが聖堂の間を襲おそった。
　ガラガラと岩が飛び散り、崩れる音と衝しよ撃うげき。聖堂の間全部をすさまじい爆煙と土つち埃ぼこりが覆い尽つくす。
「なん、だ……」
　正雪が驚き、天草も顔を向ける。岩壁に開いた大穴から飛び出してきたのは、
「幕府御ご書しよ院いん番ばん頭がしら、大久保彦左衛門忠ただ教たか、ここに推参！　なの」
　爆ばく風ふうよけの大盥を、パッと外すと、そこには小さく凛り々りしい「剣姫マスターサムライ」の姿があった。さらに、
「おう！　ようやく来てやったじゃん！　水野十郎左衛門、憶おぼえおけってんじゃん！」
「同じく、加賀爪直澄にゃにゃにゃにゃー！」
「拙者、神谷伝心斎と申す者。天草四郎、お命、頂ちよ戴うだいする所存でござる！」
　幕府の「剣姫マスターサムライ」四人組がそろう。
　さらに、たったいま岩壁を崩す爆ばく発はつ物ぶつを仕掛けた工作班や、小しよう銃じゆうを持ち、刀を腰に差した突とつ撃げき班などが展開する。
　広い聖堂の間が、半ばほども埋うめ尽くされるほどだ。
　そして、全員の間を割って進み出るのは、
「ようやく会えたね、天草四郎……この騒そう動どうすべての首しゆ魁かいということで、いいのかなぁ」
　慶彦と、
「あの水晶が……みんなと、宗朗を……！」
　いまは学園高等部の制服姿をしたダルタニアンだった。
　天草は無表情に全員を見やると、手にした十字架を振り上げた。
「動くな！　なの！」
　彦左衛門以下、徳川の「剣姫マスターサムライ」が天草を取り囲もうと進み出る。
「なんでござるか、あの首は……！」
　伝心斎が言うまでもなく、天草の持つ異様な首に注目が集まる中、
「……！」
　正雪がこの機に脱だつ出しゆつを図る。両手で短銃を引き抜きながら、発はつ砲ぽうした先は天草に向かってだった。
「撃つな！　なの！　動くな！」
「逃げるじゃん！　追えっての！」
　天草に気を取られ、正雪への監かん視しが散さん漫まんになっていたせいもある。そのうえ正雪は、いくつもの煙えんし硝よう玉を爆発させて混乱を拡大させていた。
「逃げるか、正雪！」
　幕府方の「剣姫マスターサムライ」が叫ぶ。その中で、正雪が放った短銃弾だんをたやすくかわした天草もまた、煙の中、姿を消していく。
「狭せまい洞窟の中でござる！　すぐに捜すでござるよ！」
「にゃにゃ！　あっちだにゃ！」
　徳川の「剣姫マスターサムライ」たちがふたりを追って駆かける。ダルタニアンもまた、
「あれなる天草、それに正雪、我の剣けんで……！」
　後を追おうとするところを、慶彦に止められた。
「ニアはこの水晶柱を見て、なんとも思わないのかい。これが天草の計画の中心、核かくなのだよ。いまはこれを取り除くのが先決だよね」
　慶彦はそう言うと、宗朗の水晶に向かって歩く、近づくと、
「運がいいヤツだな、やっぱり宗朗は。それともあいつ、正雪のやつがわざと……」
　地面から鬼切の太刀を、拾い上げた。
　正雪が逃とう亡ぼうするさい、そのまま捨てていたのだ。両手に短銃を握るためとはいえ、あっさりと放ほう棄きしすぎているとも言える。
「しかしもう刀は折れているのでは……ん？」
　ダルタニアンが言い、その途とち中ゆうで気づいた。
「これ、は……」
「そう。鬼切の太刀だよ。徳川家に代々伝わる宝ほう剣けん。いや、武家政権に代々伝わる、と言ってもいい。そしてこの刀のほんとうの力は……」
　慶彦が刀身のない太た刀ちの柄をかざした。ボゥ、と発光する。暖かく、振動する。
「まだ、生きている……」
　ダルタニアンがつぶやいた。壊こわれた刀なのに、命あるもののように、息づいている。慶彦が握り、ダルタニアンが側にいることで、より強く光と熱を放つようだ。
「しかし、刀身がないのは……」
「いや、これでいいのさ。そして宗朗のやつが、答えを見つけたなら」
　鬼切の太刀を慶彦が水晶柱に近づける。
　すると折れた刀の根本がボゥっと光り、まるで刀身のように長く伸びて来た。
「まさか、これが……太刀だと」
「ぼくも初めて見るけど、光りがほんとうに刀になるなんてね……」
　ダルタニアンが魅みせられ、慶彦さえも感心したように仰あおぎ見みる。その光りが水晶に映ると、聖堂の天蓋までも美しくゆらめいた。
「なるほど。その太刀、そのように使うものだったか」
　声が、降ってきた。
　まったく気配がなかった。慶彦が、ダルタニアンが振り返かえる。
　宙に、天草が浮いていた。それはいま、その刹那、そこに出現したように。湧わき出でた、と表現するのが正しいように。
　いったん姿を隠したと見せて、どこかに潜ひそんでいたのか。そしていま、どのように姿を現わしたのか。
「防げ、ニア！」
　驚きながら、慶彦もダルタニアンも、とっさの対処をとるのはさすがだった。慶彦が命じたときには、
「ぁぁぁあああっ！」
　ダルタニアンはもう、手にしたクレイモアを二本ともに振りかぶっていた。傷ついた左腕も躊ちゆ躇うちよせずに使う。
　この事変の首魁を倒たおすことができるならば、片かた腕うでなど失ってもいい、そんな覚かく悟ごだ。
　宙に天草が浮いている、と見えたのは一瞬だった。重さのない、風船のように浮いて見えた次の瞬間、勢いを持って落ちてくる。
「笑しよ止うし。そのような玩具おもちやがなにごとやある」
　天草の手にした十字架がうなりを上げる。二本の刀と交こう錯さくした。
「な、に……！」
　例えるなら、船の巨大な錨いかりどうしをぶつけたような、重々しい金属音と衝撃の末、天草の十字架がクレイモアを粉砕していた。
　かろうじて顔と胸を守り、致ちめ命いし傷ようこそ防いだが、多くの破は片へんがダルタニアンの身体を傷つけ、切り裂さいていく。
　武器も失ったダルタニアンに、しかし天草はとどめを刺さしに行かない。その代わりに、
「Mon general（我が『将』）！　危ない！」
　思わずダルタニアンにそう叫ばせる、天草の攻撃が慶彦に向かう。
　ダルタニアンを一いつ蹴しゆうした天草は、そのままいったん着地すると、その勢いのまま慶彦へ、と見えたこれも刹那、
「消えた、だと!?」
　こんどはダルタニアンも慶彦も、はっきりと見た。
　天草の姿がかき消える。
　煙硝玉や迷めい彩さいといった類たぐいではない。見えないドアから出て行ったというように、いまいた空間からそっくり身体が消えるのだ。
「来る……ぞ！」
　さしもの慶彦も、この瞬間には緊きん張ちようの極きわみに達した表情になる。
「……終わりだ、徳川の御おん曹ぞう司し」
　またも、見えないドアが開いて、そこから天草が姿を見える。慶彦のごく間近。その武器である十字架の間合いの中だった。
　つまり天草は、ひと振りで慶彦を屠ほふることができる。
　だが慶彦も、自分への天草の攻撃は読んでいた。
　そしてこのとき、慶彦がとったのは、自身の身を守るのではなく、
「受け取れ、宗朗……！」
　鬼切の太刀を、水晶柱へ突き立てることだった。
　短刀ほどもない、ゆらめく光の刀身を水晶の面へと突き込んでいく。
「笑止！　まず貴様から送ってやる……！」
　天草の十字架が、慶彦の身体を一瞬でバラバラにする。と見えた、瞬間、
「ぅ……!?」
　まばゆい光が、噴き出だした。
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　強い圧力で水が勢いよく噴ふん出しゆつするのに似て、光がまるで質量や強さを持ったかのように噴き出していた。
　天草の十字架が止まる。天草自身、立っていることもできない光の奔ほん流りゆうなのだ。
「なん、だと……この、吾が……！」
　押し戻されていく。
　それは慶彦にとっても、身体がどこかへ消し飛んでしまいそうな衝撃だった。身体を構成する分子が、光の衝しよ突うとつで消しよ滅うめつしていくような。
「……これほどの！」
　慶彦がうめく。ダルタニアンが、
「どうなって、しまうのだ。水晶が……!?」
　目を見張る。まさしく魅み入いられていた。そしてついに、
「ぉぉぉおおおお!?」
　天草が咆哮を迸ほとばしらせるなか、水晶の光が、爆発した。
　爆発、としか形容できない光の氾はん濫らんだった。
　その中で水晶柱が……無数の亀裂が走り、一瞬で粉々に、そしてその破片もがすべて光となって蒸発、昇しよ華うかしていく。
　あとには、
「う、……ぐ」
　投げ出される、白い身体。それは他の水晶でも、
「あぁっ！」
「キャッ、ン！」
「はぅぅ……ぁあ」
　すべての柱が砕け散り、封ふうじられていた中の身体が次々と露あらわになる。その場に倒れ、崩れ落ちる。
「おまえは……」
　ダルタニアンの近くの水晶からは、十兵衛がよろめき、落ちてきた。思わず支え、抱だきかかえるダルタニアン。
「……ふぁ、ニア、さん？」
「気づいたのか。生きているのだな！」
　ダルタニアンの顔が、喜びにあふれる。双そう眸ぼうがうるんで何かがこぼれ落ちそうなほど。
「あ、ニアさーん！　変な服ぅ」
「それは！　よ、よけいな世話だ！　貴公こそ、なにも着ていないではないか！」
　ダルタニアンの言うとおりだった。
　水晶から解き放たれた「剣姫マスターサムライ」たちは、その中に封じられていた姿のままの全裸だった。
「なんじゃ、わらわの着物が……！」
「きゃあ、なによ、これ！　お、お兄さま？」
「ウキュ、ウキュー！」
「御姫さまにお召めし物ものを！　わ、わたしも、困ります……！」
「なんですぐに裸なんですの？　なんでですのー！」
「……幸村さま」
　倒れ、ひっくり返り、横たわった「剣姫マスターサムライ」たち。その得物も水晶に封じられていたから、こちらもあちこちに転がっていた。
　そして「剣姫マスターサムライ」たちが裸ということは、言うまでもなく、
「う……ぅぅ……、ぁ、ニア、来てくれたのか！　十兵衛も……」
　宗朗もまた、なにひとつ隠さない自然のままの姿。
　ダルタニアンの前で立ち上がったものの、まだ下半身に力が入らず、よろける。思わずダルタニアンに抱きつく形になって、
「……き、き、貴公は、服を、着ろぉおお！」
　真っ赤な顔をしたダルタニアンが、目をつぶりながら叫んだ。
「あははは、お兄ちゃん！」
　そんなことはおかまいなしに抱きついてくる十兵衛。そこでようやく宗朗も、周りの状じよう況きように気づく。
「うぁあ！　みんな……、それに……！」
「そうさ。天草との戦い、こんどはこっちの番、てね」
　宗朗の肩かたに、背中から自分の上着をかけるのは慶彦だ。
「慶彦、さま……！」
「はは。こんな役目ばかりみたいだ。……これを、返しておくよ。おまえに反応している。それにもう、『使い方』はわかっているんだろう？」
　慶彦がそう言って鬼切の太刀を宗朗に手て渡わたす。一時高まった光の刀身は、いまはないくらいにまで収まっている。
　だが、ひさびさの再会や復活をよろこぶのもそこまでだった。
「水晶が……吾が魔ま法ほう陣じんが……。おのれ……！」
　光こう芒ぼうに押され、目を灼やかれたと見えた天草が再び立ち上がっていた。黄金の目を見開く。
　すっかり地響きも、余よ震しんのような揺ゆれも収まっている。
　水晶柱が壊れ、中に封じられていた宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちが解放されたことで、地龍りゆうを動かす力の源も失われたのか。
「あれなる柳生宗朗、いかにして水晶の呪じゆ縛ばくを……。あれほどの恨うらみ、憎にくしみ、捕とらわれて戻って来れるはずがない」
　天草の言葉に、宗朗はしかし、真正面から答えた。
「恨みや憎しみで人は救えない。まして、ぼくの仲間を、護れるはずがない！」
　強く言い放つと、宗朗の手の中の鬼切の太刀が輝かがやきを強めていく。
「使えるのか。その太刀を、きさまが……！」
　天草が十字架を振りかぶった。
「いけない！　あれは、跳んでくるんだ。空間を、自在に行き来するように」
　慶彦がいう間もなく、天草の姿がかき消える。
「どこ、行ったの!?」
「超ちようスピードなんてものじゃございませんわ！」
「あんなの、どうするのよ！」
　衣服がなくとも、得物を手に、かまえを取るのは武芸者の習いだ。しかし、どこへ現われるのかもわからない天草の攻撃を防ぐのは至難と思われた。
　だがいまは、
「宗朗じゃ！　やつは宗朗を……！」
　幸村が叫ぶ。その瞬間、
　ブォ！　空間が鳴った。次元を跳ちよ躍うやくした天草が、宗朗の背後に現われる。すでに振りかぶった十字架を、鉄てつ槌ついのように振り下おろす。
「我が魔法陣を壊した罪、その身に受けるがよい！」
「宗朗！」
　側にいた慶彦も、「剣姫マスターサムライ」たちもが虚きよを衝つかれた。
　すでにどうあっても間に合わない、そう見えた瞬間、
「……んぅ！」
　天草が表情を変えた。なぜか動きが鈍にぶった。その次の一瞬に、
「宗朗さま！」
　天草の十字架をとらえる大鋏ばさみ。その奇きみ妙ような形は、一度見たら忘れることもできない。その持ち主ともに。
「……義ぎ仙せん!?」
「はい、宗朗さま。ふたたびお目もじ叶いましたこと、たいへんうれしく思います。たいへん、たいへんに……」
　濃こく色づいた肌はだに銀色の髪かみが鮮あざやかなコントラストを描く。
　身に一片ぺんの布もまとわない、ということからか、いつもその片目を覆っている眼帯もない。
　色いろ違ちがいの片目が、見る者をまた驚かせた。
　義仙の裸身が陰いん影えいも濃く、宗朗におおいかぶさるように守りながら、天草の十字架を受け止めていた。
「義仙、じゃと!?」
「あの女、死んでなかったの？」
「ウキュ！　ウキュー！」
　毒どく舌ぜつな千姫も含め、宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちの驚き。
「わーい！　ぎったんもいっしょなのぉ!?」
　よろこぶ十兵衛。
「やれやれ。すっかり宗朗の『剣姫マスターサムライ』じゃないか。あの胸の徴しるしは、さ」
　どこか呆あきれている慶彦。
　その言葉どおり、義仙の乳ち房ぶさの下側には鮮やかに萌もえる桜の花びらが色づいていた。
「どういうことだ。あの者、確かに以前はモンジェネラルの『剣姫マスターサムライ』だったのではないのか」
「将」と「剣姫マスターサムライ」の契約はその命ある限り消えないもののはず。だが義仙はまぎれもない、宗朗の「剣姫マスターサムライ」となっていた。
「宗朗には、契約を覆くつがえす力もある、というのか。で、では、我も……」
[image: 画像]
　急に頬ほおを赤らめるダルタニアン。
「なん、だ、これは……！」
　そして天草。
　あきらかに、必殺のタイミングだった。気づいた「剣姫マスターサムライ」たちが、どれほどに素早く動いても届かないほどに。
　なのに、防がれた。義仙の大鋏に十字架の動きを封じられた。
　タイミングだけでいえば、いち早く天草の出現位置を予測し、動き出していた義仙ですら、一瞬間に合わなかった。
　なのに天草の一いち撃げきが失敗したのは、天草自身がその動きを止めた、緩ゆるめたからにほかならない。
　必殺のタイミングを、なぜ自ら捨てたのか。それが天草にもわからない。
「わかりませんか。あなたの意識にただひとつ、鍵かぎをかけさせてもらいました。義仙にできたのはそれだけ。だけれどそれでじゅうぶんでした」
　まだすべての「剣姫マスターサムライ」が水晶に封ふう印いんされるまえ。
　すでに水晶柱の中にあった義仙を、近づいた天草が覗のぞき込んだ。そのとき、義仙は最小の動きで、能力の発はつ露ろにすべてをかけた。
　水晶柱の中で、「剣姫マスターサムライ」は完全に意識を失っているわけではない。
　かすかな意識を保ち続ける、半覚かく醒せい状態だ。それこそが「剣姫マスターサムライ」の「気」力を最大に引き出すための状態。
　義仙は身動きひとつできないままに、しかしわずかに覚醒した意識の中でただひとつのことをなすために集中した。
　自らの魔ま眼がんで天草の意識に、鍵をかける。
　柳生宗朗を殺すことはできない。その、たったひとつのことだけを。
「おまえごときが、吾に、だと……！」
　天草が激げき昂こうする。
　義仙の魔眼強制力は、義仙自身が解くか死ぬまでは消えない。
　天草の怒いかりが義仙へ向かい、亜あ空くう間かん跳ちよ躍うやくで姿を消す。
「お兄ちゃん！」
「十兵衛……。よし！」
　宗朗の腕の中へ、十兵衛が飛び込んでくる。
　いつもの、十兵衛だ。間違いなく、宗朗の妹の十兵衛。それがいま、とてつもなく安心できて、心強い。
　チュ……！
　唇が、ふれ合った。いつもよりもひどく甘あまく、匂におい立たつ、キス。


６


「よくやった」
　瞬時に現われた「剣姫マスターサムライ」の十兵衛が言う。その姿。
「十兵衛さん！　なんだか……」
　黄金の燐りん光こうをまぶしたように、その肌がまばゆく輝いている。そしてそれは、
「なんじゃ、わらわの身体も……」
「光っています。これって」
「どういうことなの？　でもなんだか……」
「身体がすごく、軽いですわ。いくらでも力が……！」
「ウキュキュキュ、キュー!!」
「……気持ち、ぃぃ」
　すべての「剣姫マスターサムライ」に及およんでいた。そして、
「宗朗、貴公も……！」
　ダルタニアンが目を見張る。宗朗自身も、燐光をまとって輝いていた。その手の鬼切の太刀もまた、輝きを増している。
「やれやれ、やっとわかったみたいだね。純じゆ粋んすいにそんな境地に達するバカなんて、宗朗くらいだろう」
　慶彦が言うと、
「モンジェネラル、では……」
　ダルタニアンが言うところ、
「！」
　ブォン！　空間が、振動した。
　こんどは義仙めがけて、その頭上に現われる天草。
　なんとか天草の十字架を受けるべく義仙は大鋏をかざそうとするが、間に合わない。
「やはりな」
　だがそこに、十兵衛がいた。
　十兵衛は天草のように超ちよ時うじ空くうを飛んできたわけではない。最初から天草の動きを読んで、その位置へ跳躍してきたのだ。
　これまで以上の神速で。
「なん、だと……！」
　うめいたのは天草だった。その首に、三み池いけ典てん太たの刀身が食い込む。
「おまえが義仙を狙ねらうのはわかっていた。怒りと、魔眼の呪縛を解くためには、それしかない」
　どこへでも天草が現われることのできる乱戦。
　しかし天草が誰を襲うかがわかっていれば、待まち伏ぶせにもなる。
「南な無む八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ……」
　十兵衛が神号を唱えると同時に、振り抜いた三池典太が、天草の首を両断していた。
「く、ぁ……！」
　最後に迸らせた言葉のままの表情に、天草の首が宙を舞まう。長い髪のせいで、首が振り子このように揺れながら弧こを描く。
「やった……か！」
「十兵衛！」
「十兵衛さん！」
　だが首のない胴どう体たいから湧き起おこったのは、激しい哄笑だった。
「ぁははははははは！　あははははははは！　とうとうやってくれた、な」
　口のない胴体が、言葉を話せるわけがない。切り飛ばされた首、つまり頭は、すでに落ちて転がっている。
　天草の身体は、首を切り落とされながらも十兵衛と交錯し、着地していた。その手にある十字架はもちろん、抱かかえた鬼の首とともに。
「おまえは……誰じゃ！」
　転がった天草の首を拾い上げて、幸村が叫さけんだ。
　天草の首にもはや生気はなかった。禍まが々まがしくも美しかった女の顔は、急速に土気色になり、白骨と化していく。
「これで心おきなく、もとの首とひとつになれる。召還を利用するためとはいえ、一度付けた首、自分ではなかなか落とせなかったのでな」
　天草がすっくと立ち上がり、振り返った。その胴体に頭はなく、首の切断面が生々しく赤い肉を見せている。
「鬼の首が……」
「しゃべってる？　目も、開いているわ！」
　天草が抱えた鬼の首。それがいまや、言葉を話し、辺りを見み渡わたしていた。それがもともとの、天草の首だというように。
「いや、天草はこれなる首。つまりやつは、天草の首を乗せていただけの、別人じゃ！」
　幸村が、天草だった者、天草を名乗っていた身体を指さす。
「抱えたるその首、いまや活いき活きとしておるが、もとは東とう照しよ宮うぐうの地下石せつ棺かんに封じられていたものであろう。まさしく鬼の首。つまりその身体もまた、鬼の身体。首と身体がひとつになろうとしておる！　じゃがおぬしは、何者なのじゃ！」
　幸村の問いに、鬼の首がくるくると目を動かして見せた。からかうようなその動き。しかし意識を本来の首に戻もどせてよろこんでいる、そんなふうにも見える。
「わからぬか。希代の軍師とやら。鬼とは本来、なんだ」
　幸村に逆に問う。
「わらわを試すつもりか。よかろう。答えてしんぜよう！　鬼とは、奈な良ら平安の昔より死し霊りよう悪あく霊りようのこと。鬼き門もんと呼んで忌いみ嫌きらった、丑うし寅とらの怪かい物ぶつじゃ。ゆえに牛の角に虎とら袴はかまを身につけておる」
「ならば、なぜそのような姿に貶おとしめねばならなかったか、なにを畏おそれていたのか、奈良平安の昔より以前、鬼はいなかった。明確な鬼はな。魑ち魅みも魍うり魎ようのたぐいはいても、鬼はいない。なぜか」
「鬼は畏れると同時に、退治さるべきもの。ゆえに神事では、鬼を追い回し、退治する儀ぎ式しきがいくつもある。節分などその最たるもの……」
　鬼の首にうながされるように言いながら、幸村の額にどんどん汗が滲んでいた。気づいたのだ。
　鬼の首がなにを言いたいのか。なにを言わせるのか。鬼の首は、誰なのか……！
「そうじゃ。本来、鬼とは支し那なにおいて、死しり霊よう祖霊れいの意味を持っておった。必ずしも、悪あつ鬼き、羅ら刹せつのものではなかった。しかし日本に渡と来らいすると、その意味は変容し、穢けがれや災さい厄やくを表わすものとなる……」
「なぜ、そうなったか。おまえにはもう見当がついているだろう、幸村」
　幸村の表情がますます険しくなる。
　周りの「剣姫マスターサムライ」たちも、宗朗も、固かた唾ずを呑のんで見つめていた。慶彦だけが、笑いともつかない表情を顔に張り付けている。
「古代より、大和やまと朝ちよ廷うていに従わず、抵抗した地方の土ど豪ごう、反朝廷勢力を、蝦え夷ぞ、熊くま曾そ、土つち蜘ぐ蛛もなどと呼んで蔑さげすみ、同時に畏おそれた。記紀神話にあるとおり、神かむ倭やま伊とい波わ礼れ毘び古この命みことの東とう征せいしかり、日本やまと武尊たけるのみことしかり、熊曾の地、出雲、筑ちく紫し、安芸、吉き備び、河内……次々と国を平定したとするが、つまりは征せい服ふく。大和朝廷は征服王朝とも言えるのじゃ。そしてその陰かげには、隷属ぞくし、あるいは滅ぼされた無数の民、一族がおった。それら粛慎人みしはせびと、かつての反朝廷勢力を魅も鬼こ、順まつろわぬ鬼き神じんなどと呼んだのじゃ」
「そうだ。そこまではよい。だが、わたしの名……余の名は、なんとする」
　鬼の顔が笑いを作った。
　幸村はついにその名を告げる。
「先に述べたとおり、奈良平安以前に鬼はなかった。鬼の概がい念ねんが渡来したのは六世紀後半じゃ。ゆえに鬼は、記紀神話の旧辞にはあらわれぬ。じゃが大和朝廷が日の本を統一、平定したと見える平安のころにも、いまだ辺境は存在し、順わぬ民、一族、勢力との戦いは続いておった。朝廷は辺境の治安のため、勢力拡大のため、威い信しんのため、討とう伐ばつ軍を組織しては派は遣けんした。このころの蝦夷は奥おう州しゆう。そこには精強な軍を率いて朝廷軍と戦い、それを打ち破った首長、あるいは将がおった……」
「フフフ……」
「おぬし、阿あ弖て流る爲いか!!」
　その名を幸村が告げると、鬼はいっそう高く、大きな笑い声をもらした。可お笑かしくてしかたないという顔が、腕うでに抱かれている。
「さすがは幸村。よくぞここまで……これだけの情報で我が名までたどり着いたものだ。見直したぞ」
　鬼……阿弖流爲が言い、「剣姫マスターサムライ」たちの間に動どう揺ようが広がった。
「阿弖流爲って……」
「聞いたことはあります。奥州を平定に来た朝廷の軍と戦って、打ち破った辺境の軍の首領、あるいは将軍だと」
「将軍……『将』というわけね。あ、でも『将』なら……」
「しかし阿弖流爲は、最後には朝廷の軍に敗れて投降します。そのとき、朝廷の軍を率いていたのが、坂さか上のう田えの村たむ麻らま呂ろ、ときの征せい夷いた大いし将よう軍ぐんです」
「征夷大将軍！　つまりは武家の頭領、のちの武家政治に繋がる嚆こう矢しとなった武士、侍さむらいじゃないか。なんだ……この繋がりは……」
　宗朗もまた、からんだ糸が目の前でついに解かれていく、その感かん触しよくに興奮を隠せない。
　幸村が続きを引き取った。
「朝廷の軍に敗れた阿弖流爲は、同じく戦った首領のひとり、磐いわ具ぐの公きみ母も礼れとともに坂上田村麻呂に投降したのじゃ。戦いによる同どう胞ほうの大きな犠牲に耐たえられず、自分たちの命と、同胞たちの安あん堵どとを引き替かえにしたとも言われる。田村麻呂はこれを受け入れ、阿弖流爲らを京の都へ連れ行くことになった。田村麻呂は阿弖流爲の戦いの見事さを目まの当あたりにし、強敵であるとともに、同じ武人としての通じるものを感じておったのじゃろう。都に着くと、田村麻呂は貴族たちに、阿弖流爲らの助命を進言した。殺さず、生かして協力関係を築けば、奥州の地もそれ以上血を流さずに治められよう、との思おも惑わくじゃ。その関係に足るものを阿弖流爲に感じておったからじゃ。しかし……」
　長い幸村の言のあとを、鬼……阿弖流爲の首が話す。
「朝廷の貴族どもは、余と磐具公母礼を赦ゆるさず、河内の国で斬ざん首しゆしたのだ」
　斬首……。その言葉に、声を無くす一同。
「それで、その首ってわけだねえ」
　慶彦が漏もらした。
　阿弖流爲と磐具公母礼が処しよ刑けいされたのは、延暦二十一年（八〇二年）のことだった。
　かつて、「一を以もつて千にあたる賊ぞく中の首」と呼ばれた奥州の蝦夷の民、その一族。朝廷の征東大使、征東将軍の軍を何度も打ち破り、いっときは四万の大軍を率いたという阿弖流爲。
　ついに征夷大将軍を任ぜられた坂上田村麻呂に敗れるが、彼をして単なる賊首として討つには惜おしい、と思わせた英えい雄ゆうは、朝廷の貴族たちによって「野生獣じゆ心うしん」、野や蛮ばんな賊として処刑されたのだ。
「それでもまだよい。われらの地が寛かん大だいな処置に遇ぐうされたのなら、よろこんで犠牲にもなろう。だが、田村麻呂が余に約した奥おう州しゆ安うあ堵んどの言は違たがえられ、過か酷こくなる策にて多くの同胞が命を落とした。土地も誇りも奪うばわれ、朝廷が蝦夷と呼ぶ奥州の民は滅めつ亡ぼうしたのだ。これをおまえたち大和やまとの民の血であがなわせる。このことになんの瑕か疵しがあろうぞ！」
　阿弖流爲が叫んだ。
　東照宮の地下の宮、石棺に封じられていたのは斬首された阿弖流爲の首だった。それは代々、武家政権に引き継つがれ、封印、鎮ちん魂こんすべきものとされた。
　だが恨みと怒りによって阿弖流爲の首は生き続けた。
　千二百年もの時を生き、ついに切り離された胴体と行き会う。
「でも、じゃあ阿弖流爲の正体は鬼だったの？」
　千姫の疑問に、
「いや、むろんそうではなかろう。千年以上の時を恨みの念の中に生き続けるうち、その首に鬼の角を生やすまでに至ったのじゃ。それは朝廷や幕府が忌み嫌い、畏れる鬼に、自らを成らしめるという一種の逆説。かつて鬼と呼ばれ、蔑まれた蝦夷の民を、畏れをもって知らしめる、その象しよう徴ちようだったのじゃろう」
　幸村が推測する。
「よい答えだ。千年、恨み、怒り、呪のろうと人は鬼に変わるということだな。それ以上に、余に力をもたらした」
　阿弖流爲が笑った。
「ちょっと、待ってですわ。では天草とは誰だったんですの？　わたくしたちが敵としていた……」
「天草とは、その首だ。しばらくの間、我が身代わり、意識の容いれ物となってもらっていた。余が世を謀たばかるための隠れ蓑みのでもあった」
　かつて淀よど君ぎみとして豊臣を名乗り、天草として幕府転てん覆ぷくを謀った者が、じつは甦った阿弖流爲であった。
　それも、首と胴が別々に存在し、それぞれが「復活」を待っていたのだ。
「つまりこうじゃ。正雪が召還したのは天草じゃった。じゃが、召還術の不完全か、それはこの日の本すべてに恨みを持つ阿弖流爲の魂たましいをも引き寄せた。天草もまた、幕府によって首を刎はねられた者。それは死後とも言われるが、そうして首をさらされたと記録にある。つまり、どちらも幕府に恨みを持ち、首を切り落とされた者……」
　再び幸村。
「じゃあ、天草の首に阿弖流爲の胴がついて……そんなふうにして、召還……復活した、っていうの？」
　とは千姫。
「そうじゃ。なぜなら阿弖流爲の首は、東照宮に封ふうぜられて取とり戻すことができなかったからの。天草を呼ぶ正雪の術を利用し、阿弖流爲は天草の首を乗せて甦った。つまりサムライとしての天草の意識を、乗っ取ったのじゃ！」
　大きな謎なぞはついに解かれた。
「なんてことだ。そういうことが……」
　宗朗がつぶやく中、阿弖流爲が声を上げた。
「『将』宗朗と、その『剣姫マスターサムライ』ども、か。なるほどな。これほどの者どもなら、魔法陣を動かす『気』力に不足がなかったのも道理……」
「だがもう魔法陣は破れたんだ。これ以上のことはもう……！」
「それは、どうかな」
　阿弖流爲が笑い、大きく跳び退くと、そのままかき消える。
「いかん！　やつが完全に復活したら、その力は何を起こすかわからぬ！」
「そんなに遠くまで跳べるわけじゃないのでしょう？　だったらまだこの洞どう窟くつ内ないに」
「捜し出して、いまのうちになんとかするのですわ！」
　とっさに追いかけ、走りだそうとする「剣姫マスターサムライ」たち。しかし、
「待て。……そのまえになにか着たほうがいい。宗朗、おまえも、だぞ」
　ダルタニアンが赤い顔で止める。宗朗を見つめる目を逸らした。
「あ……」
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「これでいいわね。なんだか」
「ふつうの制服というのも、着慣れぬものじゃな」
「御姫さま、お似合いです♥」
　幕府の補給部隊と、学園の生徒会。唯ゆい一いつ持ち合わせがあったのは通常の制服一式のみで、いちおうは「標準」の下着というのも用意されていたのだが、
「……キュンキュン、する」
　又兵衛には不評のようであった。
「時間を浪ろう費ひしている余よ裕ゆうはない。阿弖流爲を追って……」
　宗朗が上着のボタンを留め、改めて鬼切の太刀を手にしたときだ。
「おっと。そのまえに、まだ俺おれとの勝負が残ってるぜ。柳生、十兵衛……！」
　以前に聞いたことのある声。全員が振り返る。そこに、
「武蔵……！」
「ああ、そうだ。おあつらえ向きに全員がそろってるじゃねえか。なら、ひとりぐらい借りても、いいだろうよ！」
　言うなり、問答無用に打ち込んでくる。武蔵の後ろには、
「あれは……胤舜か！」
　幸村が叫んだ。又兵衛もすでに見据えて反応する。
　忘れもしない。東照宮の森で、又兵衛は胤舜に敗れている。
「幸村さま、わたしが」
　進み出る又兵衛に、
「あれなるは奇妙な鑓やりを使いおるぞ。逸はやる気持ちはわかるが、復ふく讐しゆ心うしんだけでは……」
「いいえ。恨みなどではございません。同じ鑓使いとしての戦いたいだけ。それに借りは、返すのが性しよ分うぶんですから」
　幸村は言うが、又兵衛はにっこり笑って返す。
「勝機があるようじゃの。ならば任せたわ、又兵衛……！」
　そして武蔵には、
「拒こばむ理由はない」
　十兵衛が相対した。
「ほんものの柳生十兵衛だな。ゾクゾクするぜ！　天草の正体なぞ、俺には関係ない。だがな、いまはあいつに感謝してるぜ。こうやって本物の十兵衛と、やれるんだからな！　そのためなら、この国だの、世界だのは、ひとつも関係……ない！」
　二刀をかざして武蔵が迫る。
「十兵衛！　小刀を！」
　宗朗が叫ぶ。
　ふつうの制服姿のためか、十兵衛は大刀を腰に差しただけの姿だ。ふだん腿ももにつけている小太刀は、忘れられたように岩に立てかけられたままだった。
「よい。一瞬で、終わる」
　だが十兵衛は大刀・三池典太のみを抜いて、武蔵に向かう。
「いい度胸だ。俺も一瞬で、終わらせてやる……！」
　武蔵の脇わき差ざしが来た。間合いはじゅうぶん。十兵衛が大刀で受ける。
「もらった！」
　間かん髪はつを入れず、繰り出される武蔵の大刀・和いず泉みの守かみ。
「茎なかごでは受けられないぞ。どうする！」
　以前の温泉で、武蔵の大刀を十兵衛が茎なか受ごうけでしのいだことに対抗しての剣筋だった。
　脇差をほぼ横一閃に振るうことで、それを受ける十兵衛の大刀の角度を、ほぼ垂直に限定させてしまう。柄は当然、かなりの下向きになる。
　そこへ、大刀が大上段から襲う。
　これでは、脇差を受けたまま、柄の頭かしらを向けることは不可能だ。
　さらに武蔵は、「剣鬼ダークサムライ」十兵衛との戦いで受けた頭ず突つきの攻こう撃げきを避さけるため、刀を内側から外へと振るっている。つまり二刀でXの字を描くことになり、鍔つば迫ぜり合あいの間に襲ってくるかもしれない頭突きを防ぐことができる。
「どうだ、十兵衛……！」
　武蔵の刀が、十兵衛の肩かた口ぐちに吸い込まれる。袈け裟さに切り下げ、いっきに心臓までも両断する勢い。
「ふん……」
　十兵衛が大刀を持つ左手を離した。これで武蔵の左手の脇差に対して、十兵衛の右手の大刀となる。
　だが武蔵は、十兵衛の両手がまえの大刀に対しても、片手の脇差で迫せり負けないほどの膂りよ力りよくがある。
「剣姫マスターサムライ」の十兵衛相手でも、片手どうしで負けることはなかった。
　加えて、武蔵の両刀に対して、十兵衛は大刀のみ。
　左手に刀はなく、素す手でだ。
　どうあっても武蔵の、それも大上段からの大刀を止めることなどできないと思われた。
「っ！」
　十兵衛が、素手を横よこ殴なぐりに繰り出す。拳こぶしではなく、手のひらだ。指を曲げ、手のひらの下部だけを突つき出すように。
　その手のひらで、
「んだ、と!?」
　武蔵の大刀、その側面、鎬しの地ぎじを一撃する。
　刀の刃を真横から見た場合、切る部分の端はしが刃は、その反対側の端が峯みねだ。
　刃は先せん端たんから徐じよ々じよに厚みを増して、刀の幅はばのほぼ中央で角を作る。そこから峯までの平らな部分が鎬地で、峯の近い部分には樋ひが掘ほられている。
　十兵衛の掌底が叩たたいたのはそこだった。
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　神速で振り下ろされる武蔵の刀に対して、その軌き道どうが横切る一瞬を叩く。
　飛んでくる銃じゆ弾うだんを横から払い落とすに等しい、神しん技ぎだった。
「柳生真陰流、無刀取り」
　十兵衛がつぶやいた。
「無刀取り、だって!?」
「真陰流の奥おう義ぎですわ！　でもあんな……」
　見ていた宗朗が驚き、兼続も声を上げる。
　武蔵は振り下ろす刀を止められたわけではない。だが大きく横へ逸そらされた。それは十兵衛の肩口をかすめて、行き過ぎる。
「おおお！」
　無刀取り、といっても刀を取られたわけではない。片手での無刀取りは、相手の刀を防いでも奪い取るまでにはいたらない。
　斬きり下げた大刀で、そのまま逆袈裟に斬り上げれば、
「まだだ、十兵衛……っ!?」
　だが武蔵は驚きに声を失う。
　十兵衛の左手は、手のひらで刀の鎬地を叩いただけではなかった。
　そうして剣筋の逸れた武蔵の刀は、しかし大上段からの斬り下げゆえにまだ勢いがついて止まらない。
　そして斬り上げる瞬しゆ間んかんには必ず一度、刀が止まる。
　そのとき、武蔵の和泉守、その柄はちょうど十兵衛の手の届くところにある。
「無刀取り、と言ったはずだ」
　十兵衛の手は、武蔵の拳ごと柄をつかんだ。
「に、ぃぃぃいいいい!?」
　このとき武蔵は、ひどく混乱したと言っていい。
　予想できなかったとしても、刀の鎬地を叩かれて剣筋を変えられた、そこまではいい。
　そのうえに大刀を握にぎった手までを、その上から取られるとは。
「剣鬼ダークサムライ」十兵衛に頭突きを食くらったときのことなど、比べものにならないほどのうろたえぶりだった。
「なん、の！」
　武蔵は大刀を取られまいとした。そのことに集中しすぎた。
　結果、鍔迫り合いになっている脇差への注意がおろそかになった。
「楽しかったぞ、武蔵」
　十兵衛が右手の大刀をこじる。あっさりと武蔵の脇差がひねりあげられ、その手から離れた。
　いまや武蔵の二刀は右手の一刀のみ。それも十兵衛に握られている。そして十兵衛の右ての大刀は、なんのじゃまもない。
「待て、十兵衛！　武蔵を……」
　宗朗が止めたのは、武蔵を助けたいと思ったからなのか。
　天草＝阿弖流爲をないがしろにしてまで、己おのれの剣の勝負にすべてを賭かけるサムライとしての純粋さを見たからか。
　しかし、十兵衛の剣は止まらなかった。
　武蔵の肩から胸へ、三池典太の切っ先が食い込んでいく。
「ぁぁぁあああああ」
　背中まで突き抜けた刀身は、胴まで切り下げて止まった。
「おまえが真のサムライならば、また会うだろう」
　十兵衛の言葉に、武蔵の答えはなかった。刀を引ひき抜くと同時に、崩くずれ落おちる。
「あの武蔵を……すごい」
「いつもよりもっと速く、鋭するどくなっているようです……」
　見つめる千姫と半蔵も、目を見張る十兵衛の強さだった。
　いっぽうの、又兵衛と胤舜。
「胤舜の鑓は節せつ棍こんじゃ。穂ほ先さきもまた、四つに分かれる……！」
　幸村に言われ、又兵衛はうなずいた。
「わかっています、幸村さま」
　その鑓に敗れた。しかし一度からくりがわかってしまえば、
「奇き手しゆは邪じや道どうゆえに奇手。おぬしの正道の鑓に敵うはずがない！」
　幸村の言葉に後あと押おしされるように、又兵衛が進み出る。胤舜と対たい峙じした。
　リーチでは長身の又兵衛が有利。鑓の見た目の長さは変わらない。
　しかし胤舜の鑓は間を鎖くさりで繋つないだ節棍であり、倍以上の長さに伸びる。
　しかもある程度の操作が可能で、鞭むちか自じ在ざい鉤かぎのように対象をからめとることができる。鑓先も分ぶん裂れつして撃うち出せる、となれば……。
「参ります……！」
　又兵衛が鑓をかまえ、走った。全力の疾しつ走そうで胤舜へ向かう。
　これには胤舜が、驚きを顔に浮うかべる。といってもその表情は、口もとをすっかり覆おおったマスクでよくは見えない。
　鑓はその長さゆえ、待ちかまえていても敵に「先」を取ることのできる武器だ。
　そのため、こんなふうに全力で走り、鑓を付ける、などということはまずない。まして相手もまた鑓ならば。
「ぉぉぉぉおおおお！」
　又兵衛が鑓を持ち替え、振りかぶった。しかしそれは、鑓本来の、突く、叩くといった動作のためではなかった。
　片手に持ち、大きく引く。それはあきらかに、鑓を投げる、投なげ槍やりの動作。
「……！」
　胤舜は鑓を引いた。
　宝ほう蔵ぞう院いん流槍そう術じゆつは十文字鑓を用いる。そのうえ胤舜のは仕込み鑓であるゆえ、通常の受けも自在。
　又兵衛が鑓をほんとうに投げてくるなら、じっくりと「後」を狙えばよい。
　だが又兵衛の突とつ進しんは止まらず、その型のままに鑓を付けてくるかのようにも見えた。
　となれば、受けるだけでは後おくれをとることにもなりかねない。もう仕込み鑓の射程範はん囲いに入っている。
「……」
　胤舜は又兵衛の足を止めることを狙って鑓を繰り出した。足さえ止めてしまえば、どうにでも料理できる。
　宝蔵院流十じつ箇かの低いかまえから鋭く放たれた鑓は、たちまちその柄を多くの節棍に分ぶん割かつして伸びていく。
　長く伸びた穂先が、又兵衛の足にからみつき、又兵衛ごと引き倒した、と見えた。が、
「とぁああ！」
　咆ほう哮こうとともに又兵衛が跳んだ。いや、跳躍したのではなかった。
　鑓先を地面に突き立てている。柄の端を握って自ら身を空中へ躍おどらせる。棒ぼう高たか跳とびの要領だ。
　又兵衛の鑓は五丈じよ鑓うやりと名付けられているが、五丈じよう＝約十五メートルもあるわけではない。四メートルをやや超こえる程度だ。それでも、長いもので五メートルを超える棒高跳びのポールに匹ひつ敵てきする長さだった。
　ポールのしなりを利用して跳び上あがる棒高跳びと違って、鑓の柄は頑がん丈じようさが取り得でほとんどしなりがない。
　又兵衛は鑓の握りを変え、腕の力もたのんで巧たくみに跳び上がっていた。
　たちまち胤舜は、又兵衛に頭上を取られた。又兵衛の足をからめるため、その鑓は節棍にして地を這はうように伸びている。
「!!」
　鑓を引き戻す胤舜。その間、又兵衛は鑓の頂点で身を一転させ、脚あしから降りる。ちょうど胤舜を跳び越こえ、その背後へ着地した。
　だが降り立った又兵衛に鑓はない。胤舜は、放った鑓を引き戻し、節棍から再び鑓に変えて手にしていた。
　振り返る胤舜。振り向むきざま、背後の又兵衛へ鑓先を突き立てる。
　が、すでに又兵衛は鑓の間合いを超えていた。手を伸ばさずにも胤舜に触ふれる近さ。そしてそれは、
「御ご免めん」
　又兵衛が髪につけた小脇差の間合いだ。
　小脇差の切っ先が、胤舜に胸へ食い込む。防ごうにも、鑓の長大な間合いはこの場合、逆にじゃまになる。
「……か、ぁ！」
　胤舜の小さな身体、その背中から小脇差の切っ先が飛び出す。
　胤舜の目が見開かれ、本来は声を出せないはずのマスクの下の口が、うめき声を上げたように聞こえた。
「……ごめん、なさい」
　又兵衛は胤舜の身体を抱くようにささえる。その身体が力なく膝ひざを着き、倒れるまで支え続けた。
「倒したんですの？」
「又兵衛さん！」
「うむ。奇手には奇手とな。胤舜の節棍、仕込み鑓は、ひたすら攻こう撃げき範はん囲いを伸ばすもの。手の届く間合いにまで踏み込んでしまえば、いかな仕込みとて無意味。その間合いに飛び込むのが至難なものを……さすがじゃ、又兵衛！」
　笑え顔がおを見せた幸村は、しかし倒れ伏ふした胤舜を見ると、その表情を曇くもらせた。
「……こやつ、最後まで式を使わなんだ。鑓使いのサムライとして、堂々と戦いたかったのかもしれぬな」
　近づくと、倒れた際の、胤舜の制服の乱れを直してやる幸村。ふと、その手を止めた。
　制服の内ポケットからこぼれかけている写真に気づいたのだ。拾い上げて、見つめる。
　幼い胤舜が別の少女と写っていた。学園初等部のものとみえる、ふたりともに同じ制服。妹だろうか。少女は胤舜によく似ていた。
　すでに色あせかけた写真を、幸村はもとどおり、胤舜のポケットの中へ収める。
「詳くわしくはわからぬが、こやつも大事ななにかのために戦っておったのじゃな」
　幸村は片手を顔の前にかざすと、一いつし瞬ゆん瞑めい目もくし、祈いのった。
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漆◆千二百年の「鬼」
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「……まだ、命脈を保っている」
　いっそう深く暗い洞どう窟くつの中で、阿あ弖て流る爲いの首がつぶやいた。
　水すい晶しよう柱がそびえていた魔ま法ほう陣じんの間から、さらに下層に位置する地下空間。
　いわば水晶柱の根本にあたる、無骨な岩の柱がそびえ立っている。八本の水晶柱は、つたのようにからみあい、混じり合って巨きよ大だいな一本の柱となっていた。
　それだけで小山のような岩の柱の前に立ち、阿弖流爲が手を岩いわ肌はだに当てている。
　かすかな熱と、鼓こ動どうが伝わってきていた。
「水晶の中の『将』と『剣姫マスターサムライ』、その『気』力は失われた。しかしじゅうぶんに龍脈を刺し激げきし、ときはまだ触しよくの中にある。大おお八や島しまを引き裂く力はなくとも、大おお江え戸どを壊滅させ、関東の一円を不毛の地とするならば……」
「そんなことは望んでいない」
　声に振り向く阿弖流爲。そこに、地下空くう洞どうにつながる横穴の入り口に、正しよ雪うせつが立っていた。片手には短たん銃じゆうをかまえている。
「正雪か。おまえはこの国の王になりたかったのか。幕府を恨み、潰つぶし、しかし自分がこの国の王に成り代わりたいだけだったとは、な」
　阿弖流爲がわずかに身体を向けた。阿弖流爲の抱えた首が、目を正雪に向ける。
「幕府の政治は誤っている。それを糺たださなくてはならない。幕府そのものを潰す……そこまではよかった。だがこの国を海に沈しずめては困る。関東に大だい被ひ害がいを与あたえ、不毛の地とするのもまた」
「それで、おまえが政まつりごとを……危あやういな。いたずらな理想と権力欲、もっとも民たみが恐きよ怖うふする執しつ政せい者だ」
「どうとでも。あなたを召還したのはやはり間違っていたようだ。しかしやり直しはできる。この装置をもって、幕府を脅おどすところまではよかった。だが使ってはならない。まあ、威いり力よくが正しく知れた時点で、交こうし渉よう材料の価値を増したとも言える。わたしが正しく使ってみせる」
　正雪が一歩進み出る。
　発射後も銃弾を操作できる正雪の能力なら、この距きよ離りで外すことはない。
「そんな銃で、余をどうにかできるとでも？　この呪じゆじ術ゆつ装置を最終的に動かす余の力、おまえに向けて放てば、それで終わりだ」
　そう言うと阿弖流爲が、抱えていた首を持ち上げた。
　両手で、頭上へ高々とかざす。この場合、阿弖流爲の胴の上に首はなく、「頭上」にあるものこそ頭なのだが。
「首と、ひとつになるつもりか」
「この頭の生気も満ちて、ひとつになるにはちょうどよいころあいだ」
　阿弖流爲の顔が笑った。ゆっくりと、下ろしていく。頭と胴が、首の部分で繋がり、ひとつになる。
「……ん？」
　阿弖流爲の表情が、違い和わ感かんに小さく歪ゆがむ。それを見ていた正雪が、ほくそ笑えむ。
「首が、つかないのでは？　癒ゆち着やくしないだろう。これが……足りないようだな」
　そう言って正雪が取りだした物。
「うぅぉ……それ、を……！」
　阿弖流爲が目を見開く。その視線の先、正雪がかざした物は、
「首くび飾かざり。守り物のようだな。もとは銀だったのでは」
　もとは多くの玉だったものが、ひとつの塊かたまりになって土のように黒ずんでいる。正雪は首飾りを撫なでて、また笑った。
「あなたにとって、命と同じに大事だったもののはず。つねに身につけていたものだ。石棺に、首とともに入っていたようだが……母も礼れからあなたに贈られたものだったのだろう。母礼とあなたの関係はわからないが、それほどのものには魂が宿る。斬首されたときにも、あなたはこれを身につけていた。刃はが当たって散ったものを、坂上田村麻呂が命じて、首といっしょに収めさせたのだ」
「母礼が……ぉおお、母礼の……！」
　阿弖流爲が慟どう哭こくするように吠ほえる。「その場面」を思い出したのか。
「母礼はあなたの隣となりで斬られた。そのときあなたは思い、念じたのだ。母礼の魂がこの首飾りに宿り、ともに復活することを。『日本紀略』写本の但ただし書がき、そこのところだけが、ともに石棺に収められていた。それを読んでわかったのだ。あなたはこの首飾りをしていないと、真の復活を遂げることはない。完全な同一体にはなれないのだ、とね」
　阿弖流爲の完全な復活がなくては、水晶柱の魔法陣装置も、最後の引金を引くことができない。
　胤いん舜しゆんが東照宮から持ち帰った阿弖流爲の首。正雪は母礼の首飾りと書を密ひそかに隠かくし、自分のものとしていた。
「か、返せ……母礼の……！」
　阿弖流爲の首……顔に、再び疲ひ労ろうの色が濃くなってくる。
「やはり、だ。天あま草くさの首を無くしたいま、あなたは本来の首とひとつにならなければ、その姿を保つことはできない。生気を取り戻した首も、また腐り、朽くち果はてていく」
　正雪の言葉が正せい鵠こくを得ていることは、阿弖流爲のようすからも明らかだった。
　さっきまで堂々と佇ちよ立りつしていた姿が、腰が曲がり、肌の艶つやも失われて、皺しわを濃く刻んでいる。
「どうです。取り引きだ。あなたには代わりの首を見つけてあげよう。それでしばらくはまた、姿を保てる。こんどこそ、わたしの言うとおりに動いてもらう。幕府をわたしの意のままにするために、だ」
　正雪が笑いが、勝利の笑みに変わる。
「きさま……！」
「どうする？　わたしの操あやつり人にん形ぎようとなって残るか。もともとそのようにわたしが召還したものだ。もとへ戻るだけだろう。……それとも、ここでそのまま、朽ち果てるか」
　首飾りを正雪の手が握りしめる。ゴリ、という音と、錆さびの一部が剥はがれて落ちた。
「やめ、ろ……おまえ、は……」
「選せん択たくの余地などないはずだ。さあ、わたしの言いなり、操り人形となれ！　その古代の力をわたしの……」
　とつじょ、激しい爆ばく発はつが起こった。爆発は正雪の真後ろ、間近で起こり、正雪は爆ばく風ふうで吹ふき飛とばされる。
「……天草、さまぁ」
　爆発の向こう……黒こく煙えんが収まりかけた向こうに見えたのは、
「おまえ……又右、か」
　又また右衛え門もんだった。異様な姿をしている。
　彦ひこ左ざ衛え門もんら徳とく川がわの「剣姫マスターサムライ」によって破は壊かいされたからくりの身体は、壊れ、ねじ曲がり、ボロボロになりながら、かろうじて形を保っている。
　すでに右手と左足はなかった。
　這うように進んで来た又右衛門は、身体の中に残った焙ほう烙ろくを無理やり取りだし、正雪に投げつけたのだ。
　投げた、といってももう腕の力もほぼなく、わずかな距離しか投げられなかったから、又右衛門もまた爆発の被ひ害がいを受けた。顔の半分が、ヤケドで真っ黒に爛ただれていた。
「こ、これ……」
　又右衛門は地面から首飾りを拾い上げる。じりじりと進む又右衛門を、阿弖流爲が進み出て、受け止めた。
「おまえ、余のために……こんな」
　又右衛門の身体を付つけ替えたのは正雪だった。
　正雪はからくりの機能を壊し、又右衛門の戦せんと闘うり力よくを著いちじるしく奪った。徳川の「剣姫マスターサムライ」たちの攻撃にあっけなく倒れたのはそのためだった。
「ほめて、くれる？　天草、さまぁ」
　又右衛門が顔をすりつける。その頭を阿弖流爲が撫でた。
「わたしがもう天草でないことを、知らないのか。わたしは……」
「ううん、どっちでもいいっつー……の。あたしは、天草さまだけ。天草さまが誰でもいい。あたしをこの世に呼んで、引っ張り上げてくれた天草さまだけ、だからぁ」
　それだけ言うと、もはや言葉を話すのも苦しいのか、又右衛門は黙だまる。そして片方だけ残った目で、けんめいに阿弖流爲を見上げた。
「おまえの忠義……気持ち、うれしく思うぞ。もっともうれしく、思う」
　阿弖流爲がそう言うと、又右衛門の唇くちびるが微笑ほほえんだ。
　抱いていた又右衛門の身体を、地面に下ろす。その手から首飾りを受け取って阿弖流爲は、自分の首に、あてがっていく。
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「ぉぉぉぉおおおおお！」
　阿弖流爲の身に触れた瞬間、首飾りが輝いた。回りの錆、汚よごれが一いつ瞬しゆんで消え去り、本来の美しい玉の輝きを取り戻す。
　同時に、阿弖流爲の身体もまた、みずみずしく甦よみがえっていく。
　いったんは結合しながらも完全に癒着せず、傷口からまた腐り始めていた首と胴どうが、ぴったりと繋がり、斬首された傷自体が消えていく。
「余は……甦った。ここに……!!」
　とつじょ、天が落ちるほどの衝撃が襲った。
　それは落らく雷らいを千倍した轟ごう音おんと、崩れ落ちる岩塊と飛び散る小岩、土くれ。そしてもうもうと立ち上る土つち埃ぼこりだ。
　地下空間の天てん井じように穴が空いたのだ。穴からまぶしい光線が差し込む。
　しかしその上もまた、聖堂の間の地下空間のはずだ。
「やりましたわ！　爆発があったのは、やはりこの下だったのですわ！」
　天井の穴から覗き込む。天井といっても一メートル近い岩の天てん蓋がいだ。大鎚づちを抱えた兼かね続つぐだった。
　そして光は、幕府と生徒会が持ち込んだ野外照明によるものだ。
「そこにいるのか……阿弖流爲！」
　だが、空いた穴から宗むね朗あきらが下を覗くことはできなかった。
「そこにいる、だと？　おまえたちこそ、そこでなにをしている。余の、聖堂で……！」
　阿弖流爲が仰ぎ見る。黒い霧きりがその身体の回りを覆い、渦うず巻まいていた。兼続の空けた穴など無視して、聖堂の間へと浮ふじ上ようする。
　宗朗たちから見れば、聖堂の間の、魔法陣をぶち抜いて、阿弖流爲が下から現われたことになる。
　大きく地面が盛り上がったと思うと、魔法陣が割れ、岩塊となって吹き飛び、そこに黒衣の阿弖流爲がいた。
「首が……！」
「完全にひとつになったというの？」
　阿弖流爲の姿は、まるで無数の粒りゆ子うしが集まったもののように、大きく膨ふくれあがり、呼吸するように収縮とを繰くり返した。
　見上げるほどに巨きよ大だい化かした阿弖流爲の像が、宗朗たちを見下ろす。
「男、よね。あの身体……最初から男の身体だったんだ」
　千せん姫ひめが気づいてつぶやいた。
　サムライ天草四し郎ろうの首を載のせていた身体は女のように見えたが、もともと阿弖流爲は「将」。そしてその身体は男性のものだった。
「撃て！　撃てぇ！」
　幕府の銃じゆ士うし隊が小しよう銃じゆうを発砲する。が、銃弾はすべて阿弖流爲の身体をすり抜けるか、その中で蒸発してしまった。
「無む駄だなことをするな！　撃ちかた、止めだ！」
　慶よし彦ひこが制止するよう叫んだ。
　阿弖流爲が銃士隊を見下ろすと、その手をかざした。手から霧のようなものが放出され、銃士たちひとりひとりを包つつみ込んだ。
「むぐ……ぁ！」
「がああ！」
　悶もん絶ぜつして倒れ込む銃士たち。窒ちつ息そくしていた。
「やめろ！　もう終わったはずだ。この魔法陣もすっかり壊れて……」
　宗朗が見上げて声を上げた。が、阿弖流爲は大きく笑うと、
「これが我が『力』。これほどとは。おまえたち『将』や『剣姫マスターサムライ』をあてにすることもなかったぞ。これならば、余ひとりで、この日の本を焼き尽くす、その龍を目覚めさせてくれる」
　阿弖流爲の身体が、さらに伸のびる。もう、遥はるかに高い聖堂の天蓋に届きそうだ。
「どうなってるんだ……」
「霊れい体たい……アストラル体じゃ。ゆえに通常の武器は利きかぬ。本来の頭と一体化して、完全体となった姿がこれほど、強い『気』を持つとは！」
　同じく見上げた幸ゆき村むらが、額に汗を滲ませる。
「それじゃ、千たちの武器も……戦っても無駄っていうことなの!?」
「このままでは……わたしたちだけでなく、大江戸の人々が……日の本すべての……！」
「まさか全ぜん滅めつ、というんですの!?　わたくしの故郷、米よね沢ざわも……」
「ウキュ！　キュゥゥ！」
　絶望の色が濃くなる宗朗と「剣姫マスターサムライ」たち。
　しかし慶彦は、やれやれ、という顔を向ける。
「まだ自分の持っているものに気づいてないのかい。何度もぼくに言わせるなよ、宗朗」
　うんざりしたような、しかしどこか楽しげな、笑顔。
「慶彦さま……ぼくの、持っている……」
　それは手の中の鬼切の太刀だった。温かく、かすかに息づくように振しん動どうしている。
「これが……でも」
　刀身を失った太刀は、いまはわずかな短たん剣けんほどのゆらめきを鍔の向こうに見せているだけだ。
「お兄ちゃん！　十じゆ兵うべ衛え、お兄ちゃんの声、聞こえたよ！　水晶の中にいたとき！」
　また妹に戻った十兵衛が、宗朗に抱きついてくる。
「十兵衛……」
「ちょっと、あんたたち、またキスするつもりじゃないでしょうね！　それは、たしかに非常事態だけど……」
「でも御お姫ひいさまも、キスなさいましたよ。水晶の中で、意識が形を取った姿で」
　千姫が言い、そして半はん蔵ぞうが言った。わずかに頬を染めている。
「わたくしも、しましたわ。まあ、不本意ですけれど」
「ウキュ!?」
　全員が思い出す。水晶の中に封じられた意識が通い合い、繋がっていたことを。
「そうじゃ！　我らもまた、アストラル体であるはずじゃ！　少なくともその側面をもっておる。ならばいま、なすべきことは……」
　幸村が言う。
「思い出す……思い描くんだ！　あのときの気持ちを。意識が、気持ちがひとつになったときのこと。いちばんに、思ったことを……！」
　宗朗の言葉が「剣姫マスターサムライ」たちの心に染しみ込んでいく。
「あのときの……」
「宗朗と……」
「みんなも、みんながいっしょで……」
　誰ともなく、目をつむっていた。意識が、収しゆ斂うれんしていく。身体という物理体を離はなれて、ひとつになっていく。
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「どういうことだ」
　ダルタニアンの問いに、慶彦が言った。
「彼かれらは、あの水晶の中でアストラル体になりかけていた。すっかり水晶に取り込まれる寸前だった、ってことさ。そこからこんなふうに、もとへ戻れることなんてあり得ないんだけどね。それをやってしまうのが宗朗と、千たちってことかな。水晶から戻った彼らは、まだ完全な物理体じゃなくて、アストラル体の部分を残してる。物理体に変わる途中っていうことだけど、こうして意識することで、またアストラル体に変わることができるんだろうね」
「そうか……だ、だが、もう一度アストラル体になったら、どうなるのだ。またもとの身体の、物理体に戻れるのか」
「……さあ。そこまではわからない。もしかしたらもう二度と、物理体には戻れないかもしれない。意識がひとつになったまま、もうふつうの人間の身体には……」
「なん……だって」
　ダルタニアンが驚おどろき、見上げる。そのときには、宗朗と八人の「剣姫マスターサムライ」の身体は大きく影かげのように伸びていた。粒子の塊のように見えるのは、阿弖流爲と同じだ。
　物理体からまたアストラル体に変わって、意識が追いつかないのか「剣姫マスターサムライ」たちはまた、生まれたままの姿だった。
　しかしもはや、意識の上で、衣類をまとっているヒマもない。
　阿弖流爲が口を開いた。
「……余と同じ姿を取るか。それもよい。が、おまえたちは絶対に勝てぬ。千有余年の恨み、憎にくしみ、同胞を殺され、滅ほろぼされた怒り、それらがすべて、余の力になる……！」
　阿弖流爲が手をかざす。
　そこから噴ふき出す粒子の奔ほん流りゆうを浴びると、宗朗たちはそれだけで、身体を構成する粒子がバラバラに解かれ、吹き飛ばされてしまうようだった。
「宗朗、しっかり！　千がついてるわ。ううん、みんな、いっしょよ。ずっと……ずっといっしょ！」
　千姫が宗朗の前に出て、阿弖流爲の粒子を受け止める。
「千姫さま！」
「お兄ちゃん、十兵衛もだよ！　ずっとお兄ちゃんといっしょだもん！　嫌いやがられても、うざがられても、離れないもん！」
　千姫をかばうように、十兵衛も。
「おぬしら乳女だけでは、宗朗がうんざりしてしまうわ！　このわらわの頭脳がなくてはのお！　今生はもちろん、来世でもいっしょじゃぞ、宗朗！」
　幸村が大鉄扇をかざす。
「御姫さまにどこまでも、半蔵は付き従って参ります。宗朗くんは、御姫さまをしあわせにしてくださるなら、し、しかた、ありません！」
　うれしいのと悲しいのと、悲鳴が混じる半蔵。
「ウキュ！　キュキュ……キューッ！」
　人間体の佐さ助すけも、飛び跳はねてその感情を露あらわにする。宗朗の頭に、カプッ！　かじりついた。甘あま噛かみする。
「わっ！　い、痛いよ、佐助！」
「幸村さま、宗朗さま……この命、賭としてお護まもりいたします……！」
　又また兵べ衛えが鑓をかまえた。
「わたくしを忘れたら、承知しませんですわ！　こうなったら……もう地じ獄ごくでもなんでも、つきあってさしあげますわ ─── !!」
　兼続。そして、
「宗朗さま。義仙、どこまでもお伴ともさせていただきます」
　義仙が宗朗に改めて顔を近づける。ひとりだけエキゾチックな、褐かつ色しよくの肌が艶なまめいて輝く。
「あのとき、義仙の感じが、伝わってきたよ」
「申し訳ありません。まだ身体の傷が癒いえたばかりで、五感をすべて意識できませんでしたから、あんなふうに、義仙だけ実体を可視化することができなかったんです。ですが、意識だけの義仙を、宗朗さまは抱いてくださった。包み込むような宗朗さまのぬくもり、あたたかい唇、義仙……れてしまいます」
　まだ病やみ上がりのせいか、声がかすれて聞き取れないところがあった。が、義仙のあからさまな物言いに、聞いていた「剣姫マスターサムライ」たちも顔を真っ赤にする。
　学園病院棟屋上で正雪に敗れ、命を落とした義仙。
　が、その直前に宗朗とかわしたキスは、義仙の細さい胞ぼうを微びじ弱やくに生かし続ける生命エネルギーの糧かてとなった。
　そして、医学的には「死んだ」と見えた義仙を、屍し体たい安置室から盗ぬすみ出したのも、天草一党による仕し業わざだった。
　すべては天草＝阿弖流爲による、水晶柱・魔法陣の仕し掛かけのため。
　水晶柱の中でアストラル体化していく身体は、永遠に「死ぬ」ことはない。そしてそれは、正雪の銃じゆ撃うげきによる銃じゆ創うそうなどのない、イメージとしての理想の身体だ。
　同じく水晶柱に閉じこめられた宗朗と意識で繋がり、水晶柱から現実の物理体へと復帰した義仙は、だから身体に傷きず跡あとひとつ無い。
「もしや、おぬしではないのか。阿弖流爲の天草に魔ま眼がんで条件付けをすることができたおぬしは、あの水晶の中でひとり、もっとも覚醒に近い状態じゃった。少なくとも我らよりも……」
「じゃああの、心ここ地ちよい夢が急に悪夢になったり……」
「痛みが襲ってきたりして、それで」
「気づかされたんですわ。夢から覚めて、みんなと意識と繋がって……」
　水晶に封じ込められていた「剣姫マスターサムライ」たちが目覚めるきっかけとなった、夢の変節。
「はい。もっと直接に呼びかけられたらよかったのですが、義仙もまだ意識を完全に取り戻すまえで、あんなふうにみなさんの夢に干かん渉しようすることしかできなかったんです」
　水晶の中、微弱な意識だけでできることのすべてを使って、義仙は「剣姫マスターサムライ」たちにはたらきかけた。
「そうか。義仙がみんなを、起こしてくれたんだね」
　結果、「剣姫マスターサムライ」たちを目覚めさせ、それが宗朗を覚醒させることにも繋がったのだ。
「ぎったん、すごぉーい！　十兵衛たちの、恩人なのぉ！」
「まあ、そういうことなら、千も認めてあげないでもない、けどね。いまは……！」
「そうじゃ。宗朗！」
　幸村が、叫ぶ。宗朗は、
「うん！　みんな、いっしょにいてくれ。そこに……！」
　鬼切の太刀をかまえる宗朗。
　目を閉じ、精神を統一する。水晶の中でたどりついた、ただひとつの確信。その気持ちへ……。
　マモリタイ。
　護りたい。みんなを、学園を、この日の本を……。
　包み込む。大きな力が、必ずあるから。
　宗朗の想おもいに、「剣姫マスターサムライ」たちが触れていく。心を合わせて、より大きな意識に紡つむぎ合わされていく。
「鬼切の太刀が……」
　ダルタニアンがつぶやいた。
　宗朗のかまえる鬼切の太刀が、より強い輝かがやきを放つ。光の刀身が伸びていく。それはもう脇差ではなく、大太刀の長さだった。
（そうか。これがほんとうの、鬼切の太刀の姿。その刀身なんだ。だから……）
　小こ次じ郎ろうとの戦いで、その背中に向かってとっさに振り下ろした斬撃は届かなかった。憎しみのあまり天草へ突き立てた刃は、折れてしまった。
「鬼切の太刀は『守り刀』さ。怒りや憎しみには決して共鳴しない。だからいまの宗朗が達した境地が、鬼切の太刀を発現させている」
　慶彦も見上げながら言う。
「守り刀……。護り……護られる……」
「もう言うまでもないだろ。「愛」ってやつさ。こんな恥はずかしいこと、大まじめに体現できるなんて、あいつくらいだよ」
　揶や揄ゆしながらも、慶彦の表情はなぜか、うらやむようなところが少し、見えていた。
「愛……」
　ダルタニアンが、自分の唇にそっと指で、触れた。
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　その宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちは、姿だけでももう阿弖流爲よりも大きく、成長していた。
　圧あつ倒とうされつつある阿弖流爲が、問いを発した。
「守り刀、だと。鬼切の太刀……！　ならば問おう。柳やぎ生ゆう宗朗よ。我らを騙だまし、約束を違え、同胞を殺し、祖先の地を奪い、我わが民を滅ぼした倭やまと族を、恨まぬとしたら、いかにする！　恨み、憎み、怒いかること、復ふく讐しゆうこそが、遺のこされた者の唯一の道。それなくして、死者になんと顔向けできる。『恨』、『憎』、『怒』のゆえ、千二百年のあまりも余は生き続けた。日の本の民をすべて根絶やしにし、我が故郷の同胞と同じ目に遭わせてやるためにだ」
「それでは解決しない。恨みや憎しみ、怒りでは、なにも解決しないし、復讐には復讐の連れん鎖さが続くだけだ」
　宗朗が答えた。もう鬼切の太刀の刀身は、阿弖流爲の胸に届くほどに伸びている。
「バカな。理想やきれいごとだけで人は生きられぬ。ではおまえは、家族を傷つけられ、犯おかされ、殺されても同じことが言えるのか。そこにいるおまえの『剣姫マスターサムライ』たち。おまえが護りたいと願い、誓ちかう『剣姫マスターサムライ』たちが同じ目にあったらどうなのだ。それでもおまえはただ、瞑めい目もくし、諦あきらめるのか。そんなものが愛だというのか」
　この問いに、宗朗は言葉を詰つまらせる、そう思えた。しかし、宗朗に迷いはなかった。
「命ある限り、ぼくは復讐する。罪無く家族を殺し、ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちを殺すならば、命ある限り、敵を倒たおす。それがサムライたる者の正義だ」
　言い切った。
「ほう」
「宗朗……」
　幸村が漏らし、千姫が見つめる。
「みろ！　言ったぞ！　おまえは復讐を肯こう定ていしたぞ。正義という名の、それは復讐だ！　ならば、滅ぼされた者の正義はどうなる？　手を下した者の一族すべてを滅ぼす、それが復讐となる。復讐が滅ぼされた者の魂を安んずるのだ！」
　阿弖流爲が、しかし反はん駁ばくする。宗朗は、
「違う！　正義はやみくもにその範囲を広げていいわけではない。正当な範囲を超えた復讐は正義じゃない、それは……ただの暴力だ」
　言い放つ。
「暴力、だと。余の復讐が暴力だと？　お前自身の言とも矛盾しているではないか！」
「阿弖流爲。日の本の民を虐ぎや殺くさつしたなら、それはかつて朝ちよ廷うていが奥州の蝦え夷ぞの民を虐殺したのと同じことになる。あなたがいましようとしていること、それは奥州の民を根絶やしにしろと命じた、朝廷の貴族たちと同じこと。あなたはあなたがもっとも忌み嫌い、呪う、それと同じことをすることになる……！」
　宗朗の言葉が、阿弖流爲に突き刺ささる。一瞬、阿弖流爲が言葉を失った。
「……なにを……言うのか。余が、この余が、朝廷と同じ……あのときの、我が同胞を殺し尽つくした朝廷と……同じだと」
　幸村が繋いだ。
「無む辜この民を虐殺することは、どんな理由からも赦されぬ。たとえ虐殺犯の親兄弟といえど、それだけを理由に殺されることがあってはならぬのと同じじゃ」
「では！　ではどうすればよい！　どうすればよかったのだ！　武士が騙し、余と母礼を殺した。約束を反ほ故ごにし、我が同胞を殺した。殺されてしまった者は、黙っているしかないのか。ならば不正義をはたらく者は、つねに全員を殺し尽くせばいい。それで復讐する者がいなくなれば、安あん泰たいではないか！」
　阿弖流爲の叫びが、地下空間に木こ霊だました。
　宗朗がさらに言おうとしたとき、
「おぬしの言うとおりじゃ。じゃが……何万の民を殺し尽くそうと、その事実は隠しおおせるものではない。必ずや漏れ、悪業は世にさらされる。後世へと伝えられるじゃろう」
　幸村が答えた。
「でもそれじゃ、殺された者は生き返りませんわ。それが正義ですの？　そんなことでほんとうに、みんなを護れるので……」
　兼続の言はもっともだ。そしてもっとも「正しい」答えの出しにくい問いでもある。
「それでも、護るのよ。護り続けて……。叶かなわないなら、別の担にない手て、次の世代に託すしかないわ。それも不可能ならば……」
「ウキュ？」
「……語かたり継ぐこと。語り継ぎ、弔とむらうこと」
　千姫が言い、佐助が首をかしげ、又兵衛が目を伏ふせた。
「バカな！　そんなことはごまかしだ！　きれいごとでなぐさめられるのは加害者の罪悪感だけだ！」
　阿弖流爲の姿が、まえよりも少し小さくなってきていた。
　恨うらみ、憎しみ、怒いかりが「力」となる、そう言う阿弖流爲は、力の源を自ら失いつつあった。
「そうだと思う。だけれど、語り継ぎ、歴史に刻むことで忘れない、決して忘れられないことが大切なんじゃないか。いまに生きる人が記憶し続けること、が」
　宗朗が言う。
「坂さか上のう田えの村たむ麻らま呂ろは、『征せい伐ばつ』した奥州の地に多くの寺社を創建したといいます。成果への感謝とともに、征せい服ふくされた地の人々を弔うためだったはずです。阿弖流爲と母礼が処しよ刑けいされたとされる地には、首塚づかや胴どう塚づかが作られて祀まつられた、その跡あとがあるようです」
　半蔵が付け加えた。
　坂上田村麻呂が創建した京都の清水寺では、現代になって阿弖流爲、母礼の顕けん彰しよ碑うひが建こん立りゆうされた。
　ふたりの故郷、東北の地でも顕彰碑が建立され、地元の人々の活動によって語り継ぐ会、運動が催もよおされている。
　それになにより今日、阿弖流爲、母礼の名や、その出来事は、多くの書画や映像作品にまでなっている。その大元はもちろん、『日本紀略』による記述である。
「死んでから……千年以上を過ぎてから顕けん彰しようなどされてなんになる！　そのとき傷つけられ、殺された民の無念は……！」
　そう叫びながら、すでに阿弖流爲にも答えはでているようだった。宗朗が言う。
「千年を超えてもなお語り継いで、顕彰することが重要なんじゃないのか。遺すこと、忘れないことで、弔われることがある。多くの人の心に生きて、同じことを繰り返かえさないようにって……」
「違う違う違う……！　恨みを呑んで死んでいった民への、唯一の鎮ちん魂こんは復讐だ！　日の本の民を……」
　そこまで言って、しかしそれ以上を、もう阿弖流爲は言うことができなかった。
「同じこと、だよ。それをやったら、蝦夷の人たちが殺されたのと同じになる。かつての蝦え夷ぞ地ちの人たちは、決してよろこばない。そして殺された日の本の民の中からは、第二の阿弖流爲、あなたが現われることになる」
　宗朗の言葉に、阿弖流爲の姿が、その姿を構成している粒子が、明めい滅めつした。
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　気づくと、阿弖流爲を取り巻いていた黒雲のような粒子の影かげは消しよ滅うめつし、宗朗たちと同じ、光の粒子に置おき換かわってきている。
「ならば……ならば余は、どうすれば……」
　阿弖流爲が肩かたを落とす。その胸に、鬼切の太刀の光が届いていた。
　光の刀身が、阿弖流爲の身体を貫つらぬいている。だがそれは、命を奪う、滅ぼすというのではなく、どこか包み込むように温かい光。
「護ってください。故郷の民を。犠ぎ牲せいになった古代の人々と、いま、奥州の地に住まう人たちを……」
　義仙だった。さらに、
「義仙も……悪いことをいっぱいしてきました。どんなに後こう悔かい、反省してもその罪からは逃のがれられません。義仙の命であがなえるなら、いつでも差し出す覚かく悟ご。この身を傷つけ、弄もてあそびたいというのなら、厭いといません」
「いや、誰だれもそこまで聞いてないし」
　続く言葉には、千姫が白い目を向けるのだが。
「ねえねえ、十兵衛も考えたの。阿弖流爲さんのこと、みんなが、好きっていうこと、だよね？　みーんなが、大好きになっちゃうの！」
　そして十兵衛の笑顔。
　阿弖流爲は、
「な、なんだ。バカにするな！　そんなことで……ごまかされ……」
　だがもう怒り続けることはできずに、その顔が中ちゆ途うと半はん端ぱにうろたえ、歪んだ。しばらく、顔を伏せる。
　それから不意に顔を上げると、阿弖流爲は頭上を仰あおいだ。
「……こんなことでは、ごまかされぬ」
　宗朗が警けい戒かいすると、
「阿弖流爲、まだ！」
「いや、よく見よ……」
　幸村が、その手を握った。うながされるように宗朗が阿弖流爲を見る。
　もう阿弖流爲の姿は、すっかり金色の粒子に変わっていた。
「余の恨み、怒り、憎しみは消えぬ。それは日の本の民に、余と我ら滅んだ民のことを忘れず、これからも語り継ぎ、憶えているように。そのために、余は力を捨てぬぞ。日の本の民が、余と一族の民のことを忘れ、ないがしろにし、再び辱はずかしめることがあれば、余はまた出いでて、その力を使う。そのときこそ、だ」
　宗朗たちを見る阿弖流爲の顔は、もう言葉とは逆に険がなかった。
　眉まゆは厳しく尖とがっているし、口もとも固かたく結んでいる。だが同じ表情なのに、なぜだかずっとやさしく、見えた。
「阿弖流爲……。伝えていくよ。護っていく。それがぼくたちの、後世の者の役目なんだ」
　宗朗の言葉に、彼の「剣姫マスターサムライ」たちがうなずく。
　鬼切の太刀の輝きが増して、阿弖流爲はすっかり黄金に染まった身体をふわり、と浮上させた。
「もう、いかなければならないようだ。余の民が、待っている」
　いつのまにか天蓋が消えて、夜空が見えていた。
　月と星の下に浮かぶ阿弖流爲の姿が、大きく光を放つと、一瞬にして空へ昇っていくように消えた。
　あとには、多くの黄金の光が、流れ星のように地上へ、地下へも、降り注ぐ。
　それは、阿弖流爲によって召しよ還うかんされた「剣鬼ダークサムライ」たちへも。
「……俺たちは死ぬこともまともにできないって、ことだな。どうなるかわからねえが、まあ、おまえとなら……どこでも悪くないぜ」
　武む蔵さしの側には、小次郎がいた。小次郎が武蔵を捜さがして這うように、身体を引きずって来た、その結果だった。
　ふたりとも切きり裂さかれ、瀕ひん死しの身体なのに死ぬことができない。
「もう勝負も、なんもせんと、ふたりだけでおったらええのと違う？　うちにはいまが、いちばんしあわせかもしれへん……」
　折り重なるように倒れ、手を結び合い、指をからめたふたりに、おびただしい金色の光が降り注ぐ。
「……そらが……わたし、しゃべって、る、の」
　空を仰ぎ見みながら、胤舜は自分の口を覆ったマスクを、初めて取った。唇に、触れる。金色の光が、包み込む。
「天草さま……あたしも、連れていって！　あたしも行きたい。連れて行って……！」
　唯一動く手を空へ向かってかざす又右衛門。たちまち金色の光に、染まっていった。
「……みんな、行っちゃった。のかな」
　十兵衛が、空を見ながら言う。
「これでよかったのかしら」
　千姫も。
「うん。わからない。でもぼくたちは、空から見てる彼らにいつだって恥ずかしくないように、生きていかないとね。約束だってある」
「そうですね」
「ウキュ」
「ところで、その、もとの身体には戻れるんでしょうか、わたしたちは」
　半蔵が言う。アストラル体の粒子が、不安定にゆらめいて来ていた。
「うむ。もう無理かもしれんの。アストラル体でいる時間が長すぎたようじゃ。もう戻れる確証が……うぐぐ！」
「な、なんですって！　せっかく、ようやく……！　このうえ千たちまで死んじゃったら、どうなるのよ！」
　幸村の肩をつかんでグイグイ揺ゆさぶるのは千姫だ。
「御姫さま、どうか落ち着いて……。きゃぁあ！　身体が、透すけて来てしまいました！」
「わあ！　十兵衛もスケスケだよー、千姫さんも、ゆっきーも！　べーたさんもぞうさんも、さっちんも、ぐっちょりもー！」
「ぐっちょり言うな！　ですわ！　あああああ、でもほんとうに、どんどん透けて、無くなっていきますわぁあ！　このまま死んでしまうんですの？　まだ……も！　出産もしていませんのにぃぃい！」
「出産……」
「ウキュゥゥゥ!!」
　半蔵、十兵衛、兼続、又兵衛、それに佐助が声を上げる。
「宗朗さまの行くところなら、義仙はどこでもよろこんでお伴ともするんです。いっそこのまま逝いってしまったほうがいいかとも、思うんです」
　あいかわらず、義仙。
「逝かない逝かない！　逝かないと、思う……。ゆ、幸村！　ほんとにどうにかならないのか。あー、手が、身体が、消える！　みんな……！」
「神のみぞ知る、じゃな」
「だからなんとかしなさいよ、このぉオデコチビ！」
　キレ気味の千姫に、再び幸村。
「じゃが思い出してみよ。水晶の中でアストラル体だったときのこと。あそこから地上へ戻って来れたときの意識を。思い出すのじゃ。そうなれば、再び……」
「あのときの……」
「気持ち」
「みんなが、みんなを……」
「いちばんたいせつに」
「護りたいと思う」
「気持ち」
「ウキュキュゥ」
「そう、いつだって……」
「だーい好き！　だよっ!!」
　そして……。
「消えた、の」
「いいのかよ、知らないじゃん！」
　いつのまにか戻っていた、徳川の四「剣姫マスターサムライ」たちも、洞窟の天蓋を見つめていた。もう夜空は見えなくて、漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされている。
「よいのか、モンジェネラル！　みんな、ほんとうに消えてしまったぞ！」
　ダルタニアンも言う。
　慶彦は、しかし、
「どうだろうねえ。でも宗朗と、あいつの『剣姫マスターサムライ』たちのことだ。明日あたり、ひょっこりまた道場に戻ってきてるんじゃないの。まあ、そのときはまた、長い付き合いをさせてもらうまでさ」
　笑って視線を戻す。その視界の先、崩れた洞窟の壁かべに取り付いている影を見つける。
　それは傷つきながらも、隠された通路から脱だつ出しゆつしようとする正雪の姿だった。
　正雪もまた、慶彦の視線を感じて振ふり向く。ふたりの視線が、交錯した。
「……」
　わずかな間ののち、正雪は不敵に笑うと、隠し通路の向こうへ身を躍らせた。直後、通路の入り口もまた、落らく盤ばんによって消滅めつする。
「ふふ、そうだね。まだ終わっちゃいない、かもねえ」
　慶彦もまた笑うときびすを返し、皆みなに向かって号令した。
「さあ、撤てつ収しゆうだ……！」
捌◆終章




「だから！　なーんか納なつ得とくできないのよね！」
「な、なにがですか、千せん姫ひめさま」
　そこはいつもの柳やぎ生ゆう道場。
　稽けい古こ場ばの広間で声を荒あらげるのはもちろん、千姫だ。
「なにがって……たしかに水晶の中ではキスしたわよ。でもあれはアストラル体とかなんとか、要するに現実じゃないんでしょう？　だったら、ノーカンよ、ノーカウント！　やっぱりちゃんとキス……うぷぷ！」
「お、御姫さま、そう何度もキスをされるのは……」
「ふん！　無事帰れたとたんにエロぼけか、徳とく川がわのバカ姫は！　まったく、これだからわらわがおらぬといかんのじゃ。まあ、『剣妃サムライブライド』の研究もあることじゃ、キスからでもゆっくり……というのは、わらわも否定せんがのぉ」
「幸ゆき村むらさま……」
[image: 画像]
「ああああ、もう誰も彼もキスキスキス！　野やじ獣ゆうの巣そう窟くつですわ！　学生たるもの、もっと清い交際を！　手を繋いでドキドキ……から始めあそばせ、ですわ！」
「宗むね朗あきらさま、いかがでしょう。身体だけが目当てでも義ぎ仙せんはいっこう、かまわないんです。それともお恥ずかしいのであれば、なにかお使いになりますか？　器具、でも……」
「わあああああ！　みんな、落ち着いて！　せっかくみんな、生身の身体に戻って来れたんだから！　ここは仲良く……あああああ！」
「なによ。脅かしておいて。けっきょくいつもどおりじゃない。この道場もみんなも。あーあ、幽ゆう霊れいから元へ戻るのは、千と宗朗だけでよかったのに」
「お、御姫さま、わたしはぁ……」
「なにを勝手なことを言っておるのじゃ、まったく！」
　それはいつもの風景。
　いつもの、柳生道場という日常が、また繰り返されていく。
「……また増えているではないか！　あの義仙とやらもここに住むつもりなのか。我は……く、ぅ！」
　そんなようすを窓の外から隠れて眺ながめる、羽根帽ぼう子しのダルタニアン。クレイモアの柄つかを握る手が白くなるほど、握りしめていた。
「えへ、だあああああい好き！　だよぉ！　お兄ちゃん……！　ね!!」






（了りよう）
あとがき




　エコポイント！
　半額になっちゃうっていうんで、買いました。地デジＴＶ！　二〇一〇年、十一月のことであります。
　いや、もうね。びっくり。かっこいい！　薄い！　軽い！　リモコンのボタンいっぱい！　というのはどうでもいいんだけど、地デジ、超きれい！　超々きれいですよ。ほんとう、きれい過ぎて、鮮明すぎて、おっさんの顔とかね、アップは勘弁、というか、女優さんも、これじゃ困るのわかります、って感じで、まあとにかく天あつ晴ぱれであります。
　で、なにが言いたいかと言うと、好評を持って放送予定をまっとうしましたアニメ『百花繚乱 サムライガールズ』です。
　ほんとにほんとにほんとに、ありがとうございました。
　視聴者のみなさん、スタッフのみなさん、感謝の気持ちでいっぱいいっぱいです。あ、この場合、いっぱい、はひとつでいいか。
　冗談でなく、ほんとうにありがとうございました。そのすばらしさ、かわいさ、かっこよさは、見ていただいた皆様ならもうおわかりのとおりです。とにかく最高でした。
　自分の作品が、あんなにきれいな絵になって、ステキな声で、動いてしゃべってバトルして、ちょっとエッチな場面も……というのはね、生まれて初めての経験で、毎回テレビの前で悶絶でした。サムライガールズの美少女たちに薄着で迫られる宗朗くんのように、顔を手で覆って、指の隙間から見てました。ほんとうです。
　それでも足りずに、ときどき手脚をバタバタさせたり頭をかきむしったりでした。ぜったい人には見せられないので、毎回ひとりで見ました。あとシラフも無理なので、やたらお酒も飲みました。
　とまあそれはともかく、無事放送を終えたあとは、ＤＶＤですよ。Blu-rayです！　で、今回、ずうずうしくもサンプルとして両方いただいたので、テレビも地デジになったし、さっそく見比べてみたのです。
　最初こそ、ＤＶＤで充分っしょ。Blu-rayとか、かっこいいけど、オーバークオリティっしょ。と思っていた三十分まえの自分にね、もうそこ座れと、正座しろと言いたくなりましたよ。
　Blu-rayすごぉぉおおい！　超きれい、超高解像度、超々々ステキですううう！　同じコンテンツで見比べているので、もうはっきりわかります。たとえばタイトルのね、サムライガールズの、「ズ」の左下へ向かって伸びる棒の部分とか、ＤＶＤだと滲にじんじゃうんです。でもBlu-rayなら、赤と白のコントラストも鮮やかに、最後の一ドットまで超きれいですよ！
　色も散らつかないし、こりゃもうアニメ見るのにもってこいというか、地デジテレビならぜったいBlu-rayですう！　十兵衛も幸村も、べーたさんも千姫も、ぐつぐつも半蔵さんも、義仙も宗朗くんも、慶彦もニアも、Blu-rayで見ずしてなんで見るのかと。
　総務省の回し者かと自分で思いましたが、そんなBlu-rayのクオリティに負けない作画、内容の『百花繚乱 サムライガールズ』、ぜひともよろしくお願いしたいと。あ、地アナテレビならＤＶＤでもぜんぜんオッケーです！
　しまった。興奮のあまり小説七巻の内容にまったく触れてませんね。
　でもいまはとりあえずアニメじゃないかな。ですよね！　武蔵や小次郎や胤舜や、又右衛門が（そしてあのキャラも！）、いつかまた地デジなクオリティーで動いたりしゃべったりする日が来るといいな！　と願いつつ。
　ありがとうございました。これからもどうぞ、よろしくお願いいたしまする。


地デジはレ○ザ、の　すずきあきら
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すずきあきら 先生／Ｎｉ[image: 外字] 先生
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